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      ラプチャー - 人々はどこにいるのか？（1）
       
    

    
       
    

    
      テサロニケ人への第一の手紙 4:16-18 欽定訳
       
    

    
      16
       
      主御自身が、大声と、御使のかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、天から下って来られます。そして、キリストにあって死んだ人々が、まず最初に復活します。
       
      17
       
      それから、生き残っている私たちが、彼らとともに雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。
       
    

    
       
    

    
      聖書には、空中に引き上げられ、雲の中で主に会うという記述があります。これは、忠実なキリスト教徒が耳を傾ける人々に伝えてきたことです。亡くなった人々について語られる嘘に惑わされないでください。神は彼らを天国へ連れて行かれたのです！
       
    

    
       
    

    
      神の忠実な「キリストの花嫁」たちが地上から連れ去られた後（携挙）、あなたがこの世に残されるなら、あなたは艱難時代に取り残されることになります。イエス・キリストに近づき、彼の律法と規則に従っていることを確認してください。天国に行くことはまだ可能です。決してイエス・キリストの名を否定してはなりません。たとえ飢えていても、獣の刻印を受けてはいけません。艱難時代の聖徒たちは艱難時代にイエスのために命を捧げ、天国に行きます。もしあなたの愛する人の一人、あるいは二人が亡くなったとしても、あなたは天国で彼らを見つけるでしょう。彼らが天国に行けたのは、イエスを信じ、祈りに時間を費やし、神の規則と戒めに従ったからです。艱難時代は3年半、そして大艱難時代は3年半続きます。聖書には、その期間が短縮されるかもしれないと書かれていますが、確実ではありません。イエスを信じなければ、生き残る可能性は非常に低いでしょう。艱難が本格化している今（あるいは、これを読む時期によっては間もなく始まる）、地上に起こるであろう多くの出来事について、あなたが理解していないことがあります。神は、ご自身に従う人々を助けてくださいます。この情報は、あなたが今置かれている状況を乗り越える助けとなります。これは、天国に行くために何をすべきか、そして地上に残された間に何をすべきかについての短期集中講座です。
       
    

    
       
       
    

    
      神に近づき、天国へ至りたいと願う皆さん、これはまさにあなたのためのものです！神の啓示を受けたこの一連の文章をまとめる導きを感じました。2012年から2013年にかけて、神は私に水のバプテスマを受け、キリストに人生を捧げるよう召されました。
       
    

    
       
       
    

    
      神は多くの「終末論者」をYouTubeに集め、夢や幻を見、神に語りかける多くの人々の声に耳を傾けるよう指示しました。使徒行伝2章17節には、終末の時に神は御霊を注ぎ、多くの人が夢や幻を見るだろうと書かれています。多くの人が夢や幻を見ていました。神は終末のために御自身の軍隊を組織していました。神は、現在神の言葉を説いている教会に心を痛めてはいません。黙示録（聖書の最後の章）には、終末の7つの教会について語られており、生き残るのはごくわずかだと記されています。ほとんどの教会は、携挙が起こった時、神に天へ連れて行かれる準備ができていません。
       
    

    
       
       
    

    
      聖書の言葉はどれも神の霊感を受けており、一つ一つが生きていて意味深いものです。聖書が宣言していること以外のことを教えるなら、あなたは天国とは別の場所にいることになるでしょう。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      アダムとイブの罪は私たちのDNAに受け継がれている（３）
       
    

    
       
    

    
      私たちの創造主である神は、あなたの愛、正義、そして他者への赦しを望んでおられます。神があなたと私を創造された時、私たちは園で神の友となるはずでした。神は愛と美に満ちた調和のとれた園を創造されました。神は私たちが決して完全に探検することのなかったワンダーランドを創造されました。アダムとイブのせいで命は短くされ、今私たちは闇に支配された地上の世界に生きています。
       
    

    
      現在、地球の支配者はサタンです。
       
    

    
       
    

    
      イエス自身はサタンを「この世の支配者」と呼んでいます
       
      ヨハネ16:11
       
      エペソ人への手紙2章2節によれば、イエスの歩みを信じず従わない人々は、この世の流れに従い、空中の権威を持つ君主、すなわち不従順の子らの中に今も働いている霊に従います。
       
    

    
       
    

    
      聖書には、神がアダムに世界を支配する権威を与えたが、アダムはそれを
       
      サタン
       
      神はサタンの反逆を用いて人々の心を明らかにされます。神の救いを信じる者は死からよみがえり、神と共に永遠に生きるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      悪が新たな正義となり、正義が新たな悪となる。私たちの魂の多くはもはや闇を見通すことができなくなっている。私たち自身が闇になりつつあるのだ。
       
    

    
       
    

    
      天界では善と悪の戦いが繰り広げられています。彼らの争奪戦の目的は、私たちの魂です。戦いの相手は神とサタン、そして私たちはその戦利品です。イエスは私たちの罪のために十字架上で亡くなり、すでに私たちの魂の代価を払ってくださいました。多くの人は、悔い改めが神への忠誠の第一歩であることを知りません。この忠誠によって、サタンから魂を取り戻すことができます。楽園で奪われた魂を。
       
    

    
      神の恵みと慈悲の賜物は、御子イエス・キリストを通して私たちに与えられました。父なる神に至る唯一の道は、御子イエス・キリストを通してです。十字架上でのイエスの死は、私たちの罪と救いの代価を支払ってくださいました。これは、私たちが受け入れるならば、イエスが与えてくださった救いの無償の賜物です。
       
    

    
       
    

    
      神はあなたが神の王国の一員となることを望んでおられ、あなたの悔い改めと誠実な心があれば、どんな罪も赦してくださいます。神の戒めと、神が私たちに与えてくださったすべての言葉に従ってください。それは、私たちがどのように生きるべきかを示す指針です。この指針は60%や90%ではなく、100%従うべきです。新しい天の王国の一員となるには、清く、清く、この現世のいかなるものにも汚されてはなりません。だからこそ、天国に入るには悔い改めが必須なのです。過去にどんなことをしたとしても、真の悔い改めがあれば赦されます。確かに、私たちは誰も完璧ではありませんが、できる限りイエスに近づくよう努力することができます。神は私たちの心と意図を裁かれるのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      聖書の重要性（4）
       
    

    
       
    

    
      神は常に、人間としてどのように生きるべきかという基準を持っていました。アダム、イブ、そしてルシファーがその基準を台無しにしました。おそらく、このすべてを説明する最も簡単な方法は、「天国と地獄があり、神とサタンがいる」ということでしょう。神はサタンを含め、すべてのものを創造しました。なぜ神はサタンを創造したのでしょうか？寒さがなければ、何が熱さなのかわかりません。愛がなければ、何が憎しみなのかわかりません。何が善なのかを知るには、悪い経験をしなければなりません。人生とその仕組みの指示書は「聖書」と呼ばれています。サタンは、他のほとんどの宗教がこの聖書の要素を取り入れるように躍起になってきましたが、ほんの少しでも変わると、実際には無効になります。聖書から逸脱したり、形成されたりする「新しい」宗教は、サタンにとって新たな勝利となります。コーランの大部分でさえ、聖書から取られています。
       
    

    
       
    

    
      主の名を代弁すると主張する人々（例えば、ローマ教皇）は、聖書の一部を時代遅れ、あるいはもはや関連性がないとして改変しようとしています。（2024年時点で、ローマ教皇は聖書の完全な書き換えを望んでいます。）人間とサタンは何十年にもわたって共謀し、神に敵対しながら世論や信念を変えようとしてきました。カトリックはキリストとその信奉者から生まれました。それは人間が大衆を操ることができるように作られた最初の組織化された宗教でした。神は宗教が今日のように組織化されることを決して望んでいませんでした。もしあなたが宗教を嫌ったことがあるなら、それが長年神から遠ざかってきた理由かもしれません。神は宗教が、今では認識できないほどの模倣に変わることを決して望んでいませんでした。これはキリスト教を含むすべての宗教に当てはまります。ほとんどの牧師は、この終わりの日に何がそれほど重要なのかを教えていません。聖書の最後の章である黙示録は、私たちが終わりの日に生きていることを知るための、ヒントとして何を探すべきかについての警告です。しかし、終末や黙示録に関することに触れて、「理解するのは難しすぎる」と主張する牧師はほとんどいません。ばかげています！
       
    

    
       
    

    
      聖書にはこう書いてある
       
      黙示録22:19
       
      「もしこの預言の書の言葉を取り去る者があれば、神はその人の受ける分をいのちの書（天に行く者たち）と聖なる都（天）から取り去り、またこの書に書かれているものから取り去られるであろう。」
       
      ** 神はなぜこれを聖書に記したのか疑問に思います。神は、超自然的あるいは人間によって聖書の内容を破壊することで聖書に加えられる可能性のある変更を予見していたのでしょうか。
       
    

    
       
    

    
      もちろん、「聖書」そのものを取り上げ、それに従っていると主張するものの、実際には従っていない人もいます。彼らは自分が善人だから神もそれで十分だと考えています。そして、こうした人は自分の好みの83.4%の聖書を作り上げ、自分が思い描いた通りの人生を歩みます。サタンはこのような人に対しても、その働きを終えたのです。
       
    

    
       
    

    
      聖書は非常に具体的で、すべての言葉に意味があり、神の啓示を受けています。サタンは、これらは単なる人間の言葉であり、神がその民に望むことの近似値に過ぎないとあなたに信じ込ませようとしています。神を限定したり、箱に押し込めたりしないでください。あなたが自分の箱の大きさに制限を設けても、宇宙の神には決して適合しません。もし神が宇宙とあなたを創造できるのなら（進化論はサタンとその手下による嘘です）、神が私たちに期待する内容を盛り込んだ、自分の好みの本を作ることができると思いませんか？
       
    

    
       
    

    
      神はあなたが神の王国の一員となることを望んでおられます。悔い改め、父と子と聖霊の御名によって洗礼を受け、全身を浸してください。神はあなたを愛しておられます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      イエスが救世主であることの証拠（5）
       
    

    
      メシアを直接示す預言は300以上あります。まずは8つから見ていきましょう。そして、イエスがこれらの8つを成就する確率を見てみましょう。
    

    
      神の誕生の時（ダニエル書8章と9章のタイムラインを参照）
    

    
      彼はベツレヘムで生まれるであろう。（ミカ書 5:2）
    

    
      彼は処女から生まれるであろう。（イザヤ書 7:14）
    

    
      彼は銀貨30枚で裏切られるであろう。（ゼカリヤ書 11:12）
    

    
      彼は嘲られるでしょう。（詩篇 22:7,8）
    

    
      彼は十字架につけられるであろう。（ヨハネ3:14）
    

    
      彼は刺し貫かれるであろう。（詩篇 22:16）
    

    
      彼は悪人と共に死に、富める者と共に葬られるであろう。（イザヤ書 53:9）
    

    
      各預言の成就の推定値をすべて掛け合わせると、（2.8分の1 × 105 × 103 × 102 × 103 × 105 × 103 × 104）となり、2.8 × 1028分の1となります。ここで28は、2.8に続く暗号が28個あることを意味します。この数字を簡略化して1028分の1としましょう。この数字を書き表すと、10,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000分の1となります。
    

    
       
    

    
      神は未来を知っており、聖書の中でその物語を語っています。私たちが信仰を欠き、それが自分の生きている間には起こり得ないと信じることが、私たちの破滅につながります。サタンの仕事は嘘をつき、欺くことです。サタンはこれまでかなり成功してきました。どの書にも終わりの章があります。私たちは今、聖書の最後の書を読んでいます。
       
    

    
       
    

    
      マタイ5:18
       
      「よく言っておく。天地が滅びるまでは、律法の一点一画も決して消えることはなく、すべてが成就する。」 ですから、私たちは自分の必要性やライフスタイルに合った聖書の部分だけを選ぶことはできません。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      あなたの見方と神の見方（6）
       
    

    
       
    

    
      聖書は誤解されている本です。特に読んだことのない人たちはそう考えます。多くの人は、自分が善良な人間であればそれで十分だと考えています。それだけでなく、神にとっても十分であるはずです。そして多くの人は、「ありのままの私を愛してもらえない神はいらない」と言います。確かに、これはあなたの考えかもしれませんが、それでは天国に行けません。私たちは神の似姿として創造されました。神は人類を創造した時、伴侶を求めました。そして私たちはエデンの園で罪を犯しました。神は、被造物が神の掟に従わず、神を敬わないことを知っていました。ですから今、私たちはサタン（この出来事が起こる前はルシファーという光の天使でした）と共に犬小屋に入れられました。どちらも罪を犯しました。サタンは神を裏切った罪を犯し、人間は彼の言うことを聞いた罪を犯しました。そしてサタンは神に、アダムとエバは二人とも罪を犯したので、自分を罰してアダムとエバを罰しないのは公平ではないと告げました。神はサタンの言うことが正しいことを知っていました。神は完全な存在であるがゆえに、サタンの悪を贖うことなく人類を救う方法を考えなければなりません。そこで神は、人類の救いのために、御子イエスを地上に遣わされました。私たちがサタンとその悪霊たちと共に地獄の底に落ちなくて済むように、完全で欠点のない存在が地上に遣わされ、犠牲にされなければならないのです。
       
    

    
       
    

    
      この計画は、正義が実現されるために、多大な時間と綿密な計画を要します。しかし、この救いを受ける前に、ある条件があります。1. 自分の罪を悔い改め、行動を改めること。2. イエスが私たちの罪のために十字架で死んだことを信じること。3. イエスが死んで3日後に復活したこと。4. イエスが人間として生まれたことを信じること。
       
    

    
       
    

    
      私たちのほとんどは、自分は完璧、あるいは「十分に良い」人間だと思っています。現状に満足しています。しかし、自分たちが神の子供であることを忘れてしまっています。私たちの中には親もいるように、子供たちには私たちのルールや要求に従うことを期待します。神のルールブックは聖書です。そこには神が子供たちに要求していることが書かれています。私たちが神のルールに従わないとき、私たちは従っていないことになります。もしあなたの子供たちがあなたを親として認めず、完全に無視し、あなたの行動規範に故意に従わなかったら、あなたは彼らと何らかの関わりを持ちますか？もしそうなら、どれくらいの期間ですか？あなたはいつも子供たちを愛していますが、好きではないかもしれません。これが神のおられるところです。神は私たちの罪や不注意を許したいと願っています。私たちが間違ったことをしたことを知り、悔い改めて許しを求めることを望んでいます。しかし、人類の時間はなくなってきています。あなたは自分が完璧だと思うかもしれませんが、神はそうではありません。私たちは皆罪人です。私たちは人間であり、不完全です。
       
    

    
       
    

    
      私たちには皆欠点があります。サタンと悪霊たちは罰として永遠の地獄に落ちますが、心から願い求めるなら赦しを得ることができます。あなたは一度も嘘をついたことがない、あるいは情欲の目で誰かを見たことがないなどと言うことはできないでしょう。あるいは、人生で一度でも鉛筆を盗んだことがあるかもしれません。隣人の持ち物を見て欲しくなったことがあるかもしれません。かつて誰かにされたことを許せなかったことがあるかもしれません。結婚していない人と寝ているかもしれません。さて、これらのことのうち一つでも罪を犯しているなら、神はあなたを罪人とみなします。さて、あなたは時の初めに定められた真の基本ルールのいくつかを理解したことになります。あなたは聖書を読んだり、従ったりしたことがなかったので、なぜ悔い改めなければならないのかが今、わかりました。神は、神と神の言葉を愛する私たちを救いに備えておられます。
       
    

    
       
    

    
      時間は刻々と過ぎています。神は望みの限り時間を延ばしておられます。神は今、「実り豊かな作物」の中からご自身の作物を収穫し、「実りのない作物」を取り除く準備ができています（これは収穫として知られています。収穫とは神の子供たち、良い子か悪い子か、小麦か毒麦か、そういう子供たちのことです）。あなたはどちらのグループに属しますか？サタンはあなたがこれについて何も理解することを望んでいません。神の規則ややり方を知ることも望んでいません。知識不足のために、あなたは失敗するでしょう。サタンは今のところかなり成功しています。彼の目的は、あなたを地獄に引きずり込むことです。彼はすでに神に打ち負かされていることを知っているので、できるだけ多くの神の子供たちを連れて行こうとしているのです。サタンは神に苦痛を与えるのが大好きです。
       
    

    
       
    

    
      神は私たちが罪と過ちを悔い改め、赦しを求めることを望んでおられます。今の世界は、私たちの父なる神にとって受け入れがたいものです。神は、地球と私たちの魂に蔓延するあらゆる闇を悔い改める努力を私たちに求めておられます。私たちがひざまずき、謙虚になるなら、神は人類に及ぼす影響を軽減してくださるでしょう。神は優しく公正な神ですが、人類は傲慢で、自慢ばかりで、利己的で、自己中心的になり、神が受け入れられる姿とはかけ離れています。
       
    

    
       
    

    
      神は、悪魔サタンとその共謀者たち（悪魔とネフィリム）が、彼らの行いの代償を払うよう望んでおられます。神は、地獄とそのすべてを回避できる人が少しでも増えることを願って、私たちにもう少しの時間をくださっています。神はアメリカ合衆国から恵みの手を離されました。神は、悪がいつまでも、何の罰も受けずに続くことを許さないと警告しています。ノアの時代にもそうしませんでしたし、ソドムとゴモラの時代にも悪を止められました。私たちは今、永遠の終わりに近づいています。ついに聖書の最後の書に到達しました。それぞれの物語には結末があります。サタンの住む場所ではなく、天国に迎え入れられるようにしてください。あなたは両方に招待されています。どちらを選ぶかはあなた次第です。
       
    

    
       
    

    
      地球という名のゲーム：私たちが知っていることのほとんどは間違っている（7）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      まず最初に、私たちがこの人生で学んだことのほとんどは、半分の真実、嘘、誤解、そして虚偽に満ちているということをお伝えしたいと思います。私たちは皆、人生とは何かを理解していると思い込み、長年やってきたことをうまく把握していると思っています。しかし残念ながら、実際にはそうではありません。私たちは十分な情報を得ておらず、「意図的に騙されている」とさえ言えるのです。
       
    

    
       
    

    
      私が話すことのほとんどは聖書に基づいており、聖書に記されています。私と他の信者との唯一の違いは、私たちが今まさに聖書の教えを生きていると信じていることです。他の人は皆、聖書は決して起こらない遠い未来のことと考えているようです。聖書最後の書である黙示録は、パトモス島で流刑に処されていたヨハネに与えられた、終末の未来を描いています。黙示録はまだ実現していませんが、今まさに私たちの目の前で展開しています。
       
    

    
       
    

    
      2024年現在、私たちは黙示録的な疫病、飢饉、通貨暴落、新世界宗教、新世界政府、獣の刻印、そして世界大戦に突入しています。これらはすべて水面下で準備さ​​れ、準備万端で、何が起こっているのかまだ多くの人々が分かっていません。
       
    

    
       
    

    
      宗教的な人の多くは聖書を信じていると主張しますが、それでも疑念を抱き、聖書のかなりの部分が間違っていることを願っています。私は神の言葉は完全に正しいと信じています。聖書においては、どの部分に従うかを選んで決めることはできません。神は常に期待してきたことを期待しています。神は変わることはありません。神は言葉であり、すべての点と一点が実現するのです。
       
    

    
       
    

    
      すべてはエデンの園から始まりました。アダムとイブは神が創造した美しい場所にいました。彼らは神との交わりのために創造されました。神は子供を欲しがり、そのために人間が創造されました。神はアダムに、知恵の木の​​実を食べてはならない、必ず死ぬからと告げました。蛇（ルシファー、光の天使）がエバのもとを訪れ、実を食べるように命じると、エバは実を食べ、そしてアダムにも食べるように説得しました。神は二人を園から追い出しました。すると突然、すべてが変わりました。無邪気な二人から、園で裸でいることを心配するようになったのです。実を取る前は、彼らは天の存在でした。神に背き、嘘をついた時、彼らは霊ではなく肉の象徴となりました。蛇（悪魔の象徴）は、人間への裏切りというこの行為によって人類を堕落させました。こうして、人間のDNAは汚されてしまったのです。
       
    

    
       
    

    
      神はたとえ話を用いて物語を語ります。創世記には、天には多くの天使がいたと記されています。人間が創造された後、天使の3分の1が神に反逆し、自分たちだけで生きていけると考えました。彼らは天を離れ、地上に降り立ち、女性と子供をもうけました。これらの混血種はネフィリムと呼ばれました。ネフィリムは「堕天使」の血と人間の血が混ざり合った存在でした。これが人間のDNAを腐敗させました。この時から、人間は罪の中に生まれたのです。
       
    

    
       
    

    
      創世記6:4
       
      「神の子らが人間の娘たちと交わり、彼らに子供を産ませた当時、そしてその後も、ネフィリムが地上にいた。彼らは昔の英雄たち、名高い戦士たちであった。」
       
    

    
       
    

    
      だからこそ神はノアの洪水を起こしたのです。神は新たなスタートを望んだのです（ノアは純粋なDNAを持つ数少ない人間の一人で、神はその「汚れていない」血ゆえに彼を選んだのです）。人間はひどく邪悪で、好色で、不誠実で、貪欲で、暴力的で、まさに悪に染まっていました。
       
    

    
       
    

    
      私たちは生まれた日から罪人です。罪を犯したなら、悔い改める必要があります。聖書は、神が被造物に期待する「規則」です。神は始まりから終わりまでを見通すことができ、被造物にとって何が最善かをご存知です。
       
    

    
       
    

    
      地球は、人々が参加する「地球」というゲームのようなものだと想像してみてください。このゲームの創造主は神であり、サタンは裏で神とその創造物に問題を引き起こそうとしています。神は善人で、サタンは嘘つきで、神から何でも真似しようとします。神は聖書というルールブックを世に送り出しましたが、サタンはこのルールブックが誤解され、時には嘲笑されるようにあらゆる手段を講じてきました。サタンは人々に地獄など存在せず、「地球」で遊んでいる間は何をしても構わないと告げます。時には聖書を手に取り、それを改変して無効にすることで、あらゆる手段を講じて嘲笑します。サタンは聖書を新しい、異なる宗教と呼ぶことで、その宗教に飽きると、それを「ニューエイジ」と呼び、異なる層の人々を魅了します。サタンは時に聖書から完全に逸脱し、魔術、ヨガ（ヨガはヒンドゥー教に由来し、多くのポーズは他の神々へのポーズだと言われています）、そして超常現象を通して、ある人々に力を与えます。そしてサタンは、私たちが天国に行くための正しいルールを持っていると思い込み、「地球」というゲームをさせます。しかし、私たちは旧約聖書と新約聖書の原典のルールに従わない限り、天国に行くことは決してできないことをほとんど知りません。それはルールブックなしでモノポリーをするようなものです。ゲームの遊び方に対する考え方は人それぞれです。
       
    

    
       
    

    
      この世界でキリスト教徒が常に虐殺されているのは、それが唯一真の宗教であり、天国へ導くことができるからです。彼らはサタンにとって厄介な存在です。サタンは神と繋がるあらゆるものを憎みます。イエスが生まれる前、ヘブライ人はトーラー、つまり聖書の最初の5章を用いていました。ヘブライ人の教えは正しく、罪を償うために動物を犠牲に捧げなければなりませんでした。（忘れないでください、私たちは皆罪を犯して生まれています…完璧な人間などいませんし、完璧に近い人間などいません。）犠牲に捧げられた動物は常に傷がなく、汚れや欠陥のないものでした。彼らは救いのための供物として神に捧げられました。神は、人が天国に行くためにこれらの供物が不要になる方法を必死に模索しました。ルシファーは、神が創造物を愛し、彼らを地獄（ちなみに地獄は人間のためではなく、サタンと堕天使のために創造されたのです）に送りたくないと知っていました。しかしサタンは、人間は園で罪を犯したので、地獄に送ってその罪を赦すのは公平ではないと言いました。神は義なる神であり、サタンもそれを知っています。神は、完全で欠点のない御子を地上に遣わし、人間として生きさせ、そして十字架上で犠牲にし、人間の赦しと救いのために尊い血を流させることで、人間を赦す方法を考え出しました。従わなければならない唯一の「ルール」は、イエスが神によって遣わされ、十字架上で死ぬことで私たちの罪を償い、三日後に復活したことを人間が信じなければならないということでした。イエスは神が人間の救いを得るために必要とした完全な犠牲であり、同時にサタンと堕天使たちは罪のゆえに地獄に行くことができました。これが、私たちが耳にする救いの無償の賜物なのです。
       
    

    
       
    

    
      神は創造物を愛しています。人間を愛し、私たち全員が神のもとに戻ってくることを望んでおられます。神は私たちを自由意志を持って創造されました。決してご自身の意志を押し付けることはありません。三位一体は、神、イエス、聖霊から成ります。この三つは一つの存在です。人間には心臓と肺があり、それぞれが機能するように、神にも三位一体があります。それぞれが異なる働きをします。
       
    

    
       
    

    
      人類が罪を犯した後、地球はサタンに支配されてきました。だからこそ、地球上のすべてがめちゃくちゃになっているのです。神は人間に自由意志を与え、あまり干渉されません。それが私たちにとってどれほどうまく機能してきたか、お分かりでしょう。しかし、地球が今のようにひどい状態になった時、神は創造物のために再び来られます。例えば、ノアの時代やソドムとゴモラの時代にそうされました。
       
    

    
       
       
    

    
      私たちは終末の時を迎えていると信じています。この「地球」というゲームはほぼ完了しました。「堕天使」、つまり悪魔の目的は、できるだけ多くの魂を地獄に送ることです。神の目的は、イエスを信じ、イエスがなぜ地球に来たのかを信じる魂をできるだけ多く天国に導くことです。天国は、神から私たちに与えられた無償の贈り物とも言えます。
       
    

    
       
    

    
      残念ながら、私は「地球」というゲームのルールを全て知っているわけではありません。与えられた情報から判断すれば、これが精一杯です。しかし、終末の時代を迎えている今、手遅れになる前にこれらのルールを大衆に伝えることが不可欠です。
       
    

    
      人間は、神が聖書の黙示録で語っている刻印（RFIDチップ）を受けないことが不可欠です。これは、売買を可能にするために埋め込まれる刻印です。もし人間が獣の刻印を受ければ、その魂は自動的にサタンに引き渡され、地獄に送られます。この刻印を受ければ、神はあなたを助けません。DNAが変化し、獣があなたを完全に支配するでしょう（詳しくは獣の刻印に関する章をご覧ください）。
       
    

    
       
    

    
      まるで抜け出せないような、つまらないSF映画の中にいるような気分になったら、聖書を読み始めるのが一番です。イエスがあなたのために何をしてくださったのか、そしてなぜこの地上に来られたのかを学びましょう。毎日祈り、悔い改めましょう。誠実であれば、神はあなたを助けてくださいます。神は何でもできるのです！癒しを祈り、水を求め、食べ物を求めましょう。神は聞いてくださいます。自分がクリスチャンであることを決して否定しないでください。もし否定したら、イエスはあなたを否定されます。水のバプテスマを受け、聖霊があなたの中に入ってくださるよう祈りましょう。
       
    

    
       
       
    

    
      神の言葉は聖書にあります。聖書に書かれていることは、神の御言葉そのものです。神はそれを期待しておられます。もしあなたが嘘つき、殺人者、同性愛者、泥棒、偶像礼拝者、姦淫者、アルコール中毒者、安息日を聖別しない者、麻薬を服用する者、他人の所有物を嫉妬する者、偽証する者、親を敬わない者、（結婚していない）淫行者、あなたに不当な扱いをした人を許さない者であれば、罪の赦しを祈る必要があります。あなたは神に助けを求めなければなりませんが、変わることを望まなければなりません。神の王国は純粋で清く、しみやしわのないものです。なぜ神はこの地球の過ちを永続させ、それを神の新しい千年王国へと導こうとするでしょうか？そうはされないでしょう。神は正義と聖なる神であり、公平であり、あなたが望むならあなたと共に働いてくださいます。神は誰も地獄に行くのを見たくないのです。地獄はイエスの創造物のためではなく、悔い改めない不義な人々、そしてイエスを主であり救世主であると信じない人々を収容するために拡張されました。
       
    

    
       
    

    
      きっとそうおっしゃるでしょうが、質問には答えていません。まあ、単純なものなどありません。私たちが神の存在を認めるまで、神は私たち皆を罪人として見ています。万物の創造主でありながら、自分が仕切っているわけでもないのに、あらゆる失敗の責任を負わされるのは、どう思いますか？今、地球はサタンの支配下にあります。
       
    

    
       
    

    
      イエスは私たち皆に救いという無償の贈り物を与えてくださいました。そして、選択する自由意志も与えてくださいました。神は愛そのものです。神は常にすべての被造物を愛してこられました。神は決して変わることはありません。神の国に入るためには、私たちが聖なる者（義人）となることを望んでおられます。死後には二つの場所しかありません。私たちは皆、どちらの場所に行くかを選択する力を持っています。神は私たちが活動する範囲を創造されました。神は私たちの親です。神は私たちに選択する権利を与えてくださいます。神は死を創造し、命を創造し、私たちが従うべき規則を創造されました。
       
    

    
       
    

    
      あなたが正しいと思っていたことは、おそらくそうではないでしょう。
       
    

    
      キアヌ・リーブスとローレンス・フィッシュボーン主演の『マトリックス』やジム・キャリー主演の『トゥルーマン・ショー』のように、現実とは自分が思っている通りのもので、実際に違うと分かるまではそうではない。私が学んだことをできるだけ簡潔にまとめるために、この記事を書いている。近年、神の預言者たちがYouTubeに登場している。彼らが皆、神の預言者だったとどうして言えるのだろうか――？
       
    

    
      そうではない――だが、しばらくすると、誰の言うことを聞くべきかという私の見識はより洗練されてきた。
       
    

    
      ここにあります：
       
    

    
      聖書は真実かつ正確な歴史的文書です。人間は聖書を完全に理解するために不可欠な部分（特にエノク）を省略しました。
       
    

    
      天国はあります。
       
    

    
      地獄はあります。
       
    

    
      天国か地獄か、どちらかしかない。他に選択肢はない。
       
    

    
      神は宇宙のすべてを創造しました。神がどのように創造されたのかは分かりません（神は昔から存在していたと主張していますが。神には始まりも終わりもありません）。
       
    

    
      神は愛、慈悲、正義、誠実、忠実であり、
       
    

    
      全知全能。
       
    

    
      神は人間を神の似姿として、「神の子」として創造しました。神は宇宙で孤独になることを望まれませんでした。神は人間と、既に存在し人間を見守っていた天使たちを創造しました。良き親と同じように、「あなたの子」には守るべきルールがあります。
       
    

    
      私たちは皆、神の子です。神はその子たちに、神の王国、天国への入り口となる規則を与えてくださいます。
       
    

    
      彼の前に他の神や偶像を置いてはならない
    

    
      神の名を悪用してはならない（誓い）
    

    
      安息日を聖なる日として覚えなさい
    

    
      汝の父と母を敬いなさい
    

    
      汝は殺してはならない
    

    
      姦淫してはならない
    

    
      盗んではならない
    

    
      嘘をついてはならない／偽証してはならない
    

    
      隣人の家、妻、財産を欲しがってはならない
    

    
      恨んでいる人全員を許しなさい。なぜ神は
    

    
      他人を許せないのに、自分を許せるでしょうか？
    

    
      神はあなたの心と意図を裁きます。
    

    
      他人が自分にしてくれることを期待するように他人にもしなさい
    

    
      毎日罪を悔い改めなさい。アダムとイブの後、私たちは皆、自動的に罪を犯して生まれました。神は完全に清い魂が神の国に入ることを期待しておられます。
    

    
      自分が扱われたいと願うのと同じように、隣人（出会う人すべて）を扱いなさい。
    

    
      神は人間に自由意志と選択権を与えたいと願ったため、善に代わるものを創造しました。自由な選択権がなければ、人間は「奴隷」になってしまうと神は感じました。神は純粋な愛、優しさ、そして公平さを備え、人間に「選択」を与えました。神と共に生きるか、それとも敵対するかです。善の反対は悪、愛の反対は憎しみ、そして神の反対はサタンです。これらは正反対ですが、サタンは創造された存在であり、神には到底及ばないということを覚えておいてください。サタンは神の計画のために創造されました。神には対抗できる者はいません。神は完全な権威を持っており、あなたが神に従うとき、神の守りはあなたと共にあります。
       
    

    
       
    

    
      神はノアの時代に洪水を起こし、世界から悪を一掃し、新たな世界を築き上げました。しかし、残念ながら、ネフィリムの一部は生き残りました。現在、世界はサタンと、陰で操るネフィリムによって支配されています。神は、この世界に蔓延する悪がこれ以上続くことを許しません。サタンの計画は、人間を奴隷化し、自分を崇拝させることです。
       
    

    
       
    

    
      黙示録 13:5-8 欽定訳
       
    

    
      
    

    
      5
       
      そして彼には、大言壮語と冒涜を語る口が与えられ、四十二か月間存続する力が与えられた。
       
      6
       
      そして彼は口を開いて神を冒涜し、神の名と神の幕屋と天に住む者たちを冒涜した。
       
      7
       
      そして、聖徒たちと戦って彼らに勝つことが彼に与えられた。また、あらゆる民族、言葉、国民を支配する権威が彼に与えられた。
       
      8
       
      そして、地に住む者で、世の初めから屠られた小羊の生命の書に名が記されていない者は皆、彼を拝むであろう。
       
    

    
       
    

    
      神は、神の掟を守り、神の王国で神と共にいることを望む「神の子ら」を救うために来られます。もしあなたが父なる神に近づく努力を怠るなら、あなたはサタンという別の神を選んだことになります。もし私を信じないなら、あなたは永遠に自分を責め続けることになるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      サタンを選ぶもう一つの方法は、獣の刻印を受けることです。これを受け入れることで、あなたはサタンに忠誠を誓うことになります。この刻印には、あなたのDNAを変化させる要素が含まれています。右手か額に刻印を受け、DNAが汚染されると、あなたは決して悔い改めて天国に入ることはできません。ゲームオーバーです。そして、獣の支配下では、そのシステムを崇拝することになります。神など欲しくないと主張する人々にとって、選択肢はイエスかサタンのどちらかしかないようです。イエスを選ぶことを選ばなければ、死後、あなたはサタンのもとに送られるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      神は善と悪の戦いに勝利します。悪は、サタンの信奉者全員、あるいは天国に入れるほど「善良」だと思っていた人々と共に、地獄の穴に投げ込まれます。地獄は確かに存在します。聖書には、例えば火の湖、ゲヘナ、地獄などと書かれています。それはあなたの選択です。今回は、行動に裏付けられた決断を下せるだけの情報をお持ちであることを願います。あなたはおそらく携挙から取り残されたためにこれを読んでいるのでしょう（携挙は複数回あると主張する人もいますが、これはいずれにしても証明されていません）。まだ残っているなら、父を知る時間があります（父に至る道はイエスを通してです）。あなたは、刻印されることを拒否し、反キリストを崇拝することを拒否して死ななければならないかもしれません。この方法で死ぬと、あなたは艱難時代の聖徒として天国に行けます。
       
    

    
       
       
    

    
      黙示録 7:13-15 欽定訳
       
    

    
      13
       
      すると、長老のひとりがわたしに答えて言った。「白い衣を着ているこの人たちはだれですか。どこから来たのですか。」
       
      14
       
      そこでわたしは彼に言った、「主よ、あなたはご存じです」。すると彼はわたしに言った、「これらは大きな苦難を逃れてきた者たちで、その衣を小羊の血で洗って白くした者たちです」。
       
      15
       
      それゆえ、彼らは神の御座の前にいて、その神殿で昼も夜も神に仕える。そして、御座に座しておられる方が彼らの中に住まわれる。
       
    

    
       
    

    
      神様はあなたを愛しています！だからこそ、この最後のチャンスを与えているのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      イエスの救いの無償の贈り物（8）
       
    

    
       
    

    
      イエスは人類の罪の代価を払うために十字架上で亡くなりました。私たちが地獄に行かなくて済むように、イエスは自らを犠牲にされました。イエスを除いて、すべての人は罪を犯しています。これらの罪を償う（贖う）唯一の方法は、完全な人の血と死によってでした。私たちの創造主である神は、独り子であるイエスを遣わし、肉体を持って誕生させました。サタンは、地獄は存在しないとあなたに思わせようと躍起になっています。実際、サタンはこれまで、私たちのほとんどが自分の行いに何の罰もないと思い込ませるという、非常に巧妙な仕事をしてきました。しかし、実際には罰は存在します。
       
      そのルールブックは「聖書」と呼ばれています
       
      聖書は神の言葉です。すべての言葉は預言者たちに与えられ、主の御言葉が広く知られるようにされました。悪魔は、聖書は人間が作ったもので、価値がないと思わせようとします。しかし、それは真実ではありません。すべての言葉は複雑に配置され、意味と目的を持っているのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      もしあなたが、自分の行いが神に受け入れられていないのではないかという、しつこい思いを抱いているなら、おそらくその通りでしょう。サタンは長きにわたり地球を支配してきました。政府、宗教指導者、そして高位の人物たちもサタンの影響を受けています。戦争、破壊、死、不正、憎しみ、不道徳な性行為、偶像崇拝、嫉妬、そして虚偽はすべてサタンの仕業です。神はもう我慢の限界です。あなたの注意を引こうと試みましたが、無駄でした。
       
      イエスは私たちを目覚めさせるために必要なことをする
       
      彼が時間内に私たちを目覚めさせなければ、私たちの魂はデフォルトで悪魔のものになってしまうからです
       
      。
       
      物事はまもなく変化します。その時、このメッセージとそれがあなたの魂に及ぼす影響を思い出してください。物事がこうあるべきだと考えるだけでは、天国に入るのに十分ではありません。地球上の一人ひとりは、神とは何か、そして「自分たちの神」が自分に何を期待しているかについて、それぞれ異なる概念を持っています。それは、私たち皆がそれぞれ異なる存在だからです。世界中のあらゆる信仰のために、何百万冊もの異なる聖書が必要になるでしょう。聖書を見てください。ほとんどの人は聖書の特定の部分を無視し、時代遅れだと言って、自分の都合に合わせて改変しています。しかし、これは私たちの創造主が私たちに期待していることではありません。創造主は、ご自身のルールブックである聖書（旧約聖書と新約聖書）を使うようにと強く求めています。イエス（新約聖書の始まり）が来られたとき、イエスは私たち全員のための犠牲であったため、動物の犠牲を過去のものにしました。
       
    

    
       
    

    
      神はあなたの創造主であり、あなたを深く愛していることを忘れないでください。神の王国に加わりたいなら、神のルールをしっかり理解してください。状況が悪化した時は、必ず
       
      服用しないでください
       
       
       
      マーク
       
       
       
      手、額、あるいはタトゥーに刻まれているのは、獣の刻印です。この刻印を受けると、あなたはサタンに縛られます。RFIDチップを埋め込むよりも、キリストのために死ぬ方がましです（黙示録13:16-17、14:9-10、16:2、19:20）。
       
    

    
       
    

    
      黙示録 22:14
       
      彼の戒めを守る人々は幸いである。彼らは命の木の実を得る権利を持ち、門を通って都に入ることができる。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      その他の事実と情報 (9)
       
    

    
       
    

    
      イエス・キリストは、ヤシュア、ヤー、イェシュアという名前で知られており、他の多くの名前でも知られています。
       
    

    
      ヤシュアという名前の定義
       
      - 救う、救う、解放する。ヘブライ語/アラム語ではイェシュア
       
    

    
      ヤハウェ（父なる神）の集会は、メシアの名前の定義はマタイ伝 1 章 21 節にあると信じています。「彼はその民をその罪から救うからである。」
       
    

    
       
       
    

    
      宇宙の創造主である父なる神
       
    

    
      これは、イスラエルの民族神の名前の一つで、
       
      ヘブライ語
       
      聖書。
       
      ヤハウェ
       
      は
       
      発音
       
      最も広く受け入れられているYHWHの翻字の
       
      ヘブライ語
       
      学者たちは、別の音訳ではYHVHはヤフベと発音すると述べています。
       
    

    
       
    

    
      なぜ人々は未来の出来事を夢やビジョンで見るのでしょうか?
       
    

    
      使徒行伝 2:17
       
       
       
      そしてそれは
       
      最後の日々
       
      神は言う、「私は
       
      私の霊を注ぎ出す
       
      すべての肉なるものの上に、そして
       
      あなたの息子と娘は預言するであろう
       
      、 そして 
       
      あなたの若者たちは幻を見るでしょう
       
      、そしてあなたの
       
      老人は夢を見る
       
      。
       
    

    
       
    

    
      新生クリスチャン ― 神が期待するもの
       
    

    
      キリストに人生を捧げること。家族、友人、その他時間のかかるものよりも、神を人生の最優先事項とすること。聖書とそこに記されたすべての規則に従うこと。自分が何をしているのか理解できる年齢に達したら、全身浸礼による洗礼を受けること。幼児洗礼は新生とはみなされません。新生を実践する人なら誰でも、父と子と聖霊（聖霊）の御名によって洗礼を施すことができます。
       
    

    
       
    

    
      アイドルと避けるべきもの
       
    

    
      あらゆる偶像崇拝から遠ざかってください。これは、霊能者、魔術、オカルト、反キリストの象徴、ヨガ（ヨガのポーズは様々なヒンドゥー教の神々への祈りです）、過剰な愛（テレビ、ゲーム、電話など、時間を独占するものすべて）、金銭への執着、スポーツイベントや祈る像、飲酒、喫煙、娯楽や性的不道徳のための薬物摂取などを意味します。あなたの識別力や霊的意識、成長を阻害するものには注意してください。世を愛してはなりません。もしあなたが世を愛するなら、あなたは父なる神を愛していないからです。
       
    

    
      ヨハネ第一 2:15 欽定訳
       
    

    
      15
       
      世を愛してはいけません。また、世にあるものも愛してはいけません。もし世を愛する者がいれば、父の愛はその人のうちにありません。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印-MOTB-知っておくべきこと（10）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
      !
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      獣の刻印とは、皆さんがこれまでずっと耳にしてきたことでしょう。この刻印はおそらくRFID（無線周波数識別装置）チップで、米粒ほどの大きさです。聖書によれば、額か右手に刻印が押されるとされています。当初は推奨されるものの、義務ではないと説明されます。その後、この刻印は義務化されます。この装置なしでは、誰も売買ができなくなります。最終的には、タトゥーが刻印を受ける代替手段となるでしょう。このチップ／タトゥーには、体内の化学変化を引き起こす化学物質やナノ粒子が含まれています。聖書はまた、いかなる刻印も体に刻み込んだり、タトゥーを入れたりすることに対しても警告しています。
       
    

    
       
    

    
      政府が何かを義務付けるときはいつでも、
       
       
       
      危険信号を上げる
       
    

    
       
    

    
      彼らは医療情報で「役に立つ」と言うだろう、
       
       
       
      銀行業務、購入、販売、フードスタンプ、旅行などには身分証明書は必要ありません。
       
    

    
      RFID／ベリチップ（クレジットカードに使われているチップに似たもの）は、サタンへの誓約です。もしあなたが大患難時代に地球に残されたなら、いかなる状況下でもこのチップを受け取ってはなりません。
       
    

    
      黙示録13:16-18
       
    

    
      16
       
      そして、神は、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由な者にも、奴隷にも、すべての者に、その右の手か額に刻印を受けさせます。
       
      17
       
      そして、その刻印、すなわち、獣の名、もしくはその名の数字を持つ者以外は、だれも買うことも売ることもできないようにした。
       
      18
       
      ここに知恵がある。思慮のある者は、獣の数字を数えよ。それは人間を数える数字である。その数字は六百六十六である。
       
    

    
      黙示録 14:9-11 欽定訳
       
    

    
      9
       
      第三の御使も彼らに続いて、大声で言った。「もし獣とその像を拝み、額や手に刻印を受ける者がいれば、
       
      10
       
      彼らは神の怒りの杯に混ぜ物なしで注がれた神の怒りのぶどう酒を飲むであろう。そして聖なる天使たちと小羊の前で火と硫黄で苦しめられるであろう。
       
      11
       
      彼らの苦しみの煙は、永遠に立ち上る。獣とその像を拝む者、また、だれでもその名の刻印を受ける者は、昼も夜も休むことがない。
       
    

    
       
    

    
      この獣の刻印を受け入れるなら、なぜこの警告を捨ててしまったのかと永遠に問い続けることになるでしょう。パソコンにダウンロードして、後でもう一度読んでください。
       
    

    
       
    

    
      この時点でほとんどの人はこう言うでしょう。「まあ、私は誰にも何も挿入させません。」
       
    

    
      しかし、食料や水、商品の購入、社会保障基金、雇用などすべてがこの身分証明手段を持つことに結びついたらどうなるでしょうか?
       
      その時あなたは持ちこたえられるでしょうか？
       
       
       
      あなたの決断は簡単なものではないでしょう。
       
    

    
       
       
    

    
      おかしいように聞こえるかもしれないが、
       
      これはあなたの魂のための霊的な戦いです
       
      。
       
      天国と地獄、神とサタンが存在します。あなたはサタンの刻印、例えば獣の刻印を受けますか、それともそれを拒否し、反キリストに屈服しませんか? この身分証明書を拒否すれば、命を失うことになるかもしれません。しかし、イエスに忠実であり続けることで天国に入れます。刻印を受ければ地獄に落ちます。脅迫のように聞こえませんか? では、ゲームのルールを教えずに、あなたが信じたいものを信じさせて、説明書なしでどれだけうまくやれるか見てみましょう。ちなみに、これはあなたが受け取る唯一の説明書になるかもしれません。私はそれを保存し、フラッシュドライブに保存し、投稿し、ソーシャルメディアに投稿し、コピーして、あなたが気にかけているすべての人にメールしてください。答えを求めているのは、あなただけではありません。
       
    

    
       
    

    
      この情報はダウンロード可能ですが、変更はできません。パブリックドメインであり、無料で利用できるように作成されています。この情報をサーバー上に公開したり、無料で利用できるようにしてくれたりした方には、寄付をして感謝の気持ちを表すのも良いでしょう。
       
    

    
       
    

    
      マイクロチップの開発に携わった初期の科学者の一人は、リチウムが破損または粉砕された場合の体内への影響について調査が不十分だったため、このRFIDチップの製造を中止させようとしました。最終的に、ある化学者によって、体内でRFIDチップが破損した場合、腫れ物のような傷は治癒しないことが確認されました。
       
    

    
      黙示録 16:2 欽定訳
       
    

    
      2
       
      そして、第一の者は出て行って、その鉢の中身を地に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々に、ひどい腫れ物ができた。
       
    

    
      黙示録 16:11 欽定訳
       
    

    
      11
       
      そして、その苦痛と腫れ物のために天の神を冒涜し、その行いを悔い改めなかった。
       
    

    
       
    

    
      ほとんどの人が体内にチップを埋め込むことなど受け入れないと言います。しかし、銀行を利用するのもマルク経由しかないとしたらどうしますか？売買もマルク経由しかできません。社会保障を受けるのもマルクを手に入れるしかないとしたらどうしますか？現金はなくなり、すべてが電子化されます。ここに問題がお分かりですか？
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      聖書はこう言っています：獣の刻印とその結果（11）
       
    

    
       
    

    
      黙示録13:16
       
      そして、神は、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由な者にも、奴隷にも、すべての者に、その右の手か額に刻印を受けさせます。
       
    

    
      黙示録13:17
       
      そして、その刻印、すなわち、獣の名、もしくはその名の数字を持つ者以外は、だれも買うことも売ることもできないようにした。
       
    

    
      黙示録14:9
       
      第三の御使も彼らに続いて、大声で言った。「獣とその像を拝み、額や手に刻印を受ける者は、
       
    

    
      黙示録14:10
       
      彼らは神の怒りの杯に混ぜ物なしで注がれた神の怒りのぶどう酒を飲むであろう。そして聖なる天使たちと小羊の前で火と硫黄で苦しめられるであろう。
       
    

    
      黙示録16:2
       
      そして最初の者が出て行って、その鉢を地面に注ぎました。すると、その印のある人々に、ひどくひどい腫れ物ができました。
       
    

    
      獣とその像を拝む者たちに臨んだ。
       
    

    
      黙示録19:20
       
      そして、獣は捕らえられ、獣の前で奇跡を行い、獣の刻印を受けた者たちと、その像を拝む者たちを惑わした偽預言者も、共に捕らえられました。そして、この二人は生きたまま、硫黄の燃える火の池に投げ込まれました。
       
    

    
         
      
        [image: Macintosh HD:Users:lynluzwick:Desktop:Unknown-3.jpeg]
      
    

    
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印の詩、サタンは言う、「読むな！」 – LynL著（12）
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印は街のニュースになった
       
    

    
      RFIDチップは間違いなく私たちを「ヒップ」にするだろう
       
    

    
      右手や額、タトゥーや注射
       
    

    
      選ばれた指導者たちのせいで人生はこんなにもシンプルになった
       
    

    
       
    

    
      旅行や食事に身分証明書は不要
       
    

    
      ウォール街で売買するのに身分証明書は不要だった
       
    

    
      馬鹿げた身分証明書なしで現れる
       
    

    
      今、私たちは新世界の法令に縛られている
       
    

    
       
    

    
      猛禽類、ダークエンジェルの群れ
       
    

    
      「今日マークを手に入れろ」と彼らは言うだろう
       
    

    
      虐殺に向かっているのに、なぜ私たちは驚いたのか？
       
    

    
      獣の刻印はサタンの最大の嘘だった
       
    

    
       
    

    
      チップは任意から義務化へ
       
    

    
      アレイに埋め込まれた6-6-6
       
    

    
      賢い者が逃げ出す
       
    

    
      彼らは都市から逃げた、これらの恐ろしい神々から
       
    

    
       
    

    
      黙示録13章：16は彼の命令であった
       
    

    
      終末の時は獣が君と私の手に現れるだろう
       
    

    
      マークがあれば、私たちはサタンの勝利となるだろう
       
    

    
      それを拒否すれば天国が私たちの運命となる
       
    

    
       
    

    
      イエスは私たちの愛と悔い改めを望んでいた
       
    

    
      神は宇宙を創造した
       
    

    
      個人の独立を認める
       
    

    
      神への愛は神のルールに従うことで示されます
       
    

    
      そして、私たちは愚か者に影響されなくなるかもしれない
       
    

    
       
    

    
      イエスは私たちに選択を与えるために死んだ
       
    

    
      プロットする際の目的地は2つだけ
       
    

    
      あなたのコース
       
    

    
      あまりにもひどくなる前に心から悔い改めなさい
       
    

    
      イエスは私たちを愛し、私たちの運命を守りたいと願っておられる
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      世界の終わり - 地獄の予告編（13）
       
    

    
       
    

    
      あなたは今、生と死の岐路に立っています。神はいない、天国に行くより友達と地獄にいる方がましだ、と言っているかもしれません。それはあなたの選択です。しかし、まず一つ知っておくべきことがあります。
       
    

    
       
    

    
      地獄とは、私たちが決して神に会うことも、神と一緒にいることもできないという認識である、と考えたことがありますか?
       
    

    
      光、つまり神の王国は、愛に満ち、優しく、美しく、心地よく、興味深く、天国のようなものです。
       
    

    
       
    

    
      悪魔があなたを騙した
       
      地獄がずっと続くパーティーだなんて。楽しみとセックスと酒。もしそんなに簡単だったら、多くの人がその選択肢を選んだだろう。だが、現実は違う。かつて私は地獄を訪れる機会があった。説教したくなるような場所ではない。しかし、あなたが教えられていないのは、
       
      地獄は拷問、憂鬱、孤独、絶望、悲しみ、そして絶望の場所であり…決して終わりがありません。
       
      パーティーも友達もセックスもない。逃げ場もない。それに、酒なんてとっくの昔に枯渇している。
       
      エスカレーターを降りたらご褒美がもらえると本当に思ってたの？
       
      だから、本当にコミットしたくない
       
      ? 天国か地獄かを選択しないことで、あなたは自動的に、デフォルトで地獄を選択したことになります。
       
    

    
       
    

    
      これは永遠に続くように思えるだろうか…？ では、地獄は…続くのだろうか？ サタンと堕天使たちがいれば、私たちは何もする必要はない。しかし、死と永遠の代償を払うことになる。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      私たちは何者になったのか？（14）
       
    

    
       
    

    
      神の子である私たちは、互いに愛し合うべきでした。愛は多くの問題を克服します。隣人を助け、ホームレスを助け、時間を捧げ、落ち込んでいる人に話しかける。それは、あなたが他の人間に対して抱いている愛の表れです。私たちは皆、神の似姿に造られました。この愛はどこへ行ってしまったのでしょうか。多くの人が親戚や友人、同僚を騙します。約束をしても、都合が悪ければ守ろうとしない人がほとんどです。私たち一人ひとりに植え付けられるべき人間性は、一体どこへ行ってしまったのでしょうか。
       
    

    
       
       
    

    
      愛は思いやり、他者を助けるために身を捧げること、そして困っている人に最後のパンを分け与えることを通して示されます。私たちの住居は大きくなり、車は高価になり、他者への愛は人生の雑踏の中で忘れ去られています。なぜでしょうか？私たちは、受け取るよりも与える方が良いと教えられていなかったでしょうか？私たちが他者のためにしたことは、イエスのためにも行われたと教えられていなかったでしょうか？私たちは、すべてが私たち自身や、私たちが必要とし、望んでいることだけではないということを忘れてしまっているのでしょうか？
       
    

    
       
       
    

    
      神は、社会とその民が優先順位を置いている現状に満足していない。他者への愛と思いやりの欠如に、神は悲しんでいる。隣の人よりも自分を愛することなど、地球上で生きる目的ではなかった。私たちは本来、自分自身を捧げ、困っている人に与え、虐げられている人を思いやるべきだ。しかし、どこかでこの考えは失われてしまった。社会は「私、私、私」という存在になってしまった。これは、私たちの主であり救い主である神の鼻腔に漂う腐敗臭だ。方向転換し、これまでの自分を変えなさい。あなたの永遠が危ういかもしれない。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      ゲームの説明書、ルールを教えよう（15）
       
    

    
       
       
    

    
      現実は見た目通りではありません。
       
    

    
      ほとんどのことは学校で教わったことと正反対です。
       
    

    
      天国があり、地獄がある。
       
    

    
      神がおり、そして悪魔が存在します。
       
    

    
      あなたの魂をめぐる争いがあります。神はあなたを愛し、地獄から救いたいと願っています。一方、サタンはあなたを憎み、地獄に落としたいと願っています。
       
    

    
      地獄のパーティーは悪魔が主催しており、あなたはビュッフェです。
       
    

    
      RFIDチップを身分証明や売買に利用すると、あなたは悪魔の獲物となり、永遠に地獄に落ちてしまうでしょう。
       
    

    
      人々が消え去るなら、それは「携挙」されたということです。もしあなたが取り残されるなら、それはあなたが神にあまり忠実に従っていなかった、あるいは全く従わなかったことを意味します。しかし、希望が完全に失われたわけではありません。神、つまりイエスに従い、獣を崇拝したり、イエスの名を否定したり、刻印を受けたりしなければ、あなたはまだ天国に行くことができます。もしあなたがイエス・キリストのために斬首されたなら、あなたは艱難時代の聖徒となり、天国に行くでしょう。
       
    

    
      反キリストは神のふりをして地球に現れるでしょう。これは悪魔のもう一つの嘘です。悪魔の得意技です！イエスは現時点では地球にいません。サタンは何千年もの間地球を支配してきました。反キリストはすべての答えを知っているかのように見せかけ、魅力的で、多くの人を騙すような策略を駆使するでしょう。そして、自分は神だと主張するでしょう！
       
    

    
      創造主は唯一、神は唯一です。これが「聖書」の神です。神の御子はイエスであり、私たちが地獄から救われるよう、十字架上で死んでくださいました。天国に行くためには、イエスを信じなければなりません。私たちは皆罪人であり（ローマ人への手紙3章23節）、悔い改めなければなりません。
       
    

    
      イエス・キリストに近づけば近づくほど、イエスはあなたに近づいてくれます。イエスへの信仰は、この地上を徘徊する悪魔たちに打ち勝つ力を与えてくれます。神は備えてくださいます。天国に辿り着くためには、近い将来、信仰を示す必要があります。さあ、ゲームを始めましょう。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
      サタンは言う:
       
    

    
      天国と地獄は現実ではない
       
    

    
      悪魔は存在しない
       
    

    
      私たちには悔い改める必要など何もない
       
    

    
      もし私たちが善良な人間であるならば、他に何もする必要はない
       
    

    
      私たちは皆、知的な人間であり、「おとぎ話の神」を信じているなんて、なんて愚かなことでしょう
       
    

    
      「スピリチュアルな人」であることは素晴らしいことです。誰であっても
       
    

    
      祈るのです。私たちはただ自分自身を信じるべきです。あとは悟りが開けるでしょう！
       
    

    
      聖書は人間によって書かれた本であり、神の霊感を受けた言葉や実際の神の言葉ではない。
       
    

    
      誰とでも、いつでも、どんな性別でも、寝るのはOKです。教皇でさえ、それは問題ないと言っています。
       
    

    
      たとえ神が存在するとしても、神は私たちを神の王国に入れるほど親切であり、神への信仰や、神が私たちの救いのために大きな代償を払ったという信仰がなくても私たちを神の王国に入れるほど親切である。
       
    

    
      私たちはこの宇宙において、どんな決断も結果や波紋、深刻な後遺症を伴わずに下せるほど重要な存在です。
       
    

    
      結婚していないパートナーと寝るのはOK。なんと20歳だ
       
      番目
       
       世紀
       
    

    
      もし他人があなたの宗教を信じないなら、あなたの宗教の名の下に他人を殺しても構いません。
       
    

    
      教皇の言うことを聞いてください。彼は神と個人的な関係を持つことは危険だと言っています。
       
    

    
      喫煙、飲酒、食べ過ぎは私たちに与えられた権利である
       
    

    
      一度救われたら、永遠に救われる。素晴らしい！
       
    

    
      政府があなたの安全、安心、そして利便性のために、あなたの手や額に彫りたい小さな装置やタトゥーなど気に留めないでください。何の意味もありません。ただ、新しい政府と資金のための形式的な手続きに過ぎません。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      あなたは信じていた…（16）
       
    

    
       
    

    
      地獄は神話だ、馬鹿げている
    

    
      テレビやニュース局はニュースを全て伝えた
    

    
      銀河のどこかにエイリアンがいるかもしれないが、ここにはいない
    

    
      イエスは存在したが、十字架上で死んだときにあなたの罪を取り除いてくれたイエスに感謝する必要を感じたことは一度もなかった。
    

    
      聖書は人間によって書かれた本であり、それほど価値があるはずがありません。
    

    
      10 戒律は従うほど重要ではなく、少なくとも 5 戒律を暗記するほどでもありませんでした。
    

    
      悪魔は劇場のスクリーンに登場し、娯楽として存在していました。
    

    
      善人であることはイエスにとって十分であるべきだ
    

    
      聖書は、何の影響も受けずに、個人の信念や好みに合わせて改変できるということ。
    

    
      私たちの政府は国民に敵対するのではなく、国民のために働いていた
    

    
      状況が悪化すると、警察、911、病院が私たちを救ってくれるでしょう
    

    
      すべての検索エンジンは同等の検索結果を提供するように作られている、と。ところが、あなたのお気に入りの検索エンジンは、エリート層があなたに見せたくない、あるいは知られたくない検索結果のほとんどを隠しているのです。両方の意見を含むすべての検索結果が欲しいなら、Yandex.com を試してみてください。
    

    
       
    

    
      信じるべきだった…
       
    

    
       
       
    

    
      あなたは自分が思っていたほど賢くなかった。サタンは偽情報、半ば嘘、そして欺瞞の達人だ。何千年もの間存在していることが、サタンに大きな優位性を与えている。
       
    

    
      神を信じ、イエスは神の唯一の子であり、肉体を持って地上に来た
       
    

    
      隣人を自分自身のように愛することは、神の国に入るための必須条件でした。あなたが他人の罪を許せないのに、なぜ神はあなたの罪を許すのでしょうか？
       
    

    
      獣の刻印は、私たちが終末の時代にいることを示す大きなヒントであり、この刻印を受ければ、永遠に運命が決まるということです。
       
    

    
      選択肢は2つしかない。1. 天国か、2. 地獄か
       
    

    
      神は存在し、あなたが聖書に記された神の規則に従うことを期待しています。
       
    

    
      人生は単なるパーティーではありません。創造主に近づくための学びの場なのです。
       
    

    
      天国が存在する可能性があるなら、地獄が存在する可能性がない理由はないだろう。
       
    

    
      自分が死ぬと信じて、存在しなくなるからといって、それが正しいとは限らない。今のところ、あなたの打率は模範的とは程遠い。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
       
       
    

    
       
       
      伝えたいことがあるのに…（17）
       
    

    
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      これまであなたが犯した過ちはすべて許します
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      私を信じるなら、私はあなたに恵みと慈悲を与えます
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      あなたが想像する以上にあなたを愛しています
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      私を信じるのはまだ遅くない
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      私が唯一の真の神であるということ
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      わたしはあなたの主であり救い主である
       
    

    
      あなたに伝えたい
       
    

    
      私は長い間、あなたの救いを願うことしかできません
       
    

    
      今こそあなたの救いのために働く時です
       
    

    
      それがあなたに伝えたいことです！
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      無神論者または不可知論者（18）
       
    

    
       
    

    
      もしあなたが無神論者、不可知論者、あるいは信仰心が定まっていないなら、あなたはすでに自分が自分で考えていると思い込まされているはずです。サタンの仕事は、人々を欺き、嘘をつき、偽り、自分が信じさせたいものを信じ込ませることです。
       
    

    
       
    

    
      聖書は読者を誤導する目的で編集され、一部が削除され、物議を醸す箇所（例えばエノク書）は完全に排除されてきました。もし私たちが聖書とその歴史の全体像を理解していれば、なぜ私たちがこの惑星に存在し、なぜ創造されたのかが分かるでしょう。天国と地獄の両方があることも知っているでしょう。もしあなたが唯一の真の神を信じないなら、サタンがあなたの魂を支配します。これほど多くの異なる宗教が存在することから、「真の神とは誰なのか」と問う人もいるかもしれません。聖書は最も長い歴史を持つものであり、サタンは私たちの存在の現実（そしてサタンの存在）を説明する宗教を必ずや潰そうとするでしょう。その宗教とはキリスト教です。だからこそ、世界中で、そして歴史を通して、キリスト教徒は他のどの宗教よりも迫害されてきたのです。サタンはこの宗教が成長することを望んでいません。サタンは、人々に自分の存在を知らせる信仰を排除することに力を注ぐでしょう。
       
    

    
       
    

    
      宇宙と万物の創造主である神は、その創造物を「子」である私たちと共有したいと願われました。神は私たち一人ひとりを、相互作用する現実の一部となるように創造されました。しかし、神は憎しみのない愛、悪のない善を不可能にされました。神は、子らが自由意志を持ち、神に従うことを自由に選択できるように望まれました。神は、神の王国のために、子らが従うべき律法（規則と戒律）を創造されました。神へと至る道を選択しない者は皆、自動的にサタンに属することになります。
       
    

    
       
    

    
      ですから、アダムとイブがエデンの園にいた頃、果実が食べられたことで悪と罪が蔓延しました。その時点で、全人類は罪の中に生まれたのです。だからこそ、私たちは悔い改めて赦しを求めなければならないのです。神の子たちの中には、存在しない道を作り出した者がいます。誰にも惑わされてはいけません。道は二つしかありません。人生で選ぶ道は、天国へ向かうか、地獄へ向かうかのどちらかです。死後、永遠の眠りがあると信じている人もいますが、それは真実ではありません。目覚めなければ、その責任を負わなければならず、誰も責めることができません。地獄での永遠は長い時間です。
       
    

    
       
    

    
      あなたは無神論者、不可知論者、あるいは聖書を部分的にしか信じていないという選択をすることができます。しかし、神の戒律に従わず、隣人を自分自身のように愛さず、他者を許さない人は、必然的に地獄に落ちます。あなたは信じないという誇り高い選択をしたと思っているかもしれませんが、その選択は敵の助けによってあなたのためになされたのです。地獄では、あなたの誇りは何の役にも立ちません。
       
    

    
       
    

    
      世界は私たちが思い描いていたものとは全く違います。あなたの魂は、時の始まりから続く天の戦い（あるいはそれほど天の戦いではない戦い）に身を投じてきました。あなたは自分が賢い人間だと思っているかもしれませんが、悪魔には到底敵いません！
       
    

    
       
    

    
      地獄は人間のために作られたのではなく、「堕天使」のために作られたのです。神は、闇の道に従って地獄へ行くことを選んだ魂を深く悲しんでおられます。地獄は紛れもなく現実であり、イエスと、イエスが私たちの自由のために払われた代価を故意に軽蔑する者たちへの永遠の裁きなのです。
       
    

    
       
    

    
      もしあなたが宇宙とそこに存在するすべての魂を創造したのなら、敬意を払い、戒律が守られることを願わないでしょうか？ 望むことを何でもして、その過程で代償を払わずに済むとどうして思うのでしょうか？ 代償とは、あなたの敬意、あなたの信念、そして互いへの愛です。あなたはきっと、この世界がどれほどひどいか、そしてすべての人々が善良で正直であり、弱肉強食ではない場所であってほしいと、何度も嘆いたことがあるでしょう。しかし、天国ではそれが現実です。神は、純粋で清く、汚れのないものを、神の王国に決して受け入れません。あなたは心から悔い改め、神の許しを請う必要があります。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      あなたの「持ち物」があなたを救ってくれるわけではない（19）
       
    

    
       
    

    
      高度な学位は役に立たない
       
    

    
      洪水や地震の時には、高級車はどこにも行けないだろう
       
    

    
      401Kは、使う機会さえないうちに没収されてしまう
       
    

    
      あなたの美しい家は、他の貴重な「物」とともに消え去るでしょう
       
    

    
      航空会社のマイルは消え、誰も文句を言う人はいなくなる
       
    

    
      一生待ち望んだ退職は決して実現しない
       
    

    
      人生でずっと待ち望んでいた社会保障の小切手が、そこにありません。どうしたの？
       
    

    
      子どものために貯めた大学資金は、紙に書かれた数字に過ぎない
       
    

    
      コミュニティ内でのあなたの地位は、これから起こることからあなたを救うことはできない
       
    

    
      誰もが尊敬するあなたの仕事は、それに伴う給料とともに失われるでしょう
       
    

    
      お気に入りの本をトイレットペーパー代わりに使わなければならないかもしれない
       
    

    
      あなたの健康管理は、あなたが衰弱していくにつれて、廊下の病院のベッドを与えるかもしれない
       
    

    
      宝石、金、銀は徒歩で運ぶには大きすぎるでしょう
       
    

    
       
    

    
      権力者たちが、別の目的のために、あなたたちの「世界についての知識」を形成してきました。彼らは私たちに何を知ってほしいと思っているのでしょうか？そして、私たちはどんな嘘を真実だと思っているのでしょうか？
       
    

    
      破滅が始まれば、霊能者、偶像崇拝者、他の宗教は答えを与えてくれないでしょう。あなたはこれまで以上に多くの疑問を抱くでしょう。地球上で私たちが大切だと思っていたもの、例えばお金、名声、尊敬、権力、知識といったものが、真に大切なもの、例えば愛、正義、誠実さ、優しさ、人助け、そしてイエス・キリストへの信仰に置き換えられるべきだったというのは興味深いことです。魂を救おうとする街頭説教師よりも自分の方が知っているというあなたの姿勢は、日々薄れ、ついには彼らの知識こそがあなたが求めるものとなるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      まだ気づいていないなら、タイタニック号でくつろいでいてはいけない。この船は乗員と共に沈没するのだ。タイタニック号は地球であり、そこに住むのはサタンに騙された救われない魂たちなのだ。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      エノク ―聖書の失われた部分―（20）
       
    

    
       
       
    

    
      私たち全員が問うべき問題は、エノク書は真実なのかということです。ローマ・カトリック教会は、初期の多くの教会が広く支持し、エノク書を支持していたにもかかわらず、西暦500年頃に聖書からエノク書を削除しました。それ以前の聖書のほとんどは焼却され、処分されました。聖書の中でも重要かつ崇敬されるべき部分が、なぜこれほどまでに精査されたのか、推測するしかありません。
       
    

    
       
    

    
      エノク書（第一エノク書 1章1節）は、邪悪で不敬虔な人々がすべて排除される、艱難の日に生きる、選ばれた義人に向けて書かれています。もしそうなら、エノク書は私たちにも向けられていると言えるでしょうか？聖書のこの部分が正典（承認の印）に挙げられるかどうかに関わらず、私たちは注意を払う必要があります。私たちに関係するものは、何一つ拒絶してはいけません。ユダヤ人がエノク書を拒絶したのは、イエス・キリストの到来を預言していたからかもしれません。また、エノク書には「堕天使」と、天使の3分の1が女性と交わるために地上に降りてきたことについても記されています。創造された種族は「ネフィリム」でした。人類のDNAは今や危険にさらされており、神はノアの時代に、世界に浸透していたすべての腐敗を取り除くために洪水を起こしました。
       
    

    
       
    

    
      人間は人間に過ぎません。聖書が出版にふさわしいかどうかは、人間が裁判官や陪審員となることで判断できます。人が聖書の一部を拒絶したり、自分の好みに合わないと感じたりすれば、聖書の完全かつ全体的な意味が損なわれます。この重要な章は、聖書が語る意味に光を当てています。
       
      創世記6:1-4
       
      …そして、人が地のおもてに増え始め、娘たちが彼らに生まれたとき、2 神の子たちは人の娘たちが美しいのを見て、自分たちの選ぶままに妻をめとった。3 主は言われた。「わたしの霊は、いつまでも人の中にとどまっていることはできない。人も肉だからである。しかし、人の年は百二十年であろう。4 そのころ、地上には巨人がいた。その後にも、神の子たちが人の娘たちのところに来て、彼女たちに子供（ネフィリム）を産むと、彼らは昔の勇士、名高い人々（巨人）となった。
       
    

    
       
    

    
      ユダ書では、エノクについて言及している次の節で、削除されたエノク書と結びついています。
       
    

    
       
    

    
      ユダ1:14-15 14
       
       そして
       
      エノク
       
      また、アダムから七代目であるエノクは、これらのことについて預言してこう言いました。「見よ、主はその一万人の聖徒たちを率いて来る。15 すべての人に裁きを下し、彼らの中にいる不敬虔な者すべてに、彼らが不敬虔に犯したすべての不敬虔な行いと、不敬虔な罪人たちが主に対して語ったすべての厳しい言葉を明らかにするために来る。」（エノク1:1）
       
    

    
       
    

    
      エノク書が非メシアニック・ユダヤ人に拒絶され、正典に認められなかったのも無理はありません。イエス・キリストを拒絶した彼らは、イエスの来臨よりずっと前に、イエスについてこれほど大胆に証言していた聖書を決して受け入れることはできなかったでしょう。エノク書は、おそらく人間の手によって書かれた最初の書物であり、人の子の揺るぎない主権を宣言し、世の終わりにおける千年王国の統治を明快に預言しています。イエス自身の言葉、そして他のすべての既知の写本以前の使徒たちの教えに従って、エノク書は、来るべきメシアを「油そそがれた者（キリスト）」、「義なる者」、「選ばれた者」、「人の子」と呼んでいます。「人の子」という言葉は明確な称号であり、説明的なものではありません。イエス・キリストは「人の子」を最も頻繁にご自身を指す際に用いました。イエスはご自身を指す際にこの称号を80回以上用いています。
       
    

    
       
    

    
      「エノクの書」がそのまま残され、決して否定されなかったならば、次のことが真実であると結論付けることができます。
       
    

    
      エノク書で予言されているように、ユダヤ教ではイエス・キリストは救世主として知られています。
       
    

    
      イエス・キリストは神の子である
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      癒し、悪魔、そして束縛霊（21）
       
    

    
       
    

    
      ヒーリング：その方法
       
    

    
      癒しはイエスの御名によって行われます。たとえ人がイエスの御名によって癒しを主張していても、その癒しの責任を負っているのはイエスです。イエスがいなければ、癒しは起こりません。私は人々のために祈り、主が彼らを癒すのを見てきました。そして、あなたが主の力強い御名を信じて祈るなら、主は必ず癒してくださると信じています。その人の病状について尋ねてください。そして、その部分の癒しを祈ってください。イエスの傷によって、私たちは癒されるのです（これは、私たちの罪のために鞭打たれたイエスのことです）。
       
    

    
      例えば：
       
      イエスの御名によって、あなたにトラウマ、痛み、炎症を引き起こしている霊たちを叱責します。これらの部分とあなたの健康が、イエスの御名によって正常に戻るよう命じます。敵のあらゆる任務を縛り、打ち砕き、取り消し、あなたを本来の居場所である深淵へと送り返します。イエスの御名によって。癒しを行うのは言葉を発する人ではなく、あなたを通して働くイエスであることを忘れないでください。あなたはただの導管です。イエスの力と御名には、計り知れない力があります。
       
    

    
       
    

    
      悪魔
       
    

    
      悪魔は、法的に憑依されているか、あるいは同意によってそこにいるのです。彼らを糾弾し、イエスの御名によって自由を求めるのは、あなた次第です。
       
      こう言う人もいるかもしれない。
       
      私は心からこれらの悪魔の力から解放されたいと願っています。イエスの御名によって、サタン、悪魔、そして悪霊を拒絶します。イエスの御名によって、悪魔のあらゆる法的権利を無効にし、それらを取り除きます。
       
    

    
      全能の天の父よ。イエス様に感謝します。イエス様は私の救い主であり、心から感謝しています。あなたが私を赦してくださったので、私も他の人を赦すことを選びます。私を傷つけ、嘘をつき、失望させたすべての人を赦します。私は自分自身を完全に赦します。怒り、苦々しさ、憎しみ、反抗、恨み、復讐を悔い改めます。妬み、嫉妬、争い、情欲、魔術、偶像崇拝、恐れ、疑い、不信仰は過去のものとなります。私はすべてをイエス・キリストの血潮の下に置きます。私は先祖の罪を告発し、すべての世代にわたる呪いから離れます。私はすべての不浄な誓約、誓約、儀式を放棄し、罪として告白し、それらの呪いから離れます。私はすべての不浄な魂のつながりを告発し、罪として告白します。なぜなら、イエス様は私の救い主であり、主であり、解放者であり、癒し主だからです。私は自由になることを選び、そして今、自由になります。イエス・キリストの御名によって。アーメン
       
    

    
       
    

    
      悪霊を縛る
       
    

    
       
       
      イエスはあなたの主であり救い主であるため、あなたがイエスの血に覆われている場合にのみ行うべきです。これは言葉で告げるべきであり、悪霊を縛るには神のすべての規則に従うべきです。悪霊は神の国の規則を知らない者を攻撃する傾向があります。あなたはキリストの中におり、キリストがあなたの中にいなければなりません！
       
    

    
      主イエス・キリストの力強い御名によって、兄弟姉妹が挙げたり、口にしたり、兄弟姉妹と何らかの形で関わりを持つあらゆる悪魔の力を縛ります。復活した主イエス・キリストの権威のもとに、私はあなた方全員を呼びます。あなた方は彼らを傷つけたり、ここを去った後、他の誰かの所へ行ったりしてはなりません。いかなる方法でも、分裂、分割、増殖、断片化、複製したり、他の悪魔に任務を委ねたりしてはなりません。この悪魔の王国は完全に、そして徹底的に滅ぼされます。あらゆる損害、混乱、病気、疾患は、エホバ神の意図通りに、元の秩序に戻されなければなりません。イエス・キリストの御名によって、私は今、悪魔たちに階級を正すよう命じます。イエス・キリストの御名によって、あなた方の王冠、権威の記録、権利、特権、法的許可はすべて取り消されます。ためらうことなく、あなたの邪悪な王国、あなたの残滓をすべて拾い上げ、今すぐ、即座に、そして直接、深淵へと出てきなさい。イエス・キリストの御名によって命じます。アーメン
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
      詩篇91篇（守りの詩篇）（22）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      いと高き方の隠れ場に住む者
       
    

    
      全能者の陰に留まるであろう
       
    

    
      私は主について言う
       
    

    
      彼は私の避難所であり、私の要塞です
       
    

    
      私の神よ、私は彼を信頼します
       
    

    
      主は確かにあなたを鳥捕りの罠から救い出すであろう
       
    

    
      そして、悪臭を放つ疫病から
       
    

    
      彼はあなたを羽で覆うであろう
       
    

    
      そしてあなたは彼の翼の下に信頼するであろう。
       
    

    
      彼の真実はあなたの盾とバックラーとなる
       
    

    
      夜の恐怖を恐れるなかれ。
       
    

    
      昼に飛んでくる矢に対してもだ。
       
    

    
      暗闇の中を歩く疫病にも
       
    

    
      真昼に荒廃をもたらす破壊のためにも
       
    

    
      千人が汝の傍らに倒れるであろう
       
    

    
      そして一万人があなたの右手にいる。
       
    

    
      しかしそれはあなたには近づかないだろう
       
    

    
      汝の目でのみ見るべし
       
    

    
      悪人の報いを見よ
       
    

    
      あなたは主を私の避難所として造られたので、
       
    

    
      最も高きもの、汝の住まい。
       
    

    
      あなたに災いは降りかからない
       
    

    
      いかなる疫病も汝の住まいに近づくことはない
       
    

    
      神は御使いたちにあなたの上に命令を下すであろう。
       
    

    
      あなたの行く道すべてにおいてあなたを守るために
       
    

    
      彼らはあなたを支えるであろう、
       
    

    
      石に足をぶつけないように
       
    

    
      汝はライオンと毒蛇を踏みつけるであろう。
       
    

    
      若き獅子と竜を踏みにじるであろう
       
    

    
      主は私を愛して下さるから、
       
    

    
      それゆえ、私は彼を救うであろう
       
    

    
      わたしは彼を高く上げよう。彼はわたしの名を知っているからである。
       
    

    
      彼は私を呼び求め、私は彼に答える
       
    

    
      私は苦難の時に彼と共にいる。私は彼を信じ、彼を敬う。
       
    

    
      長寿で彼を満足させよう
       
    

    
      そして私の救いを彼に示しなさい
       
    

    
       
    

    
      自由選択と罪（23）
       
    

    
       
    

    
      神は万物を創造しました。なぜでしょうか？おそらく、神自身も非常に孤独だったのでしょう。神は愛であり、満たされるためには他者の愛が必要だったのでしょう。神がずっと望んでいたのは、私たちが神によって命を与えられ、神が私たちの父であることを認め、理解することだけでした。イエスが十字架の上で死ぬことで私たちを罪から救ってくださったのです。神は私たちとの関係を望んでおられます。私たち一人ひとりを大切に思っておられます。天使は最初に創造されましたが、人間は神の姿に似せて創造されました。
       
    

    
       
    

    
      神は私たちに自由選択を与えることが重要だと感じました。そのため、アダムにエデンの園にあるものは何でも食べてよいと告げました。ただし、知恵の木の​​実だけは例外です。ルシファーがイブに嘘をついたとき、アダムとイブは抵抗できませんでした。もちろん、子供が行儀よくしないと、必ず報いが伴います。その結果は、罪、つまりサタンへの忠誠でした。そして、これがアダムとイブ、そして彼らの子孫の行き着く先（地獄）となりました。地獄はもともと堕天使のために作られたものでしたが、私たちが罪を犯した後、不義な人間のために拡張されました。
       
    

    
       
    

    
      神は人類が自らの恵みによって救われる道を開くことを決意されました。神は、自らの愛を示すために、大きな犠牲を払う必要があると感じました。そこで、御子を地上に遣わし、完全な人間として私たちの罪のために死なせました。この愛によって、天国への道が開かれたのです。
       
    

    
      ここで神の恵みが現れる
       
    

    
      イエスが神の子であると信じる
       
    

    
      私たちの罪が赦されるために十字架で死んだと信じましょう
       
    

    
      3日後に復活したと信じる
       
    

    
      神の息子の聖なる血による救いという神の素晴らしい賜物を心から信じなさい。
       
    

    
      自分の罪を悔い改め、神の王国の一員となり、赦しを得られるよう求めなさい。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      同性愛、姦淫、嘘つき、そしてすべての罪。（24）
       
    

    
       
    

    
      なぜ同性愛は全く容認されるようになったのでしょうか？ ほんの30年前までは、ほとんどの同性愛者は未だにカミングアウトしていなかったのではないでしょうか？ サタンは、聖書で許されていないと知りながら、それを急速に受け入れるように仕向けてきたのでしょうか？ サタンは、聖書が時代遅れで古風な文献であり、更新が必要だと私たちに思わせるために、懸命に働きかけてきました。 サタンは嘘つきであり、これまでもずっと嘘つきでした。 彼の目的は、人々を惑わし、誤った情報を伝えることです。神が所有し、創造したものが何であれ、サタンはそれに匹敵するものを求め、その過程でそれを歪めて悪へと変えようとします。
       
    

    
       
       
    

    
      覚えておいてください
       
    

    
      ヘブル人への手紙 13:8
       
      それはこう言います：
       
    

    
      イエス・キリストは、昨日も、今日も、いつまでも同じです。9 いろいろな変わった教えに惑わされてはいけません。
       
    

    
       
       
    

    
      神は私たちが聖書をそのまま守ることを期待しておられます。神はノアの時代やソドムとゴモラの時代について例外を設けませんでした。同性愛は当時も今も受け入れられていません。これは神が同性愛者を愛していないという意味ではありません。神は同性愛を、嘘、不正、許しのなさなどと同じように罪とみなしているだけです。それは人が背を向け、悔い改めなければならない罪なのです。
       
    

    
       
    

    
      この点について議論したい人もいるかもしれない。議論するには遅すぎる。言い争うには遅すぎる。もしあなたがどんな罪を犯し続けたいのなら、それはあなたの権利だ。しかし、神は神の戒めを全て守る、心の清い者だけを天国に入れるということを忘れてはならない。私が間違っているという可能性を冒しても構わないだろうか？聖書にはすべての答えがある。ここで問題になっているのは私ではなく、神がその子供たちに何を望んでいるのかというあなたの信念なのだ。
       
    

    
       
    

    
      神は何年も前に、子供たちに何を望むかを書き留めました。聖書を変えるのは神ではなく人間です。人間とその政府がこうした変化を起こすのです。私たちの政府は、こうした変化を起こす悪魔の力に支配されているのでしょうか？
       
    

    
       
    

    
      もしこの情報をあなたから隠していたら、私はあなたを愛していないでしょう。どんな罪を犯していようとも、私はあなたを愛しています。神も愛しています。しかし、神の新しい王国に入るためのルールの一つは、純潔です。嘘つきは純潔でしょうか？泥棒は純潔でしょうか？同性愛者は純潔でしょうか？婚姻関係にない不義の人は純潔でしょうか？あなたの決断は、あなたを素晴らしい王国へ導くか、地獄へ導くかのどちらかです。一人一人が、自らの運命を自らの手で決めるのです。
       
    

    
       
    

    
      「人生のゲーム」のルールが公表され、知られることが必須です。そうすれば、人は清さか罪かの決断を下すことができます。
       
    

    
       
    

    
      「でも、私はこの人を愛しているし、同性を愛することに抵抗はない」と言う人もいるかもしれません。しかし、泥棒でありながら、他人から盗む方が楽だと主張する人はどうでしょうか？真実の愛だからと、他人の妻に欲情する人はどうでしょうか？未婚の人と寝る人はどうでしょうか？これらは聖書に記された罪です。聖書はあなたのために変わることはありません。あなたは聖書と神の意志に従って変わらなければなりません。今がその時です。まだ遅くはありません。神はあなたが天国に行くことを望んでおられます。私たちは皆、人生で何が許されるかについて誤った思い込みをしています。そして、それは正すことができるものだと学びます。これらの罪を正すために必要な変化を起こすことができるのは、私たち自身だけです。他の誰も、あなたが行う必要があることをすることはできないのです。
       
    

    
       
    

    
      今こそ悔い改める必要があることを思い出してください。ひざまずき、心から神の赦しを請い求めてください。時間は刻々と過ぎています。もう先延ばしにする時間はありません。行動しなければ、間違った道に迷ってしまうでしょう。決断はあなた次第、選択はあなた次第。自由意志です。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      聖書が警告する、注意すべき罪とは？
       
    

    
      ローマ人への手紙 1章18-32節
       
      18
       
       
       
      というのは、不義の中に真理を保とうとする人々のあらゆる不敬虔と不義に対して、神の怒りが天から啓示されるからである。
       
      19
       
      なぜなら、神について知られることは彼らに明らかであるからである。神はそれを彼らに示されたのである。
       
      20
       
      神の、見えない性質、すなわち、神の永遠の力と神性とは、世界の創造以来このかた、被造物によって知られ、明らかに認められるからである。だから、彼らには弁解の余地はない。
       
      21
       
      というのは、彼らは神を知りながら、神としてあがめず、感謝もせず、かえって空虚な思いにふけり、愚かな心が暗くなったからである。
       
      22
       
      彼らは自らを賢者と称しながら愚か者となり、
       
      23
       
      そして、朽ちることのない神の栄光を、朽ちる人間や鳥、四つ足の獣、這うものに似せた像に変えたのです。
       
      24
       
      そこで神は、彼らをも、心の欲のままに汚れた状態に引き渡し、彼らが互いに自分の体を辱めるようにされました。
       
      25
       
      神の真理を偽りに変え、永遠に祝福される創造主よりも被造物を崇拝し、仕えた者たち。アーメン。
       
      26
       
      このため神は彼らを卑しい情欲に引き渡した。彼らの女たちさえも自然の用を自然に反するものに変えたからである。
       
      27
       
      そして同様に、男たちも女との自然な関係を捨てて、互いに情欲を燃やし、男同士でみだらなことをし、その誤りの当然の報いを身に受けたのである。
       
      28
       
      そして、彼らが神を自分の知識の中に留めておくことを好まなかったように、神は彼らを不道徳な心に引き渡し、不適当なことをさせました。
       
      29
       
      あらゆる不義、不品行、悪事、貪欲、悪意に満ち、ねたみ、殺意、争い、欺瞞、悪意に満ち、陰口を言う者、
       
      30
       
      陰口を言う者、神を憎む者、悪意のある者、高慢な者、大言壮語する者、悪事を企てる者、親に従わない者、
       
      31
       
      理解力がなく、契約を破り、愛情がなく、執念深く、無慈悲な者たち。
       
      32
       
      このようなことをする者は死に値するという神の裁きを知りながら、彼らは同じことをするだけでなく、それを行う者を喜んでいるのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      黙示録 21:8
    

    
      8
       
      しかし、怖がりな者、不信仰な者、忌まわしい者、殺人者、淫行を行う者、魔術を行う者、偶像を拝む者、およびすべて偽りを言う者たちは、火と硫黄の燃えている池に投げ込まれます。これが第二の死です。
       
    

    
       
    

    
      レビ記 20:13 & 22-23
       
    

    
      13
       
      男が女と寝るように男と寝るなら、両者ともに忌まわしい行為をしたことになる。彼らは必ず死刑に処されなければならない。その血は彼らに帰する。
       
      22
       
      女と寝るように、男と寝てはならない。それは忌まわしいことである。
       
      23
       
      あなたは獣と寝て、身を汚してはならない。また、女は獣の前に立って寝てはならない。それは汚れである。
       
    

    
       
    

    
      テモテへの第一の手紙1章9-10節
       
    

    
      9
       
      律法は正しい人のために定められたのではなく、不法で不従順な人、不敬虔で罪深い人、汚れた人、父殺しや母殺し、人殺しのために定められたものであることを、あなたは知っています。
       
      10
       
      淫行を行う者、同性愛者、人身売買を行う者、偽証者、偽証する者、その他健全な教えに反するあらゆる行為を行う者。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
      みんなはどこへ行ったの？そしてなぜ私は取り残されたのか（25）
       
    

    
       
    

    
      もしあなたが残され、携挙に至らなかったなら、神の言葉を見つける必要があります。
       
    

    
      この言葉は聖書に出てきます。そうです、あなたがかつて経験したことのある言葉です。
       
    

    
      無視する
       
    

    
      読んでいるが従っていない
       
    

    
      読むだけでなく、あなたが価値があると思うものに従ってください
       
    

    
      研究するほど正確ではないと主張する
       
    

    
       
    

    
      上に挙げたようなことは、かつては全部、罪を犯したことがある。まともな人間でいることだけで十分だと思っていた。そもそも、人を殺したことなんて一度もない。それだけで何か説明がつくはずだ。去年はホームレスに1ドル、先月は食べかけのマフィンをあげた。それに、KCETに250ドル送ったってどうなの？後で送ってもらったビデオとCDのセット、すごく気に入った。きっと誰かが私の善行をメモしてくれたに違いない。
       
    

    
       
    

    
      あなたは更なる精錬を必要としているからこそ、ここにいるのです。大小を問わず、神は私たち皆を公平に裁かれます。あなたは神があなたに何を望んでいるのか分かっていると思っていたかもしれませんが、おそらく以下の違反のうち一つ、あるいは複数の違反によって、あなたは取り残されているのです。
       
    

    
      わたしの前に他の神々があってはならない
    

    
      性的不道徳または逸脱行為
    

    
      同性愛
    

    
      手に入らないものを欲しがる
    

    
      隣人（誰か）を自分と同じように扱わない
    

    
      他人を愛するのではない。同胞への愛だ
    

    
      許し。他人を許せば、神もあなたを許してくれる。
    

    
      いかなる偶像も造ってはならない
    

    
      汝の神、主の名をみだりに唱えてはならない
    

    
      安息日を覚えて聖なる日としてください
    

    
      父と母を敬いなさい
    

    
      汝は殺してはならない
    

    
      盗んではならない
    

    
      薬物、喫煙、飲酒の過剰摂取
    

    
      神との関係を持つこと。祈り、神の言葉を読み、神を知ること
    

    
      偽証。嘘をつく
    

    
      天の父なる神よりも、何かを優先すること。スポーツ、テレビ、コンピューター、お金、ビジネス、ゲームなど、神よりも愛するものなら何でも構いません。
    

    
      謙虚であること、傲慢にならないことは神にとって重要です。
    

    
       
    

    
      すべてを網羅したわけではありませんが、皆さんが犯しているかもしれない違反行為のいくつかはお分かりいただけると思います。神は公平で愛に満ちた神です。悔い改め、そして神が言われた罪から離れることで、
       
      ヘブル人への手紙 10:16-17
       
      。
       
      わたしは彼らの罪と不法行為を二度と思い出さない。
       
       
       
      私たちは誰も完璧ではありませんが、聖書に記された神の戒めに従う必要があります。罪を悔い改め、罪を繰り返さないことで、私たちの魂は洗い清められ、清められるのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      イエスはご自身を明らかにする（26）
       
    

    
      イエスは宣言する
       
    

    
      イエスがこう言ったとき
       
      ヨハネ14:6
       
      「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通してでなければ、だれも父のみもとに行くことはできない。7. あなたがたがわたしを知っていたなら、わたしの父をも知っていたであろう。10. わたしが父におり、父がわたしにおられることを、あなたは信じないのか。わたしがあなたがたに話している言葉は、わたし自身から話しているのではなく、わたしのうちに住んでおられる父が、これらのことをなさるのである。」
       
    

    
       
    

    
      ヨハネはイエスが言葉であると認識する
       
       で 
       
    

    
      ヨハネ1:1
       
      、ザ
       
      言葉は神であった。
       
      その
       
      御言葉は肉となって私たちの間に住まわれた（
       
      イエスは肉体を持って地上に来られ、私たちの間に住まわれた
       
      ）
       
      。
       
      初めに言葉があった。
       
    

    
       
    

    
      盲目の男
       
    

    
      イエスは、目が見えるよう願っていた盲人のところへ行き、土を取って唾を吐き、粘土の塊を作り、彼の目に塗りました。この粘土を盲人の目に塗ると、イエスはソロムの池で洗うように命じました。なぜイエスはこのようなことをしたのでしょうか？この男は生まれつき目が見えませんでした。イエスがこの粘土を取って塗ったのは、イスラエルに、自分が土の塵からアダムを創造した神であることを示そうとしたからかもしれません。イエスはご自身を識別しようとしたのでしょうか？
       
    

    
       
    

    
      井戸の女性
       
    

    
      イエスが井戸端の女に「もしあなたに話しかけているのがだれか知っていたら、私はあなたに水を与えて、もうここに来なくてもよかったのに」と言ったとき、イエスは何をしていたのでしょうか。イエスは、ご自分が誰であるかを彼女に知らせるためのしるしを与えていたのです。彼女は言いました。「主よ、この水をください。そうすれば、もう井戸に汲みに来なくてもよくなります。」 「あなたの腹から生ける水の川が流れ出るでしょう。」イエスは、彼女が探すためのしるしを与えていたのです。
       
    

    
       
    

    
      十字架上のイエス
       
    

    
      十字架上でイエスが体の脇腹を刺されたとき、血と生ける水が彼から流れ出ました。
       
      ヨハネ7:38
       
      聖書に書いてあるとおり、わたしを信じる者は、その心の奥から生ける水の川が流れ出るであろう。
       
      復活後、イエスは使徒たちに息を吹きかけて、「聖霊を受けなさい」と言われました。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      混乱していますよね？（27）
       
    

    
       
    

    
      あなたと私の唯一の違いは、神が2012年に私を目覚めさせたということです。私たちが今生きている世界が、私たちが信じ込まされてきた現実ではないことを、私はなかなか信じられませんでした。このシステムがあまりにも脆弱で、ほんのわずかな問題でドミノ倒しが起こり、私たちが信じていた人生の仮面が剥がれてしまうことを理解するのに苦労しました。神は私たち全員を目覚めさせようとしましたが、彼の言葉に耳を傾けたのはほんの一握りの人だけでした。私は、この時が来た時に、他の人々が理解できるよう、訓練を受けてきました。
       
    

    
      今、それはここにあります。この世界は実際には善と悪の戦いであり、その戦場は地球と天界（霊的世界）です。それは常にそうでした。何かの仕組みを理解していないからといって、それが存在しないわけではありません。権力者たちが私たちを惑わせてきました。私たちが信じているほとんどすべてが間違っています！霊的世界と地上世界があります。そして、これらの世界は今にも融合しようとしています。
       
    

    
       
       
    

    
      時間は終わりました。神は再び、創造物である人間を取り戻すために戻ってきました。私たちは神の似姿に創造され、神の子として与えられました。皆さんの両親と同じように、神は永遠の王国に入る前に、神の子たちに規則と期待を与えています。イエスは、宇宙における永遠の命と完全への唯一の道です。
       
    

    
       
       
    

    
      もしあなたが他の宗教や「ニューエイジ」や「デザイナー信仰」を発見したなら、今すぐ変わる必要があります。なぜなら、あなたは神に置き去りにされるからです。「置き去りにされる」とはどういう意味でしょうか？「置き去りにされる」とは、神のルールに従わなかった一定の割合の人々が、最初は天国に行けないことを意味します。天国と地獄があり、その間には何もありません。ですから、あなたの選択は永遠のものとなります。正しい選択をする三度目のチャンスはありません。あなたはすでに最初の試みで失敗しています。神は寛大にも、あなたにもう一度、正しい選択をするチャンスを与えてくださるのです！
       
    

    
       
    

    
      これは永遠に続くように思えますか…地獄もそうです…続きを読む。もし私たちが罪を選ぶなら、サタンのために選んだことになります。その選択によって、私たちは死ぬとき、永遠にその代償を払うことになります。サタンは私たちの魂を支配し、映画の中だけでしか考えられないようなことをするでしょう。
       
    

    
       
       
    

    
      あなたの創造主である神はあなたにほとんど何も期待していません（28）
       
    

    
       
    

    
      彼が望んでいたのは、あなたの愛、正義、そして他者への許しだけだった
       
    

    
      神はあなたと私を創造した時、愛と美で調和のとれた庭園を創造したのです
       
    

    
      彼は私たちが完全に探検することはなかったワンダーランドを創り出しました
       
    

    
      楽園での私たちの人生はアダムとイブによって短くされました
       
    

    
      私たちは今、闇に支配された地上の領域に生きている
       
    

    
      私たちの魂の多くは、もはやこの闇を見通すことができません
       
    

    
      天界では善と悪魔の間で戦争が起こっている
       
    

    
      彼らが戦っているのは私たちの魂のためだ
       
    

    
      イエスは十字架上で死んだとき、すでにあなたの魂の代価を払ったのです
       
    

    
      多くの人は悔い改めが神への忠誠の第一歩であることを知らない
       
    

    
      この忠誠はあなたの魂をサタンから取り戻す
       
    

    
      神からイエス・キリストを通して私たちに与えられた恵みと慈悲の賜物
       
    

    
      イエスはあなたが彼の王国の一員となることを望み、どんな罪も赦すでしょう
       
    

    
      心から罪を悔い改めなさい
       
    

    
      彼の戒律に従いなさい
       
    

    
      声に出して言ってみましょう:
       
    

    
      神よ、あなたの独り子、イエス・キリストに感謝します
       
    

    
      イエスは私たちの罪が赦されるために十字架で死んだ
       
    

    
      彼は3日後に墓から蘇った
       
    

    
      私は罪人であり、その罪を悔い改めたいと思っていますので、どうかお許しください。
       
    

    
      父なる神よ、イエス・キリストの御名において、私の心の中に私の個人的な主として来てください。
       
    

    
      今日の主、救い主よ。私はあなたに私の人生を捧げます。イエスの御名によって。アーメン
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      残された指示：人が消えた！（29）
       
    

    
       
    

    
      イエスを信じてください。イエスが私たちの罪のために十字架で死んでくださったことを信じてください。イエスが3日後に復活されたことを信じてください。あなたはアダムとエバと同じ血筋なので、罪人であることを信じてください。自分のプライドにとらわれて、自分の人生に罪はないと思い込まないでください。私はかつて、自分には罪がないと信じていました。最初のステップは、人生で犯したすべての悪事を悔い改めることです。イエスを信じていないことも、その一つです。
    

    
      他の神々に祈ってはいけません。それは偶像崇拝です。たとえ命の危険にさらされても、決して他の神にひれ伏してはいけません。神はあなたの忠誠を期待しています。もしイエスに忠実であり続けるなら、携挙後に取り残されたとしても、患難時代の聖徒として天国に入ることができます。
    

    
      イエスを救い主として決して否定しないでください。もしそうしたら、イエスはあなたを否定するでしょう。
    

    
      すべての人を、どんなことでも許したか確かめてください。どんなにひどいことがあっても。もしあなたが他人を許せないなら、神はあなたを許さないでしょう。もしあなたがなかなか許せないなら、イエスに助けと導きを求めて祈ってください。もしあなたがその苦しみと許せない気持ちを手放さないなら、その人こそがあなたを地獄へと導く原因となるでしょう。ただ、その人は既にあなたに十分な精神的苦痛を与えてきたことを忘れてはいけません。それを手放してください。そうすれば、永遠にその人のことを考え続ける必要がなくなります。
    

    
      罪を悔い改め、自分が罪人であることを理解しましょう。毎日心から悔い改め、イエスを心に迎え入れましょう。生まれ変わり、全身浸礼の洗礼を受けましょう。全身洗礼は非常に重要で、生まれ変わりのクリスチャンなら誰でもあなたに洗礼を施すことができます。
    

    
      都会を出て、山奥にコミュニティを作りましょう。誰も殺してはいけません。FEMA（政府運営の連邦キャンプ）に連れて行かれたとしても、クリスチャンであることを否定してはいけません。獣の刻印を受けてはいけません。獣の刻印は右手か額に注射、あるいはタトゥーで刻まれます。もし受けたら、あなたは永遠に悪魔の所有物となります。獣の刻印を受けるよりは、死刑に処される方がはるかにましです。
    

    
      イエスがあなたを愛していることを知ってください。患難時代が過ぎ去った後、イエスは残りの忠実な人々のために戻って来られます。もしあなたがイエスの御名と戒律を尊んで死ぬなら、あなたは天国に行けます。
    

    
      アダムとイブが木の実を食べたとき、神に背きました。二人は自分がより良いことを知っていると思い込み、神の言うことを聞かなかったのです。これが、今の世の中にある罪の原因です。イエスは、私たちの祖先アダムとイブによって生み出されたこの罪から、私たちが救われるために十字架で亡くなりました。私たちは神の似姿に造られました。神は、子供たちが見守り、教える存在であってほしいと願っていました。あなたの言うことを聞かず、外出してトラブルに巻き込まれたと想像してみてください。あなたは、子供たちが家に帰って行儀よくしてほしいと思うでしょう（あなたの方が賢明だからです）。そして、正しい行いを教え、人生の素晴らしさを教えるでしょう。そして、いつか、あなたが教えた何かに子供たちを参加させたいと思うでしょう。おそらく、あなたがよく知っている職業やビジネスかもしれません。あなたは彼らをとても誇りに思い、彼らが子供を育てるのを見守り、彼らも同じようにするでしょう。神は、あなたが子供たちに望むことと何ら変わりません。唯一の問題は、アダムとイブが、神が望むように進化できるよう、子供たちに教え導く機会を神に与えなかったことです。だからこそ人間は創造されたのです。創造主の姿に似せるために。
    

    
      すべての罪を捨て、悔い改め、イエスとそのすべての律法と戒めに従いなさい。これが天国への道です。例外はありません。あなたの悔い改めと方向転換によって、神はあなたを赦してくださいます。心から真に悔い改めるなら、どんなに悪い罪でも赦されるのです。
    

    
      誰も殺してはならない。これは自殺にも当てはまる。汝、殺すなかれ。
    

    
      神は、罪を犯した同性愛者を天国に入れることはありません。嘘つき、殺人者、偶像崇拝者、不倫者（未婚）、酒飲み、薬物乱用者と同じように、罪を犯した者を神の新しい王国に入れることはありません。あなたは心から罪を悔い改めなければなりません。
    

    
       
    

    
       
    

    
      洗礼：聖書に何が書かれているか（30）
       
    

    
       
    

    
      注意事項：水に完全に浸かる（散水はしない）。何をしているのか、何をしようとしているのかを完全に理解できる年齢になってから行う必要があります。
       
    

    
       
    

    
      水はキリストの血であり、私たちを神の王国へと導きます。洗礼は、私たちを死すべき人間から神の御子の似姿へと変えます。それは私たちを新しい王国へと導きます。私たちはもはや堕天使のような存在ではありません。新しく生まれなければ、神の王国を見ることはできません。
       
    

    
       
       
    

    
      ヨハネ 3:5-7 イエスは答えて言われた、「よくよくあなたに告げます。人は、水と霊とから生まれなければ、神の国に入ることはできません。6 肉から生まれた者は肉であり、霊から生まれた者は霊です。7 あなたがたは新しく生まれなければならないと、わたしがあなたに言ったのを不思議に思ってはいけません。」
    

    
      マタイ3:1 そのころ、洗礼者ヨハネが現れ、ユダヤ（イスラエル）の荒野で宣教していた。
    

    
      マタイ 3:2 そしてこう言った。「悔い改めよ。天の御国は近づいた。」
    

    
      マルコ 16:15 そしてイエスは彼らに言われた、「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。
    

    
      マルコ16:16 信じて洗礼を受ける者は救われる。しかし、信じない者は滅ぼされる。（救われるためには洗礼を受けなければならないことに注意）
    

    
      マタイ28:19 それゆえ、あなたがたは行って、すべての国民を弟子として、父と子と聖霊の御名によって、彼らにバプテスマを施しなさい。
    

    
      使徒行伝 8:36 彼らが旅を続けていると、ある水のあるところに来た。宦官は言った。「ご覧ください、ここに水があります。私がバプテスマを受けるのに、何か妨げがあるでしょうか。」
    

    
      使徒行伝 8:37 ピリポは言った。「あなたは心から信じるなら、そうすることができます。」すると彼は答えて言った。「私はヤハシュア（イエス・キリスト）がエロヒム（神）の子であると信じています。」
    

    
      使徒行伝 8:38 そこで彼は車を止めるように命じ、フィリポと宦官の両者は水の中に降りて行き、宦官にバプテスマを授けた。
    

    
      使徒行伝 2:37 彼らはこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに言った。「兄弟たちよ、私たちはどうしたらよいでしょうか。」
    

    
      使徒行伝 2:38 するとペテロは彼らに言った。「悔い改めなさい。そして、あなたがたひとりひとりが罪の赦しを得るために、イエスの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、聖霊の賜物を受けるでしょう。」
    

    
      使徒行伝 10:46 彼らが異言を話し、神をほめたたえるのを聞いたからである。ペテロは答えた。
    

    
      使徒行伝 10:47 私たちと同じように聖霊を受けたこの人々に、水を禁じてバプテスマを受けさせない者がいるでしょうか。
    

    
      使徒行伝 10:48 そして、イエスは彼らに、イエスの名によってバプテスマを受けるように命じられた。そして、彼らはイエスに、数日間とどまるように祈った。
    

    
      使徒行伝 19:4 そこでパウロは言った。「ヨハネは確かに悔い改めのバプテスマを授け、自分の後に来られる方、すなわちヤハシュア（キリスト・イエス）を信じるようにと、人々に言った。」
    

    
      使徒行伝 19:5 彼らはこれを聞いて、ヤハシュア（主イエス）の名によってバプテスマを受けました。
    

    
      ローマ人への手紙 6:3 あなたがたは知らないのですか。私たちのうち、イエス・キリストにつくバプテスマを受けた者は皆、その死につくバプテスマを受けたのである。
    

    
      ヨハネによる福音書 3:2-3 愛する者たちよ。わたしたちは、今や神の子どもです。わたしたちがどうなるか、まだ明らかではありません。しかし、彼が現れる時、わたしたちは彼に似た者となることを知っています。わたしたちは、彼のありのままの姿を見るからです。3 彼に対してこの希望を抱いている者は皆、彼がきよいように、自分をきよくします。
    

    
       
    

    
      洗礼のサンプル:
       
    

    
       
    

    
      洗礼を受けることによって、あなたはイエスのように死に向かいます。キリストのように埋葬され、そして復活します。水に沈むことは、まさにこのことを象徴しています。そして、水から出ると、キリストにあって新しい人となるのです。
       
    

    
      あなたはキリストにおける新しい命へと歩み始めています。愛と恵み、奇跡、そしてイエス・キリストご自身の力に満ちた家族に生まれようとしています。あなたは代償を伴ってこの世に生まれてきました。その代償とは、イエス・キリストの死でした。イエスの血は私たちのために流されました。イエスは、私たち全員が救いを受け、永遠の命を生きる機会を得られるよう、苦しみを受けられました。この命は一時的なものです。
       
    

    
      イエスの復活によって、私たちは彼の超自然的な力によって力づけられます。主イエスは永遠にあなたと共におられます。命という贈り物に感謝し、イエス・キリストの御名によって祈ります。神を賛美します
       
    

    
       
    

    
      兄弟姉妹の皆さん、イエスが神の子であると信じますか？自分の罪から離れ、悔い改めて、神に救いを求めますか？イエスをあなたの人生で最も重要な人物としますか？イエスが肉体を持って人間として地上に来られたと信じるなら、これを繰り返してください。私はイエスが肉体を持って人間として地上に来られたと信じます。イエスが私たちの罪のために十字架で死んだと信じるなら、一緒に言ってください。私はイエスが私の罪のために十字架で死んだと信じます。神はイエスを3日後に墓から復活させたと信じますか？一緒に言ってください。私は神がイエスを3日後に墓から復活させたと信じます。
       
    

    
      あなたはイエスが神の子であり、あなたの救いのために死んだと信じますか？
       
    

    
      私の言葉を繰り返してください。私はイエスが神の子であり、私の救いのために死んだと信じています
       
    

    
      主を賛美せよ
       
    

    
      天の父なる神よ、あなたの聖なる命令に従い、また兄弟姉妹の聖なる信仰を告白し、私たちはイエス・キリスト、父なる神、そして聖霊の御名によって____________に洗礼を授けます。（完全に水中に沈んでください）あなたは今、キリストの御業によって救われています。信じ、聖霊の賜物を受けてください。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      これから起こること（これらのいくつかは私の意見であり、聖書に基づいていません）: (31)
       
    

    
      これらは必ずしも聖書に書かれているわけではありませんが、近い将来に起こると信じている出来事です。過去20年間、多くの人が夢や幻を見てきました（使徒行伝2:17）。何十人もの人が同じ夢や幻を見ていると、私は注目します。
       
    

    
      使徒行伝 2:17 欽定訳
       
       
       
      17
       
      神は言われる、「終わりの日に、わたしはわたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがたの息子、娘は預言し、若者は幻を見、老人は夢を見るであろう。
       
    

    
       
    

    
      携挙。神に選ばれ、神に忠実に従う者たちは天国に引き上げられる。
    

    
      この現象（オーロラ）が空に現れた後、3日間の暗闇が訪れます。地震が発生します（
      黙示録6:12
      、
      12
       
      そして、彼が第六の封印を解いたとき、私は見ました、すると、大きな地震が起こり、太陽は毛の荒布のように黒くなり、月は血のようになりました
       
      ）
      家に帰りましょう。すべての窓を覆い、すべての窓とドアに聖油を塗り、祈りましょう。3日間、これまで経験したことのない暗闇が訪れます。地震発生後、いかなる状況下でもドアを開けたり外を見たりしないでください。すべての窓を完全に覆ってください。外には悪魔がいます。悪魔は親戚や友人のふりをします。騙されないでください。3日後に再び大きな地震が起こります。その時は出て行って構いません。機械式時計を用意して時刻を確かめましょう。これは古いカトリックの予言だと信じて信じない人もいますが、私はこのテーマに関する夢や幻の証言を何百も聞いてきました。これは聖書的なものですかね？神はパターンを繰り返す傾向があります。イエスは3日間（暗闇の中で）墓の中にいました。エジプトの十の災いの一つは3日間の暗闇でした。ヨナは3日間クジラに飲み込まれ、暗闇の中で過ごしました。サウルは3日間目が見えなくなり、その後パウロと改名されました。私にはパターンのように思えます。
    

    
      獣の刻印（RFIDチップ）は絶対に受けないでください。身分証明、売買に使用されます。いずれ義務化されるでしょう。このチップを受け取れば、死後地獄に落ちます。ナノテクノロジーの進歩により、寿命が縮まり、人格が変化する可能性があります。このチップを埋め込むくらいなら、死ぬ方がましです。また、政府が接種を義務付けるワクチンにも警戒してください。政府は人々を「ワクチン接種」させるために、いわゆる疫病を蔓延させるかもしれません。これは、あなたの知らないうちにチップを埋め込むための策略かもしれません。
    

    
      ロシアと中国は、米国が最も弱体化した時に攻撃してくる可能性があります。彼らはすでに米国沿岸沖、そしておそらく国内の森林地帯で待機しています。
    

    
      大都市で核爆弾が爆発する可能性があります。カリフォルニア州の大都市が標的となる可能性が高いでしょう。ヒューストン、フロリダ州、東海岸、シアトル、シカゴ、ワシントン州などが標的として考えられるでしょう。
    

    
      大陸の両側の広大な土地が海に沈むでしょう。神は、もし私たちがイスラエル（神の国）を分割するなら、私たちも分割するとおっしゃいました。
    

    
      大規模な津波が発生します。アメリカ合衆国の内陸部であっても、大きな水域には近づかないでください。多くの国も同様に多くの困難に見舞われるでしょう。（地震、火山噴火、あるいは天体衝突などにより、多くの津波が発生する可能性があります。）
    

    
      FEMA（連邦）キャンプは、おそらく食料も水もない人々を収容するために使われるでしょう。キャンプに入れば、獣の刻印を受けることが期待されます。飢餓は、ほとんどの人がFEMAキャンプに行きたがる原因となるでしょう。これは大きな間違いです！
    

    
      微細な赤い塵が地球を覆うでしょう。これは聖書の黙示録に記されています。それはニガヨモギです。これは有毒で、地球上の水の少なくとも3分の1を汚染するでしょう。ニガヨモギは惑星状の物体で、その毒はヒ素です。
      黙示録8:11
       
      、
       
      そしてその星の名前は
       
      よもぎ
       
      : そして水の3分の1は
       
      よもぎ
       
      ; そして、水が苦くなったので、多くの人が死んだ。
       
    

    
      ほとんどの電話や電子機器はしばらくの間使えなくなります。数週間使えなくなった後、インターネットや電話が使えるようになると言われています。しかし、その頃には新世界政府が樹立されているでしょう。もう手遅れです。国連もこの政府の一部となるでしょう。
    

    
      キリスト教徒はドイツのユダヤ人のようになるでしょう。迫害され、捕らえられ、殺され、友人や親族に裏切られるでしょう。気をつけてください。サタンは、新しい政府に従うのが簡単だと知っており、それを当てにしています。新世界秩序政府に従うことの弊害を知っている者は、できるだけ遠ざかるべきです。
    

    
      私たちの政府も他の政府も、世界を乗っ取り、NWO（新世界秩序）の一部と呼ぼうと企んでいます。彼らは世界統一政府、世界統一宗教を望み、世界中の社会全体を支配しようとしています。彼らは完全な支配を望んでおり、彼らの民衆観に合わない人は、おそらく殺されるでしょう。反キリストとその背後にいる勢力（サタン）が絶対的な支配を確立するでしょう。サタンは神のようになりたいと思っています。人々を支配するには、商業を支配しなければなりません。黙示録13章には、「大きい者も小さい者も、金持ちも貧乏人も、自由人も奴隷も」、売買をするために「右の手か額に」刻印を受けなければならないと記されています。これは世界規模で行われ、この政策を実施する中央政府が存在するはずです。
    

    
      ポールシフト（地殻の移動）が起こり、地球の大部分は使用不能になり、あらゆる亀裂が死で満たされるでしょう。
      イザヤ書 24:20
       
      、
       
      その
       
      地球
       
      するものとする
       
      リール
       
      酔いどれのようにあちこちと動き回り、小屋のように崩れ去る。その罪は重くのしかかり、倒れて二度と立ち上がることはない。
       
       
      天国に行ける唯一の真の方法は、イエス様と御父を今すぐ信じることです。これが、これから起こるすべての困難を乗り越える唯一の方法です。これは霊的な戦いであり、たとえ物理的に生き残ったとしても、地上に満ちるであろうサタンのような悪霊たちに支配され続けるでしょう。もしあなたが悪い人であろうと良い人であろうと、神の掟に従わないのであれば、あなたは立場を変える必要があります。存在するのは神とサタンの二つの側だけです。もしあなたが、すべてから隠れて死んで魂がなくなると考えているなら…もう一度周りを見回してみてください。あなたがどちらか一方だと思っていたことは、何一つ正しくないことが証明されているのです。これを何度か読み直し、よく理解してください。聖書（旧約聖書と新約聖書の両方）に書かれている神と、その御子イエス様だけが、あなたの唯一の救い主です。だからこそ、イエス様はあなたのために十字架で死んでくださったのです。ですから、あなたはこの苦境から抜け出すことができるのです。
    

    
      プエルトリコのモナ島に隕石が衝突し、東海岸沿いに大津波が発生します。多くの死者と多くの土地が失われ、甚大な被害が出るでしょう。これは予言的な言葉だと私は信じています。
    

    
      ニビル、別名第9惑星（惑星または彗星）が地球の周りを周回します。ニビルは磁化されており、火山活動、地震、その他の異常現象、そしてポールシフト（極移動）を引き起こすなど、甚大な被害をもたらすでしょう。（ロバート・ハリントンは当時のJPL（ジェット推進研究所）電波天文台の所長でした）とザカリア・シッチン（古代文献と粘土板の専門家）は、1980年代に探査機が打ち上げられた後、2020年から2030年にかけて惑星が地球に接近し、大きな混乱を引き起こすと信じていました。1980年代にはこの情報を含む論文が10本発表されましたが、突如として発表が中止され、その後は言及されていませんでした。ハリントンは急速に進行する癌を患い、亡くなりました。
    

    
      疫病と伝染病は多くの人々を死に至らしめるだろう。多くのものは人間によって創造されている。
    

    
      隕石が地球に落下し、世界中で大きな破壊と火災を引き起こすでしょう。
    

    
      新たな通貨はデジタル通貨へと移行する。これは導入後短期間で現金に完全に取って代わるだろう。これは獣の刻印システムの一部である。
    

    
      新しい世界宗教が広く普及するだろう。それは最終的には提案ではなく、義務化されるだろう。クリスラムは、世界が受け入れる包括的な宗教となるだろう。それはイエスを神ではなく預言者とみなすだろう。この提案には既に米国を含む100カ国以上が署名している。彼らは適切な時期にこの変化を導入するのを待っているが、待っている間は静かにしている。
    

    
      封印の裁き: 黙示録 6:1-17 そして、小羊が封印の一つを開いたとき、私は、雷のような音とともに、四つの生き物の一つが、「来て、見よ」と言うのを聞いた。
       
       
      2
      わたしはまた、白い馬を見た。それに乗っている者は弓を持ち、冠を与えられた。そして、彼は勝利を得るために出陣した。
       
       
      3
      第二の封印を解くと、第二の獣が「来なさい。見なさい。」と言うのを私は聞いた。
       
       
      4
      すると、もう一頭の赤い馬が出てきた。それに乗っている者には、地上から平和を奪い取り、互いに殺し合う権威が与えられた。また、大きな剣も与えられた。
       
       
      5
      彼が第三の封印を解くと、第三の獣が「来なさい。見よ。」と言うのを私は聞いた。すると、見よ、黒い馬がいた。それに乗っている者は、手に天秤を持っていた。
       
       
      6
      わたしは、四つの生き物の中から声がこう言うのを聞いた。「小麦一セアは一アサリ、大麦三セアも一アサリ。油とぶどう酒に害を与えないようにしなさい。」
       
       
      7
      そして、第四の封印を解くと、第四の獣が「来なさい。見なさい」と言う声を私は聞いた。
       
       
      8
      わたしはまた見ていると、青白い馬がいた。それに乗っている者の名は「死」といい、陰府がそれに従っていた。そして彼らには、地の四分の一を支配する権威が与えられ、剣と飢えと死と地の獣とをもって人を殺す力が与えられた。
       
       
      9
      そして、第五の封印を解くと、私は祭壇の下に、神の言葉と彼らが持っていた証言のゆえに殺された人々の魂を見た。
       
       
      10
      そして彼らは大声で叫んで言った。「聖なる真実な主よ。いつまで裁きを行わず、地に住む者たちに私たちの血の復讐をされないのですか。」
       
       
      11
      そして、彼らひとりひとりに白い衣が与えられ、彼らと同じように殺されるべき仲間の僕たちや兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらくの間、休むようにと告げられた。
       
       
      12
      彼が第六の封印を解いたとき、わたしが見ていると、大きな地震が起こり、太陽は毛織の荒布のように黒くなり、月は血のようになった。
       
       
      13
      そして、天の星は、いちじくの木が大風に揺り動かされて、時期外れの実を落とすように、地に落ちた。
       
       
      14
      そして、天は巻物が巻き取られるように消え去り、すべての山や島もその場所から移された。
       
       
      15
      そして、地上の王たち、高官たち、富める者、千人隊長たち、勇士たち、すべての奴隷、すべての自由人は、穴や山の岩陰に身を隠した。
       
       
      16
      そして、山々と岩々に言った。「我々の上に倒れ伏して、玉座に座っておられる方の御顔と小羊の怒りから我々を隠してくれ。」
       
       
      17
      彼の怒りの大いなる日が来たからだ。だれがそれに耐えることができようか。
    

    
      鉢の裁き：黙示録 16:1-17、1. そして私は、神殿から大きな声が七人の天使にこう言うのを聞いた。「行って、神の怒りの鉢を地上に注ぎなさい。」
      2
      そして、第一の者は出て行って、その鉢の中身を地に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々に、ひどい腫れ物ができた。
      3
      第二の御使は、その鉢の中身を海に注ぎました。すると、海は死人の血のようになり、海の中のすべての生き物は死にました。
      4
      そして、第三の天使はその鉢の中身を川と水の源に注ぎました。すると、川と水の源は血になりました。
      5
      そして、私は水の御使がこう言うのを聞いた。「今いまし、昔いまし、これからもいるであろう主よ。あなたは正しい。あなたはこのように裁かれた。」
      6
      彼らは聖徒たちと預言者たちの血を流しましたが、あなたは彼らにその血を飲ませました。彼らはそれに値するからです。
      7
      また、祭壇の中から別の者がこう言うのを私は聞いた、「全能者なる主なる神よ、あなたの裁きは真実で正しいのです。」
      8
      第四の天使は、その鉢の中身を太陽に注ぎました。すると、太陽は人々を火で焼く権威を授かりました。
      9
      そして人々は激しい熱で焼かれ、これらの災害を支配する神の名を冒涜し、悔い改めて神に栄光を帰さなかった。
      10
      第五の天使は、その鉢の中身を獣の座に注ぎました。すると、その国は暗闇で満たされ、人々は苦痛のあまり舌を噛みました。
      11
      そして、その苦痛と腫れ物のために天の神を冒涜し、その行いを悔い改めなかった。
      12
      第六の天使は、その鉢を大川ユーフラテスに傾けた。すると、川の水は干上がり、東の王たちの道が備えられた。
      13
      そして、私は竜の口から、獣の口から、偽預言者の口から、カエルのような汚れた霊が三つ出るのを見た。
      14
      彼らは奇跡を行う悪魔の霊であり、全能の神の大いなる日の戦いに彼らを集めるために、地上と全世界の王たちのところへ出かけて行くのです。
      15
      見よ、わたしは盗人のように来る。裸で歩いたり、恥を見られたりしないように、目を覚まして着物を着ている人は幸いである。
      16
      そして彼は彼らを、ヘブライ語でハルマゲドンと呼ばれる場所に集めました。
      17
      第七の御使が、その鉢を空中に傾けると、天の神殿の御座から大きな声が聞こえて、「事は成った」と言った。
    

    
      ラッパの裁き：黙示録8:1-13
       
      そして第七の封印を解くと、天には半時間ほどの沈黙があった。
      2
      そして私は、神の前に立つ七人の御使いを見た。彼らには七つのラッパが与えられた。
      3
      すると、もうひとりの天使が来て、金の香炉を持って祭壇のそばに立った。そして、多くの香が彼に与えられた。それは、彼がすべての聖徒たちの祈りとともに、玉座の前の金の祭壇にそれを捧げるためであった。
      4
      そして、聖徒たちの祈りとともに立ち上がった香の煙は、天使の手から神の前に立ち上った。
      5
      そして、御使は香炉を取り、それに祭壇の火を満たして、地に投げ入れた。すると、声と雷鳴と稲妻と地震が起こった。
      6
      そして、七つのラッパを持った七人の天使たちは、ラッパを吹く用意をした。
      7
      第一の天使がラッパを吹き鳴らすと、血の混じった雹と火が降って地上に降り注ぎ、木の三分の一は焼け、すべての青草も焼け落ちた。
      8
      第二の御使がラッパを吹き鳴らすと、火で燃えている大きな山のようなものが海に投げ込まれ、海の三分の一は血に変わった。
      9
      そして、海の中にいる生き物の三分の一は死に、船の三分の一は滅ぼされた。
      10
      第三の御使がラッパを吹き鳴らした。すると、ともしびのように燃えている大きな星が天から落ちてきて、川々の三分の一と水の源とに落ちた。
      11
      その星の名はニガヨモギと呼ばれ、水の三分の一はニガヨモギになった。そして、その水が苦くなったので、多くの人が死んだ。
      12
      第四の御使がラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の三分の一が打たれ、月の三分の一と星の三分の一も打たれた。それで、それらの三分の一は暗くなり、昼の三分の一は光を失い、夜も同様であった。
      13
      また、私は、一人の御使いが中天を飛んでいるのを見た。御使いは、大声でこう言うのを聞いた。「災いだ、災いだ、災いだ、地に住む者たちに。三人の御使いが、まだ吹き鳴らそうとしているラッパの、ほかの音のゆえに。」
    

    
       
    

    
       
    

    
      戦争の武器 - 霊的戦争 (32)
       
    

    
      武器とは、言葉による戦い、賛美、聖書朗読、イエスの名を使うことなどです。これらは悪魔にとって弾丸のようなものです。
       
    

    
       
    

    
      戦争の武器:
       
    

    
      イエスの血 - イエスの血を嘆願する
    

    
      祈り
    

    
      賛美と賛美の歌
    

    
      言葉を語る
    

    
      イエスまたはヤシュアの名を使う
    

    
      忍耐…上記のことを言い続ける
    

    
      断食
    

    
      聖書を声に出して読んだり、暗記した聖句を読んだりする
    

    
      イエスの言葉を引用する
    

    
      賛美をもってイエスの名を讃える
    

    
      詩篇 23 篇と 91 篇を学びましょう。それらは神の保護に関するものです。
    

    
      聖書を声に出して読む
    

    
      従順に従い、悪魔に抵抗すれば、悪魔は逃げ去ります。神の言葉に従い、サタンと肉に抵抗するなら、あなたは戦いにおいてより強くなります。
    

    
       
    

    
      身体を使って行う物理的なこと
    

    
      手を素早く叩きなさい ― 詩篇149:6 （両刃の剣を放つ）
    

    
      指を鳴らす - 詩篇144:1 戦うための指
    

    
      手を地面と平行に伸ばします。
    

    
      足を踏み鳴らしたりジャンプしたり
    

    
      主を賛美せよと叫びなさい。イエスに栄光を帰せよ。詩篇149篇 詩篇22篇3節
    

    
      ダンス - サムエル記下6章
    

    
      手を上げる（賛美するように）ヨシュア記 6章 出エジプト記 17:11 出エジプト記 15:11
    

    
      肘をジャブのように使う サムエル記下22:35 イザヤ書54:3
    

    
      手を上げて―拳をしっかりと握りしめて―サムエル記22:35イザヤ書54:3
    

    
      剣（口から出る言葉）または手で切る動作 サムエル記下22:35/
    

    
      エレミヤ 23:29/エレミヤ 1:10
    

    
      動き（全身）—円を描く ヨシュア記6章
    

    
      上記の組み合わせを使用する
    

    
      聖書を掲げる
    

    
      聖書のヘブル人への手紙4章12節、エレミヤ書23章29節を暗記または読む
    

    
      聖霊に動かされてください
    

    
       
    

    
      さらなる霊的戦い（33）
       
    

    
      エペソ6:12
       
      私たちの戦いは、血肉に対するものではなく、支配者たち、権威、この暗黒の世界の勢力、天にいる邪悪な霊の勢力に対するものです。私たちが戦っているのは、まさにこのサタンです。サタンは神の許しなしには何もできません。
       
    

    
      神は与えた
       
      イエスの名においてこの力と同じ権威を私たちに与えて敵に対して霊的な戦いをさせてください
       
    

    
       
    

    
      サタンの要塞：イエスの名において特定の要塞を放棄することができる。
       
    

    
      オカルト
       
      -星座、透視、星占い、生まれ変わり、占い、催眠術、ヨガ、瞑想、マインドコントロール、ウィジャボード、またはあらゆるオカルト行為
       
    

    
      偽りの宗教と教義
       
      : 神の言葉に従わないもの
       
    

    
      精神的なプライドと虚栄心
       
      - 神に感謝すべきところを、自分自身に認める
       
    

    
      束縛の精神
       
      -依存症、強迫行為、性的倒錯、同性愛、ポルノ、不倫、近親相姦
       
    

    
      嘘と混乱の霊
       
      -恐怖、心配、不安、臆病、死への恐怖、
       
    

    
      弱さの精神
       
      -病気、痛み、うつ病、絶望、自殺、衰弱
       
    

    
      心の罪の精神
       
      -許しのなさ、嫉妬、怒り、恨み、苦々しさ、復讐心、暴力、拒絶、自己嫌悪。
       
    

    
      無知
       
      私たちの力はサタンの拠点の一つです
       
    

    
      中毒の霊
       
      -アルコール、ニコチン、薬物、医薬品、ギャンブル、テレビ、インターネット、カフェイン、砂糖、食べ物
       
    

    
      使用
       
      恐れ
       
      私たちを動けなくするためです。恐怖は敵に足場を与えます。
       
      1テモテ1:7
       
      神は私たちに恐れの霊を与えたのではなく、力と愛と慎みの霊を与えたのです
       
    

    
      許しのなさ
       
      あなたの魂にサタンの足場を与える
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      霊的武具の特性とは何ですか?
       
    

    
      真実
       
      2.
       
      イエスへの信仰
       
      3.
       
      正義
       
      4.
       
      聖書の言葉
       
      武器である（詩篇91篇、詩篇23篇を暗記する）5.
       
      平和 
       
      （悪魔との戦いは言葉で行われます-
       
      祈り
       
      ）6 救い（愛する人とその安全のために祈る）7
       
      御霊によって祈る
       
      これは、この地球を侵略する悪と戦うためのあなたの鎧となるでしょう。よく学びなさい
       
    

    
      悪い特性:
       
      1. 霊的な虚栄心、優越感、あるいは謙虚さの欠如 2. 教会内で人を欺いたり誘惑したりする霊。プライド。
       
    

    
       
    

    
      統一された祈りとチームの努力
       
      祈りを捧げることで、仕事はより効率的に遂行されるでしょう。
       
    

    
      同じことを祈るなら、一人で祈るよりも複数人で祈る方が効果的です。一人で千人、二万人、一万人と戦うこともできます。あなたが神の軍隊の一員であるなら。
       
    

    
       
       
    

    
      申命記 32:30
       
    

    
      30
       
      ひとりが千を追い、ふたりが万人を追い払うにはどうすればいいだろうか…
       
    

    
       
    

    
      両手を上げて伸ばして祈りましょう。自由に動かしてください。より効果的です。腕を下げないようにしてください。手を上げた方が祈りはより力強くなります。祈る内容によって手の動きは変わってくるかもしれません。
       
    

    
      気を散らさないでください。
       
      祈るときには物質的な領域について考えないでください。
       
      穏やかなスピリチュアル音楽や教会音楽は集中力を保つのに役立ちます。目を閉じて祈りましょう。
       
      物理的なものに気を取られないようにしてください。
       
    

    
      祈りに集中してください。
       
      明るい礼拝音楽は
       
      より長い時間集中力を維持できます。
       
    

    
      悪魔は神への礼拝と賛美を妨害し、止めようとします。悪魔は常に祈りを止めようとします。
       
      祈りは悪魔に対して非常に効果的であり、悪魔もそれを知っています。
       
      神を賛美することは、悪魔にとっては黒板にチョークで書くようなものです。
       
      神/イエス/聖霊を賛美し、悪魔を追い出しましょう。
       
    

    
      悪魔には様々な種類があります。例えば、自殺、欲望、憎しみ、嫉妬、恐怖、嘘などの悪魔です。
       
    

    
      決して悪魔に惑わされたり脅かされたりしてはいけません
       
      祈りながら。これが彼らの目標です。しかし、もしあなたが
       
      神を賛美し、崇拝し、賛美すれば、悪魔は無力化される
       
      あなたが祈っていることに対して。彼らの任務を縛り、打ち砕き、取り消し、地獄に送り、二度と戻ってこないように告げてください。イエスの御名によって。（常にイエスの御名によって覚えておいてください。イエスなしではあなたには力がありません。）
       
    

    
      覚えておいてください、
       
      見えないからといって、存在しないということではありません。
       
    

    
      君主国や要塞を倒すには、団結して一致して祈る献身的な祈りの戦士たちに囲まれる必要があります。
       
    

    
       
    

    
      悪魔は隠れて、自分がいないと思わせることができます。彼らの正体を明かすのは困難です。神は人々に霊的な視力という賜物を与えました。彼らは霊の領域を見ることができます。やがて幕が開き、これまで見えなかったものが見えるようになるでしょう。
       
    

    
      視界が開けたという賜物は、悪霊たちにとって非常に不安をかき立てます。今こそ、私たちはこれらの悪霊たちに正面から立ち向かうことができるのです。
       
    

    
       
    

    
      悪霊は聖霊の識別力によって見ることができるが、それでも彼らは自分自身を別の何かに偽装することができる。
       
      。
       
    

    
      視界が開かれている人は常に敵の攻撃にさらされます。彼らはこれらの悪魔にとって非常に大きな脅威です。
       
      霊の識別とテストは非常に重要です。
       
      彼らはあなたの目を欺くかもしれませんが、聖霊を欺くことはできません。聖霊に識別を求めなさい。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      エペソ人への手紙6章：戦いの準備：
       
    

    
      キリスト教徒は毎日神の武具を身に着け、誠実で正義に満ち、心の平安を保ち、私たちを救い、救済に導くために十字架上で行われたイエスの保護を信じるべきです。
       
    

    
      真実のベルト
       
      -真実とは、正直さ、誠実さ、誠実さを指します。
       
      それは、あることが真実で、他のことが嘘であることを意味します。イエスは私たちを自由にする真実です。サタンは嘘の父です。
       
      ヨハネ8:44
       
    

    
      44
       
      あなたたちは悪魔の父から出た者であって、その父の欲するままに行動する。彼は初めから人殺しであって、真理にとどまらなかった。彼の内には真理​​がないからである。彼が偽りを語るとき、それは自分自身の偽りを語るのである。彼は偽り者であり、偽りの父であるからである。
       
    

    
       
    

    
      正義の胸当て
       
      「義とは、正しい行いや行動を指します。私たちは聖なる生活を送ります。」
       
      悪魔に足場を与えないでください。
       
      「
       
      敵はあらゆる罪深い誘惑で私たちを誘惑しますが、義は私たちの心を守ります。（エペソ4:27）
       
    

    
      平和の靴の福音-
       
      信者の戦闘に対する準備または心構え。
       
      不安や心配、恐れを抱えていると、平安は奪われてしまいます。しかし、平安の福音（心の平安）は、私たちの足をしっかりと支え、しっかりと立たせてくれます。これが、世の知恵と神の知恵の違いです。（ヤコブ3:18）
       
       
       
      ヤコブ3:18
       
      18
       
      そして、正義の実は、平和を実現する人々の平和の中に蒔かれます。
       
    

    
       
    

    
      信仰の盾
       
      信仰とは、神への完全な信頼と確信です。また、恐れないことも意味します。
       
      詩篇56:3
       
      私がいつでも
       
      恐れている
       
      、私はあなたを信頼します。
       
      選択する
       
      信仰
       
      信頼することを選択する
       
      神
       
      何が起こっても。
       
      信仰の盾は、神の言葉に浸されて初めて、その真価を発揮します。なぜなら、信仰は神の言葉を知ること（聞くこと、読むこと）によって生まれるからです。（ローマ人への手紙 10:17）
       
    

    
      救いのヘルメット
       
      -
       
      救いは、私たちの罪の償いとしてイエスの死と復活に信頼を置く瞬間に訪れます。私たちの心の戦場こそが、霊的な戦いと思考が繰り広げられる主要な場です。主は私たちを解放する真理を与えてくださいますが、敵は罪を通して私たちを罠にかけ続けようと戦います。この世に倣うのではなく、心を新たにし、神の思いへと変え、この世に倣うのではなく、心を変えてください。
       
      ローマ12:2
       
       
       
      2
       
      この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を一新して自分を変えなさい。そうして、神のみこころは、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるかをわきまえ知るようになりなさい。
       
    

    
      精霊の剣
       
      - それは、保護、癒し、解放、そして神を通して達成したいあらゆることのためにあなたが話す言葉、それが聖霊の剣です。
       
      神は言葉です。そしてそれは、防御と攻撃の両方に使える唯一の鎧です。聖書と神の言葉を知ることは、あなたの武器です。あなたの武器庫は、あなたが覚え、繰り返し唱える言葉です。
       
    

    
      ヘブル人への手紙4章12節
       
      12
       
      神の言葉は生きていて、力があり、どんな両刃の剣よりも鋭く、魂と霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心の思いと意図とを見分けることができるからです。
       
    

    
       
    

    
      神の武具：エペソ人への手紙6章11-18節（欽定訳）
       
    

    
      11
       
      悪魔の策略に対抗できるように、神の武具を身に着けなさい。
       
    

    
      12
       
      私たちの戦いは、血肉に対するものではなく、支配、権威、暗黒の世の主権者、また天にいる悪の霊に対する戦いなのです。
       
    

    
      13
       
      それゆえ、邪悪な日に際して対抗し、すべてを成し遂げて、堅く立つことができるように、神のすべての武具を取りなさい。
       
    

    
      14
       
      だから、腰には真理の帯を締め、胸には正義の帯を着けて立っていなさい。
       
    

    
      15
       
      そして、平和の福音の備えを足にはきなさい
       
    

    
      16
       
      何よりもまず、信仰の盾を取りなさい。それによって、邪悪な者たちの放つ火の矢をすべて消すことができるでしょう。
       
    

    
      17
       
      救いのかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち神の言葉を取りなさい。
       
    

    
      18
       
      あらゆる祈りと願いをもって、常に御霊によって祈りなさい。また、あらゆる忍耐と願いをもって目を覚まして、すべての聖徒のために祈りなさい。
       
    

    
      要約:
       
    

    
      **耐えられる
       
      邪悪な日に
       
      （悪は常に存在してきましたが、今後はさらに蔓延するでしょう。その日が今来ているのです！）
       
    

    
      ベルトの
       
      真実
       
      腰周り
       
    

    
      胸当ての
       
      正義
       
    

    
      福音の
       
      平和
       
    

    
      シールドの
       
      信仰
       
    

    
      ヘルメットの
       
      救済
       
    

    
      精霊の剣-
       
      言葉
       
    

    
      自分を覆って
       
      血
       
      イエスの
       
    

    
      置く
       
      ヘッジ
       
      あなたの周りの保護
       
    

    
      東が西から遠く離れているように、すべての悪をあなたから遠ざけなさい。
       
    

    
      わたしに対して造られた武器はどれも成功しない
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      神の武具を身に着ける方法：
       
    

    
      この祈りを捧げることは、悪魔の策略に先手を打つことになります。イエスの血によってあなたを守ってくれます。この祈りを毎日唱えることで、敵を制御下に置くことができます。あなたの衣（体）を清く保ちましょう（誠実で、義にかなっていて、信仰に満ち、平和で、寛容で、愛に満ち、御言葉を知っており、神の子であり、救いに感謝しなさい）。
       
    

    
       
    

    
      私は毎日言葉で鎧を着けます。声に出して言います。
       
    

    
      私は真理の帯を締め、正義の胸当てを締め、平和の福音を足にはき、私の言葉はどんな両刃の剣よりも鋭く、私は信仰の盾を身に着けます。それは敵が私に放とうとするすべての火の矢を食い止めます。しかし、私と私の家族、友人、ペットに対して形作られたどんな武器も、成功することはありません。私はイエスの血で覆われ、私と私の家族の周りには常に保護の垣根が張られています。私の車、私の住居、私の所有物、そして私と私の家族の健康をイエスの血で覆っています。天使たちを解き放ち、私たちが常に安全であるようにしてください。私たちの財政、ペット、所有物を見守り、イエスの名によって敵のすべての任務を解除してください。東が西から遠く離れているように、私は私たちからすべての悪を叱責します。
       
    

    
      （この祈りを印刷して毎日使用し、最終的には暗記してください）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
      悪魔を追い出し、戦う（34）
       
    

    
      （声に出して言うと言葉には力がある）
       
    

    
      あなたの罪の赦しを祈り求めてください。私たちを傷つけたすべての人を、イエス・キリストの御名によって解放してください。彼らを鎖から解き放ってください。
       
    

    
      イエス・キリストの御名において、天使たちを解き放ち、私たちと家族を守るために来させてください。
    

    
      主イエスは私たち全員の周りに保護の垣根を設けてください
    

    
      私たちに対して作られたいかなる武器も成功しない。イエス・キリストの名において、私たちに対するいかなる報復も成功しない。
    

    
      ルカによる福音書10章19節にあるように、私たちは敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を持ちます。万王の王であるイエス・キリストに感謝します。私たちはあらゆる悪霊に権威を持ち、イエスの御名によってそれらを追い出します。
    

    
      悪霊たちを叱責します。私たちはすべての悪霊と弱さを追い出し、縛り、神の足元に投げ込み、イエス・キリストの御名によって裁きを受けさせます。彼らは鎖で縛られ、この場所から動くことも、他の者と入れ替わることもできません。イエスの御名によって。
    

    
      あらゆる欠乏の悪魔はイエスの御名によって踏みにじられます。狂気、精神病、虚弱は、イエスの御名によって今この体から去ってください。この体に宿るすべての悪魔を縛り（ルカ13:11）、イエスの御名によって地獄の穴に投げ込んでください。そこから出ることのできないように。これらの悪魔は縛られ、戻ってくることも、別の宿主を見つけることもできません。彼らは鎖で縛られ、神の権威のために神の足元に投げ込まれます。
    

    
      私たちは子羊の血によって洗われます。
    

    
      私たちはイエス・キリストの名において悪霊の権威を取ります。
    

    
      私はイエス・キリストの御名によって、性欲、頭痛、体の痛みの悪魔を縛ります。
    

    
      私はこれらの悪魔たちを地獄の穴に投げ込み、神が彼らを罰するまで縛り付ける。イエス・キリストの許しがあるまで、彼らは新たな宿主を見つけることも、地獄の境界から出ることもできない。
    

    
      イエス・キリストの御名によって、霊と悪魔が去って戻って来ないように命じます
    

    
      あなたが天でつなぐもの、また天で解くものは、地上でもつながれたり解かれたりする。数学16:19
    

    
      アルコールとタバコの悪魔を私の体から追い払ってくださり、ありがとうございます。私の体とあなたの体は聖霊の神殿です。イエスの御名によって、すべての悪魔は今すぐあなたの体から出て行ってください。2000年前、イエスは私たちが自由になれるように血を流してくださいました。
    

    
      私たちの主であり救い主であるイエス・キリストに感謝します。
    

    
       
    

    
      これは言葉の力のほんの一例です。様々な言葉や命令を試してみると、より良い結果が得られるでしょう。「戦い」に関するすべての文書を読み、この効果的な武器を組み合わせて敵と戦ってください。これらの悪魔に直面しても、恐れることなく立ち向かってください。あなたはイエス・キリストの御名によって、彼らに権威を持っています（常に「イエスの御名によって」と言いましょう）。
       
    

    
       
    

    
      地獄での証言（35）
       
    

    
      ロシアの若者が証言する（英語は少し途切れている）
       
    

    
      地獄について様々な証言を耳にしてきました。人々はそこで何を見たのか、どのように見たのか、誰を見たのかを語っています。私は地獄を記憶し、感じ取ることができるので、今回は違った側面、違った言い方でお話ししたいと思います。私が地獄にいた時は、全く違う世界でした。そこで私が経験したこと、そこで生きてきたこと、そしてそこで感じたことを簡単にお伝えしたいと思います。
       
    

    
      地獄で人々が経験し、感じていることは、私たち人間の言葉では表現できないからです。地上で最も否定的で、忌まわしく、苦痛で、邪悪な感情。それらは人間に大きな苦痛、絶望、悲しみ、分離、孤独、悲嘆、そして苦悩をもたらします。これらが地獄の現実です。しかし地獄では、人々自身がこれらの恐怖の一部となります（そしてそれらから切り離すことはできません）。地上におけるあらゆる否定的な感情や経験を、その最も外側のレベルで捉えると…それはまるで、下界にあるものと比べると花のようなものです。地獄の感情は…正確に何倍にも増幅されるのです…人間の言葉で説明するために、数字で表してみましょう。苦痛、絶望、孤独、悲しみ、悲嘆、そして嫌な感情。これらの否定的な感情は、私たちが地上で慣れ親しんでいる感情の10倍、100倍、1000倍にも増幅されるのです。しかし何よりもまず、常に存在する明確な知識があります。「ここから抜け出す道はない！」これは永遠に…永遠に。人間は存在を終わらせたいと願うでしょうが、そうすることはできません。なぜなら、人間は決して死なないからです。死後、あなたは天国か地獄の住人となるのです。
       
    

    
       
    

    
      21歳のとき地獄に行った
       
    

    
      21歳のとき、私はひどく酒を飲みました。ある夜、ひどく酔ってソファで意識を失いました。どこへ行ったのか、別の次元に行ったのかどうかはわかりませんが、その夜、地獄を見せられました。この「夢/ビジョン」または場所は、私の人生で最もリアルな体験でした。私は今、60歳を超えています。私は非常に暗い場所に着きました。そして、骸骨のように見えても皮膚がぴんと張り付いたままの死体の湖を見ました。これらの死体は、見渡す限り続いているように見えるこの湖から這い出そうとしていました。うめき声が聞こえ、彼らの疲労困憊を感じました。隣にいる人への配慮が欠けていました。誰も、隣の人に登ろうとしても、出ることができませんでした。私はこの湖が燃えているのかどうかわかりませんでした。ただ、ひどく暗く、これらの魂でいっぱいであることしか感じられませんでした。どちらかといえば、湖の表面は、火山が噴火した後に見える暗い黒い軽石層のように見えました。
       
    

    
      私が今でも覚えているのは、この光景を見ていた時の気持ち、彼らが耐え忍んでいた思いです。彼らが何を考えていたのか、実際に感じ、体験する機会を与えられたのです。彼らの絶望、悲嘆、恥辱、悲しみ、絶望、孤独、そして悲しみを、私は肌で感じ取ることができました。もしあなたがこの地球上で最悪の日を100倍に重ねたとしても、私が感じたことをあなたも感じたはずです。ありがたいことに、私は彼らの苦しみを経験する必要はありませんでした。目が覚めた時には完全に冷静で、これが夢ではないと分かりました。それ以来、このような経験をしたことはありませんでした。あまりにもショックで、少なくとも1ヶ月間は誰にもこの出来事について話すことができませんでした。話した時も、誰もこれが現実だと信じてくれませんでした。今でも、地獄や神のいない場所があることを忘れていません。神のいない場所！
       
    

    
      二度とこの場所に戻りたくありません。外なる暗闇、地獄、あるいは「火の湖」とでも呼びましょうか。いずれにせよ、この宇宙で5分でも過ごすにはこれよりひどい場所を思いつきません。理解を超えています。
       
    

    
      これが、私たちの主であり救い主であるイエス様を信じない私たちが行くべき場所なのでしょうか？イエス様が私たちに与えてくださった贈り物は、とてもシンプルですが、永遠に与え続けてくれるものです。あなたの救いは、イエス様の十字架上の死によって既に支払われています。正直に言って、この人生で何かを無料で得られることは滅多にありません。イエス様が望んでいるのは、あなたの悔い改めとイエス様への信仰だけです！これは簡単な願いだと思うかもしれません。もしかしたら、サタンは偽情報を広める策略にあまりにも成功しすぎて、大衆がそれを鵜呑みにしてしまうのかもしれません。この証しから多くの人が益を得ることを願っています。
       
    

    
       
    

    
      救いの無償の賜物（36
       
      ）
       
    

    
       
    

    
      救いは、イエス・キリストを通して神が与えてくださる無償の賜物です。永遠の命、死と罰からの解放は、この世のいかなる金銭をもってしても買うことはできません。それは、あなたが得るものであり、完全に無償です。なぜなら、イエス・キリストは私たちの身代わりとなって、十字架上での死によって、すでにあなたのために、私たち全員のために代価を払ってくださったからです。キリストの犠牲によって、私たちは贖われ、私たちが犯すであろうすべての罪の代価を払い、楽園への扉を開いてくださいました。もしあなたが命の水を飲みたいなら、今すぐ、そして無償で飲むことができます。ただ主イエス・キリストを信じるだけで、あなたは救われます。この無償の賜物を受け取るには、すべての罪を悔い改め、謙虚にならなければなりません。赦しを請い、二度と罪を犯さないようにしてください。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      これから何が起こるのか？（多くの人が夢を見てきました）（37）
       
    

    
       
    

    
      これらの出来事の中には聖書に記されているものもあれば、過去数十年にわたり多くの預言者が夢や幻を見たことから得たものもあります。私は何千もの夢や幻を聞いてきましたが、その中でも特に共通するパターンを持つものを挙げてみました。これらは、同様の証言を持つ多くの預言者によって何度も繰り返されています。
       
    

    
      使徒行伝 2:17 欽定訳
       
    

    
      17
       
      神は言われる、「終わりの日に、わたしはわたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがたの息子、娘は預言し、若者は幻を見、老人は夢を見るであろう。
       
    

    
      NWO 新世界秩序（一つの中央世界政府）
    

    
      通貨の変化/崩壊
    

    
      食糧不足
    

    
      FEMAキャンプ
    

    
      戒厳令
    

    
      キリスト教徒は集められ、殺され、迫害された
    

    
      世界中の人々への獣の刻印（天国への即時拒否）
    

    
      すべてのコミュニティ（小規模）を大都市に移転し、獣のシステムの一部となる
    

    
      父なる神との出会いを通してすべての人に与えられる天国と地獄の選択
    

    
      米国のさまざまな地域の再分配とNWOによる分割
    

    
      ゾンビのような人々が街に溢れるだろう
    

    
      路上の凶悪犯
    

    
      インターネットは数週間停止し、再開時には今よりもさらに厳しく規制、変更、管理、検閲されるだろう。
    

    
      人食いと殺害された人々は、他の人の食料としてリサイクルされる
    

    
      ニビル、別名惑星Xが出現し、地球に大きな問題を引き起こすだろう
    

    
      人間も動物も、悪魔が体に入り込むことがあります。罪が多ければ多いほど、悪魔が入り込む可能性が高くなります。悪魔は実際に体に入り込むことを好みます。私の知る限り、動物やロボットにも入り込むことがあります。
    

    
      FEMA キャンプは娯楽と食糧源のために人々を拷問し、殺害します。
    

    
      イナゴが来て、不信者を刺すだろう。5ヶ月間、ひどい痛みが続くだろう。
    

    
      津波、ポールシフト
    

    
      火山、地球の主要部分を分割する地震
    

    
      聖書は神の絶対的な言葉です。聖書が語っていることは、その意味するところと同じです。それ以外には何もありません。
    

    
      中国とロシアはアメリカを攻撃し、勝利するだろう
    

    
      トランスヒューマニズムは標準になる
    

    
      悪魔は日常的なものになる
    

    
      古代の巨人が地球に再び現れるだろう
    

    
      地球にやってくる空の火球
    

    
      疫病やパンデミックが地球を巡り、死者を出すだろう
    

    
      人工知能が世界中で普及し始める
    

    
      イスラエルの土地を分割するとき、神はアメリカを湾岸からオハイオ州まで分割するでしょう
    

    
      決してキリストを否定してはならない…たとえイエスのために殺されることになっても。艱難の時代に斬首されても、あなたは天国に行ける。
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
      破壊、終末、そして救済への道（38）
       
    

    
       
    

    
      神はなぜ
       
      破壊
       
      地球の一般的に呼ばれる
       
      終末の日か、それとも主の日か？
       
      我らの主であり救世主であるイエス・キリストは、これまで彼の呼びかけに耳を傾けなかった地球上の人々を目覚めさせるために、この出来事を許されるでしょう。大衆が目覚めなければ、多くの人々はサタンと共に地獄に堕ち、魂はサタンに奪われるでしょう。
       
    

    
       
       
    

    
      その
       
      聖書は神の完全かつ誤りのない言葉です。神と悪魔、そして天国と地獄はすべて真実です。
       
      信じるかどうかは、事実にはなりません。自分が間違っているかもしれないと思ったことはありますか？もしないなら、なぜですか？
       
      100%正解でしたか？
       
      人生で、すべての仮定を覆せるでしょうか？そんなことはないと思います。私自身、一度もそうしたことがありません。もしかしたら、あなたの現実にはこうしたことが考慮されていないのかもしれません。多くの人が現実をありのままに理解していないことは承知しています。正直に言って、人生において私たちの思考や信念に影響を与えるものは実にたくさんあります。学校、両親、生い立ち、宗教的信仰の有無、ネグレクト、辛い過去など、あらゆるものが混ざり合っています。現実がどのようなものであるかについて、私たち一人ひとりが異なる概念を持っているのも、信念を頻繁に変えるのも、不思議ではありません。
       
    

    
       
    

    
      神はすべての被造物を愛し、私たちが天国で神と共にいることを望んでおられます。今、多くの人が間違った方向へ進んでいます。
       
      多くの人が精神的に崖から落ちようとしていますが、それに気づいていません。
       
      神は優しく、愛に満ち、思いやり深く、私たちが目覚めて神の王国に入ることを望んでおられます。神の慈悲は人類への深い思いやりによって示されます。あなたが他者に抱く慈悲は、これから数ヶ月間、あなたに示される慈悲へと滴り落ちるでしょう。
       
    

    
      イエスは私たちが天国への道を完走することを望んでおられます。だからこそ、イエスは自らの肉体の死を通して人類を助ける道を見つけられたのです。
       
    

    
       
    

    
      人々がこう言うのを聞きます
       
      神はサタンを作ったが、なぜそんなことをしたのか
       
      神が始まりから終わりまでを知っていたのなら、なぜ私たちはこんな目に遭わなければならないのでしょうか？ 一番シンプルな答えは、人類が悪を経験したことがなければ、どうして善を理解できるでしょうか？ 冷たさを感じたことがなければ、どうして熱さがわかるでしょうか？ 人類が人生を完全に理解するには、対極が必要です。選択は、あなたが本来あるべき姿になるための道です（願わくば）。決断を下さなければ、どうして学ぶことができるでしょうか？ 他者を学び、理解するためには、バランスが必要です。
       
    

    
       
    

    
      イエスは十字架上で亡くなられたとき、私たちの罪の代価を支払われました。これは、すべての人を天国へ導くという神の計画の一部でした。信じられないかもしれませんが、神がサタンと対峙する際には、ゲームのルールがあります。イエスがサタンを倒したのも、まさにこの方法でした。これらのルールと対抗ルールがどのように機能するのか、私は理解していません。しかし、実際には機能しているのです。神が敵を（しかも公平に）打ち負かす方法を見つけてくださったことに感謝します。
       
      では、イエスが私たちに与えてくださった救いという無償の賜物をどのように受け取るのでしょうか。
       
    

    
      イエスが私たちの罪を償うために十字架で死んだことを信じる
       
    

    
      イエスが3日後に死から蘇ったと信じる
       
    

    
      犯した罪を悔い改め、二度と同じことを繰り返さないようにしてください。悔い改めとは、行動を変えることでもあります。
       
    

    
      聖書に定められた規則（十戒）やその他の生き方に関する指示に従ってください。人生で出会うすべての人を許すようにしてください。あなたが他の人を許すなら、神もあなたを許してくださいます。
       
    

    
      ローマ人への手紙10:9-10
       
      口でイエスを主と告白し、心で神がイエスを死人の中から復活させたと信じるなら、あなたは救われる。人は心に信じて義とされ、口で告白して救われるからである。
       
      。
       
    

    
      水のバプテスマによって完全に浸りなさい。
       
    

    
      いかなる状況においても（たとえ命を失うことになっても）、右手や額、あるいはタトゥーの形で刻印を受けてはいけません。これは獣の刻印であり、売買に用いられます。もしこの刻印を受ければ、あなたの魂は悪魔のものとなります、マルコ。黙示録13:16-18、14:9-10、19:20（以下本文）参照
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印に関する聖書の一節：
       
    

    
       
    

    
      黙示録 13:16-18 欽定訳
       
    

    
      16
       
      そして、神は、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由な者にも、奴隷にも、すべての者に、その右の手か額に刻印を受けさせます。
       
      17
       
      そして、その刻印、すなわち、獣の名、もしくはその名の数字を持つ者以外は、だれも買うことも売ることもできないようにした。
       
      18
       
      ここに知恵がある。思慮のある者は、獣の数字を数えよ。それは人間を数える数字である。その数字は六百六十六である。
       
    

    
       
    

    
      黙示録 14:9-11 欽定訳
       
    

    
      9
       
      第三の御使も彼らに続いて、大声で言った。「もし獣とその像を拝み、額や手に刻印を受ける者がいれば、
       
      10
       
      彼らは神の怒りの杯に混ぜ物なしで注がれた神の怒りのぶどう酒を飲むであろう。そして聖なる天使たちと小羊の前で火と硫黄で苦しめられるであろう。
       
      11
       
      彼らの苦しみの煙は、世々限りなく立ち上る。獣とその像を拝む者、また、だれでもその名の刻印を受ける者は、昼も夜も休むことがない。
       
    

    
      黙示録 19:20 欽定訳
       
    

    
      20
       
      そして、獣は捕らえられ、獣の前で奇跡を行い、獣の刻印を受けた者たちと、獣の像を拝む者たちを惑わした偽預言者も、共に捕らえられました。そして、この二人は生きたまま、硫黄の燃える火の池に投げ込まれました。
       
    

    
      黙示録 16:2 欽定訳
       
    

    
      2
       
      そして、第一の者は出て行って、その鉢の中身を地に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々に、ひどい腫れ物ができた。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印を受けてはいけない理由
       
    

    
       
    

    
      あなたは権力者によって24時間365日追跡されます。プライバシーは失われます
       
    

    
      それはあなたの体内の化学組成を変え、感覚を鈍らせ、政府への従順さを増すでしょう。
       
    

    
      神はあなたを永遠に火の池に送ります。もしあなたが神／イエスと共にいることを望まないなら、唯一の場所は地獄です。イエスがあなたの救いのために十字架で死んでくださらなかったなら、あなたはこの選択をすることができなかったでしょう。
       
    

    
      かっこよく見えるか、それとも永遠にサタンと過ごすか、どちらが良い選択かはさておき、賢明に選びましょう。
       
    

    
      それはあなたの地上での寿命を縮め、おそらくあなたを重病にさせるでしょう。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      天国か地獄か：何という決断
       
    

    
       
    

    
      イエスは神が私たちに与えてくださった最高の贈り物です。天国では、私たちの興味、他者への愛、そして好奇心を常に満たしてくれるものが必ずあります。これまで時間や資金がなくてできなかったことを、何でもできるのです。
       
    

    
       
    

    
      一方、地獄は誰にとっても楽しい場所ではない。そこは神とその愛の不在であり、終わりのない場所だ。孤独で、悲しく、空虚な場所だ。
       
      地獄で友達が待っていると思っている人もいます。
       
      実際、あなたは孤立し、地獄には愛がないので、友人関係も存在しないでしょう。なぜなら、地獄にはそのような関係は存在しないからです。さらに、地獄は恐ろしく暑く、水も酒もなく、ただ終わりのない容赦ない拷問と孤独だけが残ります。
       
    

    
       
    

    
      覚えておいて下さい、すべての人が罪を犯しているのです
       
      ローマ人への手紙3章23節
       
      、
       
      23
       
      すべての人は罪を犯し、神の栄光に達しないからです。
       
      それを正すのに遅すぎることはありません。神はあなたを赦し、あなたが想像する以上に愛してくださっていることを忘れないでください。私たちは皆、人生で多くの間違いを犯してきました。
       
      私たちが悔い改めて神のもとに行くなら、神は喜んで私たちを完全に赦してくださいます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      なぜ、何が起こっているのか（39）
       
    

    
       
       
    

    
      悪が支配し、残っている善をも腐敗させようとしています。
       
    

    
      メディアは信用できない。多くのメディアは、地球上に人口が多すぎると信じている人たちに所有されている。計算してみればわかるだろう。
       
    

    
      都市から離れ、神とイエスを崇拝するコミュニティを作りましょう。あなたを狙うFEMAキャンプには近づかないでください。
       
    

    
      いかなる政府機関も信用してはいけません。彼らはあなたを助けてくれません。彼らの目的はあなたを支配することです。今、あなたを助けてくれるのはイエスだけです。もしあなたがイエスに従うなら、イエスはあなたに必要なものを与えてくださいます。
       
    

    
      5. キリスト教徒への迫害が広がる。キリスト教徒であることは
       
    

    
      天国への唯一の道。
       
    

    
       
    

    
      あなたが現実だと思っていたことはすべてそうではなく、あなたがゴミだと思っていたことはすべて現実です。多くの陰謀論は正しいのです。考えてみてください。私も一度も正しく考えたことがありませんでした！今こそ変わる時です。正しいことをしていれば迫害されるでしょう。間違ったことをしていれば、放っておいてくれ、素晴らしい仕事をしていると言われるでしょう！
       
    

    
      過疎化
       
    

    
      ネフィリム（天使と人間の混血種）と堕天使は神を憎んでいます。彼らが神のもとに戻り、神を傷つける唯一の方法は、神の子であるあなたや私の魂を奪うことです。堕天使、ネフィリム、悪魔、そしてエイリアンは基本的に同じです。彼らは神の掟を露骨に無視しているため、天国に戻って住むことはできません。彼らは神、そして特にイエスを愛する者たちに敵対しています。
       
    

    
      この世に留まる者は、手遅れになる前に神に近づく必要があります。働きながらこの世に留まろうとするなら、おそらく魂を失うことになるでしょう。主に近づきながら同時にビジネスを続ける時間はないのです。これが現実です。この世に留まる唯一の方法は、チップ（獣の刻印）を刻まれることです。これは死後自動的に地獄に落ちます。地上にハルマゲドンが起こるまでの短い期間、安穏と過ごすよりも、イエスのために命を失う方がはるかに良いのです。そしてハルマゲドンは必ず起こります。聖書の最後の章を読んでください。サタンは負けます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      神は私たち全員に何を期待しておられるのでしょうか？（40）
       
    

    
       
    

    
      神の偉大な復興は、患難時代に起こります。神は、熱心に神を求める者に報いを与えてくださいます。（ヘブライ11:6）多くの人が私の王国に入るためにギロチンに処されなければなりませんが、それはあなたをこの世の重荷から解放するでしょう。
       
    

    
      罪の中で生きる。何が罪とみなされるのでしょうか？
       
    

    
      わたしが聖なる者であるように、あなたがたも聖なる者となりなさい（1ペテロ1章）
    

    
      結婚もせずに、罪の中で生きている人もいます。あなたは姦淫を犯しています。利便性が正義よりも優先されています。正義がなければ、あなたの魂は深淵にぶら下がっているようなものです。
    

    
      盗んだり、経費を水増ししたり、手抜きをしたり、偽情報を流したりして、自分の欲望を満たしてはいけません。敵は常にあなたの行動を観察し、弱点を探ろうとしているので、油断しないでください。嘘をついたり、事実を歪曲したり、他人の言葉を自分の都合の良いように曲解したりしてはいけません。神は偽証を忌み嫌われます。
    

    
      失礼な態度や高慢な表情はやめましょう。謙虚になれば、神はあなたを高く上げてくださいます。
    

    
      妻よ、夫の望みを尊重しなさい。夫よ、妻に対して優しく、穏やかに、そして寛容に接しなさい。
    

    
      神から出たものではない音楽、映画、娯楽に身をさらさないでください。あなたの心、精神、そして目は、それらに晒されるべきではありません。
    

    
      邪悪な心は私から遠ざかります。神は悪を許しません。
    

    
      隣人を中傷する者は、神によって滅ぼされる。
    

    
      これまで生涯許すことのできなかったすべての人々を許しなさい。そうしなければ、あなたの永遠は危うくなります。彼らの行いを忘れる必要はありません。ただ許すだけでいいのです。あなたが他者を許すなら、神はあなたを許してくださるからです。あなたの救いは、他者を許すことにかかっています。たとえ彼らがあなたに対してどんなことをしたとしても！
    

    
      自分がどう扱われたいかと同じように、他の人に接してください。困っている人のためにあなたがすることは、イエスのためにしていることなのです。
    

    
      聖書全体に従ってください。すべて、繰り返しますが、すべてが重要です。聖書は神が御言葉を与えた預言者を通して書かれています。すべての言葉は神の啓示を受けており、私たちには意味があります。
    

    
      同じ信仰を持つ人々の間で口論をしてはいけません。内輪もめを起こさないでください。これは悪魔の行いであり、あなたがすべきことを妨げようとするものです。あなたの主であり救い主であるイエス・キリストを知りなさい。それ以外のことはすべて、敵が与えた惑わしです。混乱を引き起こす話題には関わらないでください。あなたもすべて正しいわけではないことを忘れないでください。ヤコブの手紙 5章9節 兄弟たちよ。互いに恨みを抱いてはいけません。そうしないと、罪に定められる恐れがあります。見よ、裁き主が戸口に立っておられます。
      マタイ12:25
       
      内部で分裂した王国はみな滅ぼされ、内部で分裂した町や家は立ち行かなくなります。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      あなたが所有するすべての「もの」をどうしますか？（41）
       
    

    
       
    

    
      高度な学位は役に立たない
       
    

    
      洪水や地震の時には、高級車はどこにも行けないだろう
       
    

    
      401Kは、使う機会さえないうちに没収されてしまう
       
    

    
      あなたの美しい家は、あなたの貴重な「物」とともに消え去るでしょう
       
    

    
      航空会社のマイルは消え、誰も文句を言う人はいないでしょう
       
    

    
      あなたが待ち望んでいた退職は決して実現しない
       
    

    
      一生待っていた社会保障の小切手が届きません。どうしたの？
       
    

    
      子どものために貯めた大学資金は消えてしまう
       
    

    
      コミュニティ内でのあなたの地位は、これから起こることからあなたを救うことはできない
       
    

    
      誰もが憧れる仕事は、それに伴う給料とともに失われるだろう
       
    

    
      お気に入りの本をトイレットペーパー代わりに使わなければならないかもしれない
       
    

    
      宝石、金、銀は徒歩で運ぶには大きすぎるでしょう
       
    

    
      最も必要としている時に、友人はあなたを攻撃するかもしれない
       
    

    
       
    

    
      権力者たちが、別の目的のために、あなたたちの「世界についての知識」を形成してきました。彼らは私たちに何を知ってほしいと思っているのでしょうか？そして、私たちはどんな嘘を真実だと思っているのでしょうか？
       
    

    
      破滅が始まれば、霊能者、偶像崇拝者、他の宗教は、情報に基づいた答えを与えてくれないでしょう。あなたはこれまで以上に多くの疑問を抱くでしょう。地球上で私たちが大切だと思っていたもの、つまりお金、名声、尊敬、権力、知識が、真に大切なもの、つまり愛、正義、誠実さ、優しさ、人助け、そしてイエス・キリストへの信仰に置き換えられたのは興味深いことです。魂を救おうとする街頭説教師よりも自分の方が多くのことを知っているというあなたの姿勢は、日々薄れ、ついには彼らの知識こそがあなたが求めるものとなるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      まだ気づいていないなら、タイタニック号でくつろいでいてはいけない。この船は乗員と共に沈没するのだ。タイタニック号は地球であり、そこに住むのはサタンに騙されてきた救われていない魂たちなのだ。
       
    

    
      嘘は悪魔の得意技です。彼は何千年もかけて、こうした嘘を完璧に作り上げてきました。50年から100年もこの地上で生きている人間が、偉大な神への信仰と助け、そして神の御子イエスへの信仰なしに、悪魔に打ち勝つことができると本当に思えますか？私たちを窮地に陥れるのは、私たちのプライドのせいのようです。イエスに赦しを請い、罪を悔い改めましょう。神はあなたを愛し、神の御国にあなたを招き入れたいと願っておられます。神のルールブックは聖書です。神がその子供たちに期待することはすべて「聖書」に記されています。聖書に忠実に従うなら、イエスの御国にたどり着くことができます。人間、教皇、偶像に従ってはいけません。
       
    

    
      例えば、フランシスコ教皇は最近、「神と個人的な関係を持つことは危険だ」と述べました。人間は欺かれてきました。私たちは頭脳を使い始めなければ、騙されてしまうでしょう。
       
    

    
      （「カトリック教徒は注意」というセクションを参照）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      なぜ多くの人が天国に行けないのか？（42）
       
    

    
       
    

    
      例えば、ビバリーヒルズに行って、誰かの家のドアをノックして「すみません、一緒に住んでみたいのですが」と言ったとしましょう。相手はどんな反応をするでしょうか？きっと「あなたは知らない」と答えて、入居を断られるでしょう。おそらく、相手を責めることはないはずです。なぜなら、あなたと相手の間には何の関係もないからです。
       
    

    
       
    

    
      しかし、あなたは生涯を通じて神と何の関係も持た​​ず、イエスが神の子であることを否定します。イエスは、それが彼の家に入る唯一の方法だと言いました。そして人生の終わりに、あなたは彼のドアをノックし、彼の家に住むことを要求する神経を持っています。あなたは彼を知りません。あなたはイエスとの関係が限られているか、まったく存在しません。神はあなたの創造主ですが、あなたが心の中に彼を招くまではあなたの父ではありません。あなたがイエスを心の中に招き入れなければ、あなたは必然的に地獄に行き着きます。サタンは大衆が地獄、救済、イエス、さらには悪魔さえも信じないようにするのに忙しくしています。都合の良いことです。何かを信じなければ、どうすることもできません。
       
    

    
       
    

    
      イエスが十字架で死んだのは、私たちがイエスの家に行き、イエスと共にいるという選択をするためだったことを理解しなければなりません。イエスを選ぶなら、それが私たちの救いです。イエスはあなたが地獄の運命から逃れられるよう、あなたのために代価を払ってくださいました。
       
    

    
       
    

    
      イエスがあなたに求めているのは、ただ彼を信じ、罪を悔い改めることです。私たちが何かを受けるに値すると信じたり、正しいと思う原則を貫いたりしたからといって、必ずしもそれが与えられるとは限りません。正直に言って、ほとんどの人は「正義」や「公平」の定義を自分なりに決めており、それはあなたの罪や弱点が何であるかによって決まるのです。
       
    

    
       
    

    
      きっとあなたは、永遠の人生をどこで過ごすかよりも、前回の休暇で訪れたい場所や名所を調べるのに多くの時間を費やしたのではないでしょうか。理性的な人なら、聖書の預言を調べるのに少なくとも数時間は費やしたいと考えるでしょう。そして、それは驚くほど正確です。しかし、人間はあまりにも自己中心的で自己満足に陥り、自分が愚かに見えることを恐れています。サタンは何千年もかけて、まさにあなたがそう感じるよう仕向けてきました。彼は学校、映画、ラジオ、その他のメディアから始めました。彼は素晴らしい仕事をしてきました。軍隊に潜入し、世界中で戦争を引き起こし、政府、音楽、電子ゲーム、そして悪魔やイルミナティのサインやシンボルがたっぷりと散りばめられた子供向けのディズニー映画までも腐敗させました。
       
    

    
       
    

    
      あなたはどんなことでも研究し、学ぶタイプですか？教養があり、学ぶことを楽しむタイプだと思いますか？教養があり、世渡り上手だと思いますか？では、聖書を読まない言い訳は何でしょうか？聖書は人類史上最も読まれている本です。誰かが代わりに考えてくれたからでしょうか？もしかしたら、自分で考え始める時かもしれません。あなたの救いは、富、権力、お金、学位、あるいは行いによって決まるものではありません。イエスへの信仰だけが、あなたを天国へと導くのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      クリフノート：何が起こっているのか？（43）
       
    

    
       
    

    
      神は、仲間も家族もなく、自分のものと呼べる土地に追いやられることを決して意図していませんでした。そこで神は、アダムとエバを、自分がずっと望んでいた家族として創造しました。「悪い」あるいは「邪悪な」ものが木の実を叩くまでは、すべて順調でした。エバは多様な会話に興味を持っていたため、神の規則に従うのをやめるまでは、「悪い」ことが何なのか分からなかったのです。その実を一口食べただけで、罪に加担するようになりました。多くの人は、それは果物を食べるよりもはるかに悪いことだと考えています。これは、実際に起こったかもしれない出来事のたとえ話に過ぎません。しかし、それはまた別の機会に話しましょう。
       
    

    
       
    

    
      神は今、大きな問題に直面していました。罪が蔓延し、制御不能な状態に陥っていたのです。やがて、神を求めて地上を監視していた天使たちは、地上の女性たちを配偶者として求め、地上の支配権を切望するようになりました。これらの天使の3分の1、つまり私たちが「堕天使」と呼ぶ者たちは、神の創造物である男（この場合は女）の力を求めていたのです。こうして、天界で善対悪、つまり神対サタンの戦いが始まったのです。
       
    

    
       
    

    
      神の完璧な最初の子らは、もはや純粋で罪のない存在ではなくなりました。堕天使たちがネフィリムと呼ばれる子孫を次々と生み出すにつれて、悪は飛躍的に増大しました。神はこれに我慢の限界を感じ、ノアとその家族は純粋な血統（DNAが汚染されていない）を受け継いでおり、義なる存在であると判断しました。そこで神は、すべての洪水を終わらせるために洪水を起こしました。ノアの家族は生き残りましたが、ネフィリムも数人生き残ったに違いありません。
       
    

    
       
    

    
      イエスは神によって天から遣わされ、人類を地獄とサタンから救いました。神の独り子であるイエスは、その完全な姿で十字架の上で死ぬことによって私たちのすべての罪を償い、私たちを地獄の穴から解放するために地上に来られました。
       
    

    
       
       
    

    
      天界は今もこの戦いを続けています。敵は政府に潜入し、サタンの嘘は至る所に蔓延しています。サタンは私たちの教科書、テレビ、音楽、食べ物、空気、そしてその他あらゆるものを汚しています。誰が善人で、誰が悪人なのでしょうか？これは非常に微妙な境界線であり、改めて神によって判断されるべきです。
       
    

    
       
    

    
      イエスは、あなたが罪を悔い改める時、あなたが善の側にいることを知っています。それは本質的に、イエスが私たちのために十字架上で死なれた間に耐えられた苦しみに対して感謝しているのです。また、赦しを求めるなら、あなたは罪を犯し続けることはないと宣言しているのです。イエスはあなたが千年王国に入ることを望んでおられます。イエスは地球を回復し、そこに属したいと願うすべての人々のために栄光に満ちた場所を用意してくださいます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      地獄への最速の道（44）
       
    

    
       
    

    
      1. サタンに従う
       
    

    
      2. 手や額にRFIDチップやタトゥーを挿入または貼付する
       
    

    
      3. 人を殺したり自殺したりする
       
    

    
      4. あなたのために死んだイエスを積極的に選んではいけない
       
    

    
      5. 神の戒律や規則に従わない
       
    

    
      6. 自分がどう扱われたいかで他人を扱わない
       
    

    
      7. 神は男と女を子供を産むために創造した。聖書に記されていない他の
       
    

    
      聖書によれば、労働組合は地獄に落ちます。ローマ人への手紙1章26～28節、コリント人への手紙6章9節
       
    

    
      レビ 20:13、レビ 18:22、コロ 2:14
       
    

    
      8. 罪を悔い改めない。どんなに信じられないほど罪を犯したとしても、私たちは皆罪を犯したことがある。
       
    

    
      私たちは善良な人間です。アダムとイブのせいで罪を持って生まれました。
       
    

    
      9. 人生であなたに不当な行為をした人を許してはいけません。神が
       
    

    
      あなたを許すなら、あなたも他の人を許さなければなりません
       
    

    
      10. 恋人と同棲しながら、婚外交渉をする。
       
    

    
      あなたの心の中では結婚しているの？私はそうは思わないわ！
       
    

    
      11. 自分は善人だと思えば、神の国に入れる。神は
       
    

    
      彼の家（王国）に入るためのルール。
       
    

    
      宇宙の神にとって「十分」など意味しない。あなたは
       
    

    
      あなたが思う彼のルールではなく、彼のルールに従ってください。
       
    

    
      12. 私が信じる神は誰も私を地獄に送らない！その通りだ！
       
    

    
      イエスがあなたの罪のために死んだ理由。イエスの犠牲のおかげで、私たちは
       
    

    
      天国か地獄か。それはあなた次第です。あなたの行動によって、地獄か天国かが決まります。
       
    

    
      13. 崇拝する偶像を持つ。例えば、仏陀や、信仰以外の宗教など。
       
    

    
      イエスは肉体から生まれ、私たちの罪のために死に、そして3日後に復活しました。
       
    

    
      墓。
       
    

    
       
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      天国に行く方法（45）
       
    

    
      イエス・キリストへの信仰。神をあなたの主、救い主としましょう
       
    

    
      彼が私たちの罪のために死んだと信じてください
       
    

    
      彼は3日後に死から蘇ったと信じている
       
    

    
      毎日悔い改める（罪を告白し、その罪から離れることを意味する）
       
    

    
      イエスと共に私たち自身の救いを成し遂げましょう。毎日イエスと語り合いましょう
       
    

    
      内なる聖霊を目覚めさせ、正しく生きなさい。
       
    

    
      みんな大好き
       
    

    
      毎日聖書を読む
       
    

    
      すべての戒律に従う
       
    

    
      旧約聖書と新約聖書の両方に従ってください。イエスは私たちの罪のために死に、旧約聖書の動物の犠牲を終わらせました。
       
    

    
      許していない人をすべて許しなさい。忘れるのではなく、許すのです！あなたが他人を許せないなら、神はあなたを許すことはできません。
       
    

    
      他の人を助けましょう。ホームレスや困窮している人などを助けましょう。
       
    

    
      水のバプテスマを受けなさい。全身を水に浸しなさい。こうすることで、聖霊があなたとコミュニケーションをとる手段が与えられます。
       
    

    
      正しく生き始めてください。世俗的なことに無駄にする時間はもうありません。
       
    

    
      携挙に至らなかったとしても、まだ希望はあります。上記のすべてを実行し、イエスの名とイエスとの繋がりを決して否定してはなりません。たとえそれが死を意味するとしても。
       
    

    
      絶対に、繰り返しますが、獣の刻印（おそらく米粒大のコンピューターチップ）を受けてはいけません。これは身元確認と売買に使用されます。刻印を受けてしまうと、自動的にサタンの王国に送られ、天国に行くことはできなくなります。このチップは体内の化学物質（DNA）を変化させ、おそらく自由な選択を奪ってしまうと考えられています。決して獣の像を崇拝してはいけません。決してイエスを否定してはいけません。本書の「獣の刻印」のセクションをご覧ください。
       
    

    
      神はあなたと個人的な関係を築きたいと願っています。そうです、神は誰とでも、どんな人とでも関係を築くことができるのです。神は神なのです！
       
    

    
      ヨハネ3:16
       
      神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。
       
    

    
      ローマ人への手紙3章23節
       
      すべての人は罪を犯し、神の栄光に達しないからです。罪は私たちを神から引き離します。罪の報いは死です。
       
      （神からの精神的な分離）
       
      ローマ6:23
       
      、23歳
       
       
       
      罪の支払う報酬は死です。しかし、神の下さる賜物は、わたしたちの主イエス・キリストにある永遠の命です。
       
      神は聖なる方（純粋で罪のない方）ですが、私たちは罪深いのです。神は罪を許すことができず、私たちと神の間には大きな隔たりが生じます。聖なる生き方をし、神の御業のために自分を聖別しましょう。
       
    

    
      世界中の他のすべての宗教指導者の中で、イエスだけが死からよみがえりました。
       
    

    
      私たちはイエスを心に受け入れなければなりません。ですから、キリストを受け入れるということは、自己から神へと立ち返り（悔い改め）、キリストが私たちの人生に来られ、私たちの罪を赦してくださることを信じることであり、それによって私たちはキリストとの個人的な関係を築くことができるのです。
       
    

    
      自分の心を見つめてください。神はあなたの心と、あなたがどんな人間であるかという真実を読むことができます。神の御心を行い、謙虚に神を求め、人生において何よりも神を第一にしているか確かめてください。家族でさえも！
       
    

    
      傲慢になってはいけません。傲慢は私たちを真実から遠ざけます。
       
    

    
      イエスは私たちの内に生きておられます。私たちは皆、神からそれぞれ異なる召命を受けています。私たちは、神が御国のために私たちに何を成し遂げてほしいと望んでおられるのか、その声に耳を傾ける必要があります。神は、私たちがこの世に召された使命を果たすことを望んでおられます。
       
    

    
      信仰をもって歩みなさい。恐れを抱かないでください。神、イエス、そして聖霊があなたの人生に深く関われば関わるほど、恐れは少なくなります。神はあなたをより深く守ってくださいます。信仰が深まるほど、あなたはより良くなります。
       
    

    
      多くのクリスチャンは神を求めていると思っています。しかし、実際には心からイエスを求めているわけではありません。戒律を守り、神の言葉を読み、自分のためではなく他人のために行動することは、神の言葉に合致しています。私たちは一部の人を騙すことはできますが、神を騙すことはできません。謙虚に生きましょう。高慢な心は神から出たものではありません。私たちは神の慈悲を求めて神のもとに行きます。高慢な心は謙虚でない心です。他の人々に慈悲と慈悲を分け与えましょう。命を救うためには、命を失わなければならないかもしれません。もし携挙がすでに起こっていたら、反キリストが権力を握っているので、救うことは難しいでしょう。多くの人が永遠の命を救うために、斬首によって地上の命を失わなければならないでしょう。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      悔い改めるのに遅すぎることはない（どんな罪でも）（46）
       
    

    
       
    

    
      だからこそ、イエスはあなたの罪のために死んでくださったのです。あなたが天国に行けるように。これがその意味です。あなたがすべきことは、自分の行いを悔い改め、同じ行いを繰り返さないようにすることだけです。あなたが心からそう思っているかどうか、神はご存知です。これが悔い改めの意味です。これが、イエスが私たち一人ひとりに与えてくださった救いという無償の賜物の意味です。
       
      コロサイ2:14
       
      私たちに不利で、私たちに反抗する法令の文書を消し去り、それを十字架に釘付けにして取り除き、 15. そして、支配と権威を奪い、それを公然と見せしめにして、それらに対して勝利を収められました。
       
    

    
      「あなたは罪を犯したことがありますか？」と尋ねると、答えは「私は良い人間です」です。すると彼らは言い訳を始めます。私は「あなたは罪を犯したことがありますか？」と繰り返します。すると彼らは、どうしてこんな質問をするのかと反抗するように声を荒げます。それから私は尋ねます。「あなたは嘘をついたことがありますか？鉛筆一本でも盗んだことがありますか？神の名をみだりに使ったことがありますか？結婚していない人と寝たことがありますか？」「もちろんです」と彼らは言います。「では、あなたは嘘つき、泥棒、冒涜者、姦淫者ということになりますね。神の定義によれば、私たちは皆罪を犯しています。
       
    

    
      私たちは神の義の尺度に従わなければなりません。神は預言者たちに聖書を書かせました。（そうです、宇宙の神は、ご自身が望む聖書を書くことができます。神は宇宙を創造したのですから。私は、本はもっとシンプルなものであるべきだと考えています。）私たちが神の国に入るにふさわしい善良さを持っていると思っても、それが神の国に入るにふさわしいとは限りません。私たちの善悪の概念は、聖書とは全く異なります。そうでなければ、携挙の後、私たちはここにいないでしょう。私たちは宇宙を創造した神のものではありません。なぜイエスは、私たちの「善良さ」の概念に耳を傾けるのでしょうか。
       
      イエスの救いの助けなしに天国に行けると自分を欺かないでください。
       
      これはあなたの宇宙でも、あなたが創造したものでもありません。天国に行きたいなら、この計画に従う必要があります。自分のルールではなく、神のルールに従わなければなりません。時間は限られています。
       
      私たちの罪は悔い改める必要があります。
       
      自分たちがどれだけ「良い」のかを議論するのは、ただ時間を無駄にするだけです。
       
      これらのルールは、時間の始まりから施行されています。
       
      口先だけで天国に行けるとでも思っているんですか？ まったく、あなたは思い違いをして、うぬぼれているだけでしょう。
       
      それを乗り越えて、今までにないほどに救いのために働き始めてください。私たちは終末の時代に生きています。
       
      もしあなたが問題を解決していないなら、あなたは艱難時代に取り残されるでしょう。もしあなたがこれらの問題を解決せずに死ぬなら、あなたはサタンの所有物となるでしょう。サタンは慈悲深いことで知られているわけではありません。
       
      死んで眠るなんてことはない
       
      私たちは
       
      神と共に終わるか、悪魔と共に終わるか
       
      これは常に霊的な戦いでした。この戦いはあなたの魂のためのものです。そして、やり直しはできません。
       
    

    
      でも私はいい人間だから、神様は私を地獄に行かせてくれないはずです。神様はそんな神様ではありません。おっしゃる通りです！イエスは私たちの救いのために死んでくださったのです。
       
      つまり彼は
       
       は
       
      天国か地獄かの選択を与える
       
      しかし、イエスはあなたの代わりに全てのことをしてあげることはできません。ルールブックには、イエスを信じ、悔い改め、悪い行いをやめなければならないと書かれています。隣人を自分と同じように愛し、すべての人を許してください。あなたが他人を許さないのに、どうしてイエスがあなたの罪を許してくれると期待できるでしょうか？そんなことはできません。あなたが自分の状況が他の人とは違うと思っているからといって、神は例外を作ることはできません。覚えておいてください。あなたはサタンがあなたに信じ込ませようとしているように、宇宙の中心ではありません。すべてがあなたやあなたの望み、やりたいことだけではないのです。サタンは私たち皆を彼の巣窟へと導いてきました。あなたは捕らえられるのでしょうか、それとも唯一の真の王と王国と共に天国に辿り着くのでしょうか？
       
    

    
      では、イエスの王国に生きるために、私たちに何が期待されているのかを確認するために、私たちが確認すべき聖書の規則は何でしょうか？十戒に従う必要があります。隣人を愛する必要があります。それは、私たちが彼らに扱われたいと思うように。
       
      皆を許してください。
       
      忘れる必要はありませんが、許す必要があります。
       
    

    
       
       
      さらに重要なルール:
       
       
       
      ガラテヤ6:19-21
       
      肉の行いは明らかです。それは、姦淫、不品行、汚れ、好色です。20. 偶像礼拝、魔術、憎しみ、争い、ねたみ、憤り、争い、分裂、分裂、そねみ、そのたぐいのものです。21 ねたみ、殺人、泥酔、遊興、そしてそのたぐいのものです。これらのことを行う者たちは神の国を受け継ぐことはありません。以前にも言ったように、今も言っておきます。
       
      1コリント6:9
       
      不義なる者は神の国を受け継がないことを、知らないのか。不品行な者、偶像を拝む者、姦淫する者、男色にふける者、男色にふける者、これらの者は惑わされてはならない。10. 盗む者、貪欲な者、酒に酔う者、ののしる者、ゆすり取る者は、神の国を受け継ぐことはない。
       
    

    
      なぜ私たちはこれらすべての罪から離れなければならないのでしょうか。私たちが自分の命をキリストに捧げるとき、私たちは一つの霊となるのです。
       
    

    
      1コリント6:17
       
      -
       
      20
       
      しかし、主に結ばれた者は一つの霊です。18. 不品行を避けなさい。人の犯す罪はすべて、からだを離れて犯すものです。しかし、不品行を犯す者は、自分のからだに対して罪を犯すのです。19. あなたがたは知らないのですか。あなたがたのからだは、神から受けてあなたがたのうちに宿る聖霊の宮であり、あなたがたはもはや自分自身のものではありません。20. あなたがたは代価を払って買い取られたのです。ですから、あなたがたのからだをもって、またあなたがたの霊をもって、神の栄光を現しなさい。これらは神のものです。
       
    

    
      私たちの体はキリストと一つです。神の国に入るには、聖なるものでなければなりません。例外はありません。
       
    

    
       
    

    
      唯一の真の宗教
       
      （47）
       
    

    
       
    

    
      神は全知です。神は嘘をつきません。聖書は神の真実の言葉です。
       
    

    
      聖書には善と悪、天国と地獄、神と悪魔があると書いてあります。
       
    

    
      地上だけでなく天国でも霊的な戦いが起こっています。
       
    

    
      キリスト教は、すべての大陸において、歴史上最も迫害されてきた宗教です。
       
    

    
      サタンは真の敵だけを迫害し、殺します。
       
    

    
      この宗教の真の信者はサタンに属さず、天国へ行くでしょう。この宗教はサタンに多くの魂を犠牲にするでしょう。すでにあなたの王国の一部となっている宗教を迫害する必要はありません。
       
    

    
      もしキリスト教が世界で最も迫害されている宗教であるならば、キリスト教こそがサタンの真の敵です。
       
    

    
      同類を分裂させたり、排斥したりすれば、王国は立ち行かなくなります。たとえ信仰が全く同じでなくても、クリスチャンは常に協力し合うべきです。
       
      マルコ3:24-27
       
      王国が内部分裂すると、その王国は存続できない
       
      家が内部で分裂すれば、その家は立ち行かなくなります。サタンが内部で分裂すれば、
       
      彼は立つことができない。彼の終わりは来た。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
      主の大いなる恐ろしい日（48）
       
    

    
       
    

    
      イエスの再臨を待っているなら素晴らしい
       
    

    
      イエスを待ち望んでおらず、聖書を信じていないならひどいことだ
       
    

    
       
    

    
      いわゆるクリスチャンの多くが、私たちが今まさに終末の時を迎えていることさえ理解していないのは驚くべきことです。私たちのほとんどは、そのことに気づいていません。確かに、私たちはこの出来事が起こるのを2000年も待ち続けてきましたが、これは聖書に記された預言であり、必ず成就します。それは神のタイミングで成就するものであり、あなたが信じるかどうかは関係ありません。神は、それがいつ来るかについて、私たちにヒントを与えてくださっています…。
       
    

    
      平和と安全と言われても…。
       
    

    
      イスラエルが再び国家となった後（1948年）、1948年より前に終末を迎えることは不可能だったでしょう。つまり、実際には私たちは76年間（2024年）しか待っていなかったことになります。
       
    

    
      ホセア書の預言――鳥、魚、そして動物の大量死。現在、このような出来事があまりにも頻繁に起こっているため、これだけでも私たちが今どのような時代に生きているかが伺えるかもしれません。
       
    

    
      終わりの日にイスラエルを四方八方から敵が取り囲むと書かれています。最後に見た限りでは、まさに今まさにそれが起こっていると思います。
       
    

    
      水が赤くなります。ここ数年、世界各地で少なくとも10回、水が赤く染まっています。
       
    

    
      兆候は星、月、そして空に現れるでしょう。今、私たちは4つの
       
      番目
       
      ブラッドムーン・テトラッド。これは、2年連続で4つのブラッドムーンが現れることを意味します。これらのブラッドムーンはすべてヘブライの祝日にあたりますが、これはキリストの誕生以来3回しかありません。
       
      nd
       
      1948年にイスラエルが国家となった時がその時でした。これが兆候でないなら、何がより良いと思いますか?
       
    

    
      私たち人間は限られた知識の中で、すべてが変わらず、人生も変わらないと信じ、願っています。過去にあったことは、永遠に変わることはありません。アメリカでは、南北戦争以来、実際に戦争を経験したことがありません。私たちは、この国はこれからも何も変わらないと思っています。確かに、変わっていないかもしれませんが、私たちは神の律法と道徳を無視してきました。この国はもはや、ジョージ・ワシントンの時代のように、神に捧げられた国ではありません。ですから、神はアメリカ合衆国への保護の手を離しています。私たちは創造主を無視し、その代償を払うことになります。私たちは皆、悔い改め、イエスのもとに立ち返る必要があります。もし過去に一度も信じたことがないなら、今こそ始める必要があります。
       
    

    
      神の破滅は近い将来に始まります。神は御子らを目覚めさせ、彼らが犯した過ちを悟らせます。そして、信じるすべての人々にとって、創造主、王、父、花婿として君臨します。残りの者たちは地獄に落とされます。あなたは、地獄に落とされると言われるのが嫌かもしれません。しかし、それについて行動を起こすのに遅すぎるということはありません。神のルールブックは聖書であり、神が時の初めに定めたルールに従いたいなら、今日こそがそうする絶好の機会です。
       
    

    
      振り返ってみると、すべては実に簡単です。将来、私たちはイエスの再臨につながるあらゆる兆候を目にするでしょう。そして、なぜこれほど多くの人がそれを見逃したのか理解できないでしょう。今、その答えをお伝えしましょう。私たちがこれらの兆候を見逃してきたのは、世界の政府が様々なレベルで真実を語ってこなかったからです。もし彼らがすべてを語っていたら、聖書（キリスト教）こそが唯一の真の宗教であると説いていたはずです。しかし、サタンは聖書を汚し、神の言葉から多くの派生語を作り出し、真の言葉として通用しないようにしました。すべての宗教にはある程度の真実が含まれていることを忘れないでください。キリスト教から逸脱している部分こそ、精査する必要があるのです。
       
    

    
       
    

    
      ニビル - 惑星X (49)
       
    

    
       
    

    
      政府は、ニビル（惑星X）とそれに付随する天体が2020年から2030年（最良の推測）の間に太陽系に到着することを知っています。「ニビル」は1980年代にロバート・ハリントン（当時の米国海軍天文台、ジェット推進研究所の所長）によって発見されました。ハリントンと他の天文学者たちは、冥王星は彼らが観測しているような太陽系に影響を及ぼすほど大きくないことを知っていました。1980年代に探査機が送り出され、発生している摂動を引き起こしている可能性のあるより大きな物体を探しました。探査機の情報が戻ってきたとき、新しい太陽系が見つかり、約40年後に到着する予定でした。政府がこれを一般向けにはしない決定をするまで、主流の雑誌には彼らの発見について語る記事が10件近く掲載されました。ロバート・ハリントンとザカリア・シッチンは、これらの天体について、そしてそれらがシッチンの古代の石板、絵画、そして過去の歴史記録に関する研究とどのように結びついているかについて、録音されたインタビューを行いました。（Yandex.comで「Sitchin Harrington planet」を検索してください）
       
    

    
       
    

    
      信じられないかもしれませんが、すべてが止まり、人々は仕事を辞め、人生は大きく変わっていただろうと、私もよく分かります。だから、この件に関するそれ以上の情報はすべて隠蔽されたのです。ハリントンは急速に進行する癌を患い、その後まもなく亡くなりました。最近、多くの人が空に二つの太陽の写真を撮ってYouTubeに投稿しています。おかしな話ですが、私が学生時代に太陽が二つあると習った覚えはありません。
       
    

    
       
    

    
      したがって、何が起こっているのかを本当に伝えられると思っているのであれば、もう一度考えたほうがよいでしょう。
       
    

    
      ニビルは、多くの惑星、彗星、衛星、太陽、その他の天体からなる惑星系です。聖書にも登場するニガヨモギは、微細な赤い塵（ヒ素）をまき散らす彗星/惑星であり、地球の3分の1に降り注ぎ、水の3分の1を汚染すると言われています。
       
    

    
      黙示録 8:10-12 欽定訳
       
    

    
      
    

    
      （黙示録は聖書の未来的/終末の書であることを思い出してください）
       
    

    
      10
       
      そして第三の天使がラッパを吹くと、
       
      天からの偉大な星
       
      、
       
      まるで燃えている
       
       
       
      ランプ
       
      、そしてそれは
       
      川の3分の1
       
      、そして水の源の上に。
       
      11
       
      そして、
       
      星はワームウッドと呼ばれています
       
      ：そして
       
      水の3分の1はニガヨモギになった
       
      ;そして多くの人が水で死んだ。
       
      苦くした
       
      。
       
      12
       
      第四の御使がラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の三分の一が打たれ、月の三分の一と星の三分の一も打たれた。それで、それらの三分の一は暗くなり、昼の三分の一は光を失い、夜も同様であった。
       
    

    
      この惑星系が到来すると、あらゆる火山活動と地震が激しさを増すでしょう。地球の中心核はますます加熱され、地球全体でさらに多くの火山が噴火するでしょう。氷塊が溶け始め、地下水位が上昇します。陸地が移動し、巨大な地震と土地の荒廃を引き起こします。火の玉が空に散らばり（それに伴う大規模な破片のフィールドのため）、大気圏に入ると、多くの火災による荒廃を引き起こします。将来的には、津波が沿岸地域を襲い、陸地の大部分を覆います。気象パターンが変化し、季節の変化、大規模な洪水、耐え難い暑さを引き起こします。竜巻やハリケーンは、これまで見られなかった特定の地域で見られ、接近するにつれて強度が増すでしょう。ニビルは悪魔が住む惑星/彗星として宣伝されてきました。もしこれが事実なら、私たちは厳しい現実に直面することになるでしょう。エイリアンは悪魔なので、友達にしないことをお勧めします。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      100年で何が変わったか見てみよう
       
      （50）
       
    

    
       
    

    
      セックスする前に結婚するだろう
       
    

    
      大量に飲酒したり薬物を摂取したりすることは良くないと考えられていた
       
    

    
      誠実さ、正義の性格、そして言葉には意味があった
       
    

    
      困っている人は助け合うだろう
       
    

    
      子供たちは親を尊敬し、口答えをしなかった
       
    

    
      性転換、実験、望む時に望む相手と寝ることは、神聖な選択肢ではなかった
       
    

    
      私たちは、ニューエイジのように、個人的なニーズに合わせて宗教を混ぜたり組み合わせたりすることはありませんでした。社会の都合に合わない聖書の部分を変更することもありませんでした。ほとんどの人は信仰に従い、それに忠実に従いました。
       
    

    
      私たちは実際に従う信念体系を持っており、間違ったことをしたときはそれを知り、自分の行いを後悔していました。
       
    

    
      私たちは他人を許し、それによってより良い人間であるとみなされるでしょう。
       
    

    
      軍のために働くことは特別な意味を持っていました。今では、誰の安全を守っているのかさえ分かりません。彼らは本当に誰のために働いているのでしょうか？
       
    

    
      家族は大切な存在であり、緊密な絆で結ばれていました。皆、決まった時間に夕食をとり、その日の出来事を語り合いました。食卓で気を散らすようなものを持つのは、極めてマナー違反とされていました。夕食は家族にとって、絆を深める時間でした。
       
    

    
      私たちは学校で毎日神への忠誠の誓いを立てました。星条旗を歌うことを誇りに思い、愛国心を持っていました。アメリカ国旗を汚すのは犯罪でした。
       
    

    
      教会は火と硫黄について説教し、献金箱が説教と結び付けられることを心配していませんでした。
       
    

    
      私たちは外へ出て自転車に乗ったり、ブロックの周りをローラースケートしたり、ゴーカートで遊んだりしても、誘拐される心配はありませんでした。
       
    

    
      何百万人もの胎児を殺したのは、酔っ払って適切な予防措置を忘れたからではありません。私たちは実際には、誰と性交したのか、その人の名前と電話番号を覚えていました。
       
    

    
      私たちは実際に近所の人たちと話をしました
       
    

    
      \
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      
         
        

          
      
      サタンのヨブ（51）
       
    

    
       
    

    
      サタンの仕事
       
      彼は、触れるものすべてを嘘をつき、騙し、偽りを伝え、堕落させ、汚すことを信条としています。
       
      だからこそ、これほど多くの宗教が存在するのです。少し考えてみましょう。世界で最も迫害されている宗教は何でしょうか？それはキリスト教です。
       
      サタンは自分の王国に向かう宗教を迫害することはないだろう。
       
      マタイ12:26、もしサタンがサタンを追い出すなら、サタンは内部で分裂することになります。それでは、彼の王国はどうして存続するでしょうか。
       
    

    
       
    

    
      サタンは神は唯一であり、忠実なクリスチャンだけが天国に行けることを知っています。だからこそ、現代​​では多くの宗教が存在するのです。サタンは他のすべての宗教が彼の王国への切符であることを知っているのです。そして、終末の時代に最も大きな問題を引き起こすのは、これらの宗教の人々だと知っています。終末の時代には、神の王国へと向かう途上にあるクリスチャンに対する迫害が激化するでしょう。
       
    

    
       
    

    
      はい、私たちは50年で長い道のりを歩んできました。
       
      しかし残念ながら、私たちは間違った方向へ進んでしまいました。確かに、あなたはいとも簡単に当たり前になってしまったことを続けたいと思うでしょう。しかし、あなたは、自分があまりにも堕落してサタンに属しているのか、それとも少しの努力でイエスに属するのか、決断しなければなりません。二つの王国は全く異なります。一つは
       
      一方は闇であり、もう一方は光です。
       
      各王国から少しずつ選ぶことはできません。そのようには機能しません。
       
      死ぬと2つの目的地のどちらかに行く
       
      （永遠の眠りという選択肢はありません。）あなたは天国に行くか、地獄に行くかのどちらかです。現状維持を続けると、サタンの王国に落ちてしまいます。これはサタンが長年私たちに対して計画してきたことです。だからこそ、サタンは私たちの道徳観を堕落させてきたのです。神の王国は、この地球を覆う道徳の退廃と汚れよりも、もっと多くのものを創造物に期待しています。
       
      この地球はサタンの領域でした。
       
      これで、なぜすべてがそうなっているのかお分かりでしょう。サタンは素晴らしい仕事をしました！私たち人間は、生と死の間に物事がどのように機能するのかを完全に理解していないかもしれません。天界では、私たち一人一人の魂をめぐって戦いが繰り広げられています。この戦いは今まさに繰り広げられています。結局のところ、あなたはサタンかイエスのどちらかに属することになります。また、なぜこれほど多くのアメリカ人が悪魔に関して無神論者になっているのでしょうか？聖書の神を信じながら、聖書の悪魔を信じないということは、どうして可能なのでしょうか？あなたの選択は永遠です。どちらかを選ぶときは、賢明に選んでください。
       
    

    
      神はソドムとゴモラ、そしてノアの世代の堕落を清めました。今度は私たちの番です。聖書の終わりは、私たちの目的地へと向かって、まさに全力で進んでいます。
       
    

    
       
    

    
      神が存在するのと同じように、サタンも存在します。
       
    

    
      サタンの仕事は神について嘘をつくこと、そして神との関係において私たちが何者で何者であるかについて嘘をつくことです。地獄と天国について嘘をつくことです。地獄のことを心配する必要がなければ、私たちは何でもできるのではないでしょうか。サタンはこれまで素晴らしい仕事をしてきたと言えるでしょう。彼は聖書を改変し、あなたの特別な必要性に応じて例外を作ることに成功しました。あなたが望む宗教を選び、真実で愛に満ちた神に決して会わないようにしましょう。嘘をつくことは問題ありません。誰もがそうします。成功するには嘘が必要です。あなたが望まない者を殺せば、私たちはそれを戦争と呼び、それに関与し参加することが私たちの義務だと言います。偶像を作り、それに祈りましょう。それを「ニューエイジ」的なものにしましょう。「クリスラム」と呼ぶこともできるかもしれません。私たち全員が、サタン自身がでっち上げたこの存在しない人物に祈ることができます。地獄がこんなに近くにあるうちに、地獄行きの列車に乗ってもいいでしょう。あるいは、隣人や友人、上司と一緒に寝るのはどうでしょうか。それが正しいと思えるからです。私たちは一生懸命働いています。ストレスを解消する必要があります。あるいは、同性と寝るのはどうでしょうか。もちろん、それも構いません。盗みは、私は絶対にしません。しかし、あなたはタイムカードをごまかし、働いていない時間で請求書を水増しし、ホテルのタオルをたくさん持っていて、絶対になくさないからと、そのタオルを盗みます。あるいは、嫉妬はどうでしょうか。自分が何者で、何を持っているかに決して満足しません。なぜ他の人が持っているものを欲しがらなければならないのでしょうか。手の届かないものを求めて努力し続けます。私たちを早く墓に送るために、24時間休みなく働き続けます、そして何のために？5秒で時速120マイル（約190キロメートル）で走れるピカピカの新車です。渋滞していない1マイル（約1.6キロメートル）の道路を見つけることができれば幸運です。私たちは自分の持ち物で自分がどれほど重要かを示す必要があるのでしょうか。サタンは私たちに間違った優先順位と目標を与えることに成功しました。それとも両親はどうだろう。どうして私に家族や仕事への貢献を期待するんだ？ここに住んでいるからといって、貢献すると決めたわけじゃない。もしかしたら、裁判の結果に少しでも影響を及ぼせるかもしれない。私の方が両親よりお金が必要なんだ。もしかしたら、私は少し悪態をつきすぎているのかもしれない。主の御名をみだりに使う時。主は本当に、私が本気で言っていないことを知っている、そうでしょう？
       
    

    
       
    

    
      ああ、そうだ、サタンはこの世代に大きな打撃を与えた。この100年で、どれほど遠くまで来てしまったか。かつては互いを思いやり、信念を持ち、道徳観念を持ち、至高の存在を信じていた世代が、今ではただ自分自身を信じるだけの個人になってしまった。「私、私、私」。私たちのエゴは私たちを追いかけ、私たちの注意と真のアイデンティティを貪り食っている。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      真実 (52)
       
    

    
       
    

    
      貪欲、利己主義、他人への思いやりの欠如、そして隣にいる人への思いやりの欠如こそが、この社会の衰退を招くのではないかと、時々思うことがあります。（今存在する他の何百もの問題と共に）
       
    

    
      出会う人々に、今まさに目の前で起こっている出来事を語りますが、返ってくるのは学校で習った議論、疑問を生むだけの質問、自分が賢く見えるようにと口にする科学的なたわ言です。私たちの人間性は、誰が誰を、最も速く、最も機敏に、最も巧妙に貶められるかにかかっているのでしょうか？私たちはもはや宇宙の創造主を信じていないのでしょうか？科学は常に思考を変えるのが得意です。そして次の世代は、政府や権力にとってさらに都合の良い別のアジェンダを唱える誰かが現れるまで、その嘘を植え付けられるのです。
       
    

    
       
    

    
      地球は平ら…いや、違う…丸い。神は宇宙の至高の創造主…いや、違う、すべてを創造したのはビッグバン理論だ。でも、新しい科学者たちが現れて、ビッグバンは間違っているかもしれないと言う。次は何を言い換えるのだろうか。真実はどうなんだろう？
       
    

    
       
       
    

    
      私たちに欠けているのは…真実です。真実はいつから時代遅れになったのでしょうか？この人生で、真実と嘘と欺瞞の半分しか前に進めないと感じた時でしょうか？神が嘘つきを憎むのも無理はありません。私はこの世代のために涙を流します。事実を重んじる神もまた涙を流しています。神は正しい者を呼び出し、残りの者たちに知らせ、私たちに警告を与え、神の王国に属する人々のために戻ってくることを前もって告げています。信者、他者を思いやる者、そして知らない人のために命を懸ける者。神は人の心を読むことができます。あなたが誰で、何をしてきたか、そしてあなたが永遠に神と共にあるべきタイプの人間であるかどうかを神は知っています。私たちが神にふさわしくないのなら、なぜ神は私たちと永遠に共に生きたいと願うのでしょうか？悪い借家人のように思え、あなたは決して追い出すことができません。
       
    

    
       
       
    

    
      「神様が戻ってくるまで2000年もかかったのに、なぜ今なの？」というような質問を受けます。
       
    

    
      答え：聖書は文字通りに完成されなければならない文書です。神は正確であり、神が言葉を発すると、それは存在し、必ず成就します。聖書最後の書である黙示録は、神の言葉の成就となるでしょう。それは歴史のどこかの時点で起こらなければなりませんでした。なぜ今ではないのでしょうか？
       
      マタイ5:18 欽定訳
       
      : よく言っておく。天地が過ぎ去るまでは、律法の一点一画も過ぎ去ることはなく、すべてが成就する。
       
    

    
       
    

    
      神は、私たちが星、月、空に兆候を求めることができるとおっしゃいました。聖書が完成するまでに、多くの預言が成就しなければなりませんでした。1948年にイスラエルが建国された後、これは大きな成就となり、時が終わりに近づいているという最初のヒントを与えてくれました。例えば、ホセア書の預言は、終末期に動物（魚、鳥、野生動物）がすべて死ぬと述べています。これはここ10年間で起こり始めており、年々深刻化しているようです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      キリスト教カトリック教徒は注意せよ - フランシスコ教皇の声明: (53)
       
    

    
       
    

    
      フランシスコ教皇は、この終わりの日に、反キリスト（聖書では偽預言者と呼ばれている人物）を招き入れるために利用されるだろうと私は信じています。また、彼が最後の教皇になる可能性もあると考えています。世界は真実を拒絶しているため、真実に対してあまりにも盲目です。
       
    

    
       
    

    
      フランシスコ教皇の声明:
       
    

    
       
    

    
      声明： 
       
      善行をする無神論者は救済される
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
       
       
      ローマ10:9
       
      9
       
       
       
      もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神がイエスを死人の中から復活させたと信じるなら、あなたは救われるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      アクション： 
       
      フランシスコ教皇は、世界中の人々が調和を保てるよう、「世界統一」宗教（クリスラム）の確立を目指している。
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
       
       
      出エジプト記 20:3-5
       
      、3
       
       
      わたしの前に他の神々があってはならない。
      4
      あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水の中にあるものの、どんな形のものも造ってはならない。
      5
      あなたは彼らにひれ伏してはならない。また彼らに仕えてはならない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神だからである。わたしを憎む者には、父の咎を子孫に三、四代まで報いるであろう。
    

    
       
    

    
      フランシスコ教皇の声明:
       
      ダーウィンの進化論は受け入れられる教えであるだけでなく、ダーウィンの進化論とビッグバンは神が生命と宇宙の創造主であることと矛盾しないという点も理解しています。創世記で神の創造について読むとき、私たちは神が魔術師であるかのように想像してしまう危険性があります。
       
    

    
      聖書は言う
       
      創世記1:1-3
       
       
      1 初めに神は天と地を創造された。
      2
      地は形がなく、むなしく、深淵の面には暗黒があった。神の霊は水の面を動かしていた。
      3
      そして神は「光あれ」と言われた。すると光があった。
    

    
      声明： 
       
      「イエスと個人的な関係を持つことは危険だ」
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
      聖書は（神の言葉を通して）神にとって何が大切かを教えてくれます。そして、神との関係を築くということは、その源泉に近づくために時間を過ごすことを意味します。私たちは神の似姿として創造されたのですから！
       
    

    
       
    

    
      声明： 
       
      同性愛について、教皇はこう述べています。「私が同性愛者を裁く資格があるでしょうか？このことで人々を疎外すべきではありません。彼らは社会に統合されなければなりません。」
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
       
       
      ローマ人への手紙1:26-28
       
      、
       
      26
      このため神は彼らを卑しい情欲に引き渡した。彼らの女たちさえも自然の用を自然に反するものに変えたからである。
      27
      同じように、男たちも女との自然な交わりを捨て、互いに情欲を燃やし、男同士でみだらな行いをし、その過ちの当然の報いを身に受けた。レビ記20:13
       
       
      13
       
      男が女と寝るように男と寝るなら、二人とも忌まわしい行いをしたことになる。彼らは必ず死刑に処され、その血は彼らに帰する。28そして彼らは神を自分の知識の中に留めておくことを好まなかったので、神は彼らを神の御心に委ねられた。
      堕落者
       
       心 
      、都合の悪いことをする。
       
    

    
      声明： 
       
      フランシスコ教皇は、「イエスは私の師であり、私の牧師です。しかし、父なる神、アッバは光であり、創造主です。これが私の存在です。」と述べました（これはイエスが神ではないことを示唆しています）。
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
       
       
      ヨハネ20:27-28
       
      （復活後、疑いを持ったトマスはイエスを見た
       
      27
      それからイエスはトマスに言われた、「あなたの指をここにつけて、わたしの手を見なさい。また、あなたの手をここに伸ばして、わたしのわきにさし入れてみなさい。信じない者にならないで、信じる者になりなさい。」
      28
      するとトマスは答えて言った、「わたしの主、わたしの神よ。」
      ヨハネ10:29-33
       
      、
       
      29
      わたしに彼らをお与えになったわたしの父は、すべてのものよりも偉大です。だれも、わたしの父の手から彼らを奪い去ることはできません。
      30
      私と父とは一つです。
    

    
       
    

    
      声明： 
       
      誰もが自分なりの善悪の考え方を持っており、自分が考える善に従い、悪と戦うことを選択しなければなりません。それだけで、世界をより良い場所にすることができるでしょう。
       
    

    
      聖書にはこうあります:
       
       
       
      出エジプト記 20:1-17
       
      、
      20 そして神はこれらすべての言葉を語って言われた、
      2
      わたしはあなたの神、主である。わたしはあなたをエジプトの国、奴隷の家から導き出した。
      3
      わたしの前に他の神々があってはならない。
      4
      あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水の中にあるもののどんな形も造ってはならない。
      5
      あなたは彼らにひれ伏してはならない。また彼らに仕えてはならない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神だからである。わたしを憎む者には、父の咎を子孫に三、四代までも報いるであろう。
      6
      わたしを愛し、わたしの戒めを守る者には、慈悲を千代まで施すであろう。
      7
      あなたは、あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。主はその名をみだりに唱える者を罰せずにはおかれないからである。
      8
      安息日を覚えて、これを聖なる日として守りなさい。
      9
      あなたは六日間働いて、あなたのすべての仕事をしなければならない。
      10
      しかし、第七日はあなたの神、主の安息日である。その日には、あなたも、あなたの息子、娘、男奴隷、女奴隷、家畜、またあなたの町内にいる寄留者も、いかなる仕事もしてはならない。
      11
      主は六日の間に天と地と海と、その中にあるすべてのものを造り、七日目に休まれた。それゆえ、主は安息日を祝福して聖別された。
      12
      あなたの父と母を敬いなさい。そうすれば、あなたの神、主があなたに与える土地で、あなたの命が長く続くであろう。
      13
      汝、殺すなかれ。
      14
      姦淫してはならない。
      15
      盗んではならない。
      16
      隣人に対して偽証してはならない。
      17
      あなたは隣人の家を欲しがってはならない。隣人の妻、男奴隷、女奴隷、牛、ろば、また隣人の所有するすべての物を欲しがってはならない。
    

    
       
    

    
      もし誰かがキリストを支持しないなら、定義上、その人は反キリスト（キリストに反対する者）です。
       
    

    
      サタンは嘘をつき、半分しか真実を語らず、人を欺く…これがサタンの本質です。教皇がキリストに反対しているのでなければ、なぜわざわざこんな信じられないような発言をするのでしょうか？私が教皇について話していることをすべて調べてみてください。これらはすべて真実です。イエスは人間に従うなと言いました。神の言葉、神の書である聖書に従うのです。
       
    

    
       
    

    
      クリスマス
       
      福音伝道師フランシスコ教皇とモハメド・ビン・ザイドは、
       
      イエスを神ではなく預言者に格下げする世界宗教
       
      この宗教は反キリストのために世界舞台を準備している。フランシスコ教皇が設立したカトリック・イスラム諸宗教協議会によると、この一つの世界の本部は2022年に開設され、モスクと教会を統合した新たなイスラム教本部は、署名された契約に基づいて開設された。
       
    

    
      クリスラムは、キリスト教とイスラム教の原則と実践を、一つの統一的な神学的視点に融合させようと試みます。両宗教の間には大きな違いがあり、決して融合することはできません。なぜなら、両宗教の融合は反キリストとなるからです。
       
    

    
       
    

    
      注意してください！警告しました：
       
    

    
      現教皇は現在、世界統一宗教「クリスラム」を創設しようとしています。この包括的な宗教は、地球上のあらゆる宗教を歓迎します。すでに130カ国以上が、この宗教の創設を発表する時が来たと判断し、加盟を表明しています。イエスは神への唯一の道です。では、包括的な宗教が聖書に則っていると言えるでしょうか。第一戒律は「わたしのほかに、何の神もあってはならない」です。では、なぜ教皇は（反キリストか偽預言者でない限り）、あらゆる宗教をイエスよりも優先させるような宗教を創設するのでしょうか？
       
    

    
      クリスラムでは、イエスは単なる預言者であり、神ではありません。イエスに祈っているのが見つかった場合、クリスラムの規則に違反したとみなされ、斬首刑に処される可能性があります。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      神は私を地獄に送ることはないだろう、本当にそうだろうか？（54）
       
    

    
       
    

    
      「私が信じるどんな神も、私を地獄に行かせるはずがない。私はいい人間だ！何も悪いことはしていない。」だからこそ神は、私たちが地獄から逃れる道を用意してくださったのです。
       
    

    
      神の御子イエスは十字架で亡くなりました。そのおかげで、私たちはすべての罪を赦されるのです。神は私たち皆を深く愛しておられます。多くの人は自分には罪がないと思っていますが、実は罪があります。アダムとイブのせいで、私たちは罪を持って生まれました。もしあなたが嘘をついたことがあるなら、あなたは罪を犯しています。もしあなたが誰かを情欲の目で見たことがあるなら、あなたは罪を犯しています。もしあなたが何かを盗んだことがあるなら、あなたは罪を犯しています。もしあなたが婚外の人と寝たことがあるなら、あなたは罪人です。お分かりでしょう。
       
    

    
      しかし、この無料ギフトには落とし穴があります。
       
    

    
      あなたはイエス・キリストが十字架上で死んで血を流したことを信じなければなりません
       
    

    
      3日後に彼が復活したことを信じなければなりません
       
    

    
      あなたはすべての罪を悔い改めなければならず、過去に戻って許しを求めてはいけません。
       
    

    
      イエスにあなたの人生を捧げて彼の王国に受け入れられるかどうか尋ねてください
       
    

    
      イエスを信じなければ、あなたは自動的にサタンの独裁政権の一部となるでしょう（死んで永遠に眠るなどということはありません）。ですから、死んだら地獄に落ちます。それはあなたの選択です。そこで自由意志が働きます。それはあなたの選択ですから、賢明な選択をしてください。私たちの地球での存在は終わりを迎えようとしています。
       
    

    
       
    

    
      追伸：もしこれが馬鹿げていると思うなら、そしてここで言われていること以上のことを知っているなら…最近はどうですか？政府機関は皆私たちに嘘をつき、ニュースは敵の所有物であり、学校制度は真実ではなく、彼らが私たちに知ってほしいことだけを教えているという事実を受け入れてください。エイリアンは地球を支配している悪魔です。ずっと前からそうでした。
       
      2コリント4:4
       
      サタンはこの世の神です。
       
      イエスは、共にいたいと思う被造物のために戻って来られます。この世の王国を捨て、神にふさわしい者となることは非常に重要です。市民権を速やかに取得してください。神の道、儀礼、命令、そして裁きを速やかに学ばなければなりません。神はあなたを愛しておられ、常にそうしてこられました。
       
      要約:
       
       
       
      自由意志
       
      原因
       
      あなたの行動
       
      、あなたが誰であるか、そして死後にどこに住むかを決定します。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      今知っておくべきこと！（55）
       
    

    
      
         
        

          
      
      悪魔、宇宙人、堕天使、おやまあ！
       
    

    
      オーブやエイリアンの乗り物（あらゆる形、色、大きさ）には近づかないでください。危険で信用できません。悪魔は聖書に登場します。聖書が正しければ、あなたも悪魔を見ることになるでしょう。悪魔はエイリアンです！もしあなたがざっと読み飛ばしていたら、もう一度言いますが、悪魔はエイリアンです。彼らはあなたの友達ではありません。
       
    

    
       
    

    
      獣の刻印
       
    

    
      獣の刻印（RFIDチップ - 無線周波数識別装置）を受けてはいけません。いずれは右手か額に必要になります。たとえ飢えていても、受けてはいけません。受けなければ殺されるとしても…受けてはいけません。この刻印を受け入れることは、サタンをあなたの主と認めることです。この獣の刻印を受けるなら、イエスはあなたを御国に入れません。あなたは獣に支配され、DNAが変化し、魂はサタンに支配されるでしょう。死後、あなたの行き着く先は地獄です。
       
    

    
       
    

    
      ノアのDNAを除くすべてのDNAが汚染されていました。だからこそ神は、地球に再び人類を住まわせることができる少数の人々を救うために、ノアに巨大な船を造らせたのです。「エノク書」は、どのようにしてすべてのDNAが汚染されたのかを理解する助けとなります。オンラインで見つけることができます（まだインターネットや電気が通っているなら）。
       
    

    
       
    

    
      今後数年間、多くの疫病や伝染病が発生するでしょう。「安全だ」と言って注射を勧めてくる人たちを信じてはいけません。これらの病気は、あなたを怖がらせ、不安にさせるために作られたものです。確かに危険ですが、もっと危険なのは、あなたが神との関係を築けていないことです。祈りと神の言葉を読むことを通して健全な関係を築くことで、神の保護を祈り、イエスの血で覆われることができるでしょう。mRNA注射や最新のテクノロジーはすべて避けてください。多くの場合、それらは助けるよりもむしろ害を及ぼすために存在しているからです。
       
    

    
       
    

    
      悪霊は「神の言葉」を嫌います。また、イエスの名を声に出して唱えることも嫌います。イエスの名を使って「出て行け」と命じれば、悪霊は逃げ去ります。もし何らかの理由でイエスの名を口にできないなら、心の中で唱えましょう。聖書（旧約聖書と新約聖書）を学びましょう。祈り、悔い改め、主に寄り添いましょう。イエスの名を使ってください（ヤシュアはイエスの名にも、ヤハウェは神の名にも使われます）。
       
    

    
       
    

    
      地球の歴史、物理学、そして知識の多くは悪魔によって汚されてきました。サタンの仕事は、人々を惑わし、嘘をつくことです。サタンは何千年もかけて、信奉者や指導者を高位に就かせてきました。ですから、私たちは皆、嘘をつかれてきたのです。
       
    

    
       
    

    
      神は何を望んでいるのか？
       
    

    
      神はあなたが神（あなたの創造主）について学ぶことを望んでおられます。神の王国に入るためには、あなたが罪を犯さないように願っておられます。神は間もなく新しい王国を開かれ、あなたがその一員となることを望んでおられます。世俗的なものから離れて、この世のものを欲しがらないでください。例えば、買い物、仕事、車、休暇などです。すべての時間を主について学ぶことに費やしてください。他の人を助けてください。自分が扱われたいと思うように、すべての人に接してください。共に働き、すべてを許し、互いに愛し合いましょう。
       
    

    
       
    

    
      神はあなたの心と考えを読むことができます
       
    

    
      神はあなたの思考、魂、意図、そして行いを読むことができます。神に至る道はまっすぐで狭い道です。その狭い道こそがイエスへと導く道です。狭い道とは、より困難で、より正義に満ち、より愛に満ち、より優しい道であり、選ぶのがより難しい道かもしれません。なぜなら、その道はあなたの命を終わらせるかもしれないからです。いずれにせよ人生は終わり、永遠の命はすぐそこです。なぜなら、キリストには死がないからです。非キリスト教的な音楽を聞くのをやめましょう。ペースを落とし、テレビを見るのをやめましょう。もし携挙がすでに起こったなら、あなたはイエスと、彼の王国へ至ることだけに集中する必要があります。
       
    

    
       
    

    
      イエスへの信仰
       
    

    
      天国へ行く唯一の方法は、主であり救い主であるイエス・キリストを信じることです。悔い改め、礼拝、そして神の御言葉を知ることは、神にとって最も重要です。もしこれがあなたにとって受け入れ難いことであれば、何もする必要はありません。あなたの魂は今、サタンの手に委ねられています。死後、あなたは地獄に投げ込まれ、永遠の苦しみを受けます。だからこそ、イエス・キリストはあなたの罪のために（あなたがイエス・キリストを信じる限り）死んでくださったのです。そうすれば、あなたは地獄に行かずに済むのです。脅されても動じないと言う人もたくさんいます。私は脅しているのではなく、天国に行けるかどうかの「ルール」をお伝えしているのです。もし私の話に興味がないなら、もう読むのをやめてください！
       
    

    
       
    

    
      覚えておいてください、あなたの体はただの体です。しかし、あなたの魂は永遠に続きます。死後、行き先は二つしかありません。一つは天国、もう一つは地獄です。やり直しはできません。永遠とは長い時間であり、永遠の眠りという神話はまさにその通りです。
       
    

    
       
    

    
      天国への唯一の道は、イエス・キリストを通してです。他の神や偶像を通してではありません。あなたは、悪魔に屈服するか、神を知るかの選択を迫られます。すべての無神論者／不可知論者は、死後、悪魔が彼らの魂を奪ったという事実に、無情にも目覚めさせられます。たとえ彼らが世界で最も素晴らしい人であろうと、それは問題ではありません。なぜなら、イエスをあなたの主であり救い主として受け入れなければ、あなたは彼の家に招かれないからです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      天国に行くには、イエスを信じてください。イエスがあなたの救いのために十字架で亡くなられたこと、肉体を持って生まれ、3日後に復活されたことを信じてください。神はあなたの心を量り、あなたが口で言ったり告白したりすることが真実かどうかご存じです。イエスが神の独り子であることを信じ、罪を悔い改めてください（私たちは罪を持って生まれています）。許しを請い、あなたの人生をイエスに捧げてください。あなたがすべきことは、（もしできるなら）ひざまずいて、あなたが犯した罪を許していただくように神にお願いすることだけです。それらの罪に戻ってはなりません。あなたが心からそう思うなら、イエスはあなたを許してくださいます。神に祈るときは、常に「イエスの名において」と唱えてください。
       
    

    
       
    

    
      常にイエスのために立ち上がりなさい。もしあなたの命が危険にさらされ、生き残るためにイエスを非難する必要があると感じたとしても、そうしてはいけません。もしそうしたら、イエスはそれを知ってしまいます。それは許されることではありません。
       
    

    
      マタイ10:32-33
       
      、
       
      32
       
      だから、わたしを人々の前で公にする者は、わたしも天にいますわたしの父の前で公にするであろう。
       
      33
       
      しかし、だれでも人々の前でわたしを否む者を、わたしも天にいますわたしの父の前で否むであろう。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      水域または沿岸地域
       
    

    
      沿岸地域や大きな水域から離れてください。多くの変化が起こり始めます。近い将来、多くの海岸線が消滅するでしょう。川が集落を飲み込み、多くの人々を溺れさせるでしょう。いつかポールシフトが起こるでしょう。惑星のような物体であるニガヨモギが、赤い塵を地球に降らせます。ニガヨモギは苦味を意味します。肌に触れると毒のように作用します。アーモンドは苦味があり、この物体はヒ素を主成分としています。聖書には、この物体が地球上の水の3分の1を汚染すると記されています。
       
    

    
       
       
    

    
      アイドル
       
    

    
      あらゆる偶像から遠ざかってください。例えば、ヨガ、仏陀、ニューエイジ、超能力者、自己崇拝、貪欲、暴食、天使（天使は創造物であり創造主ではないため）への祈り、マリア（マリアはイエスの母ですが神ではありません）、占星術、魔女などです。
       
    

    
       
    

    
      厳密に言えば、イエス、神、聖霊（三位一体、つまり三位一体の神）です。偽りの神々が現れるでしょう。彼らは素晴らしく、あなたを騙すための多くの策略を企てているでしょう。騙されてはいけません。イエスは地上で愚かな策略を弄ぶことはありません。イエスは魂の鑑定のためにあなたの前に現れ、自分が実在することを知る助けとなるでしょうが、神のふりをして地上にいるわけではありません。それは反キリストであり、偽預言者と共に大衆を騙すのです。艱難時代を迎えるために地上に残された人々のほとんどは、彼に完全に魅了されるでしょう。信じられないかもしれませんが、一部のコンピューターゲームやディズニー映画には、非常に邪悪なものがあります。行動や視聴には十分注意してください。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      聖書と罪を捨て去ること
       
    

    
      たとえ取り残されたとしても、すべてが失われるわけではありません。聖書の教えを忠実に守りましょう。結婚していない限り、他人と寝てはいけません。同性愛は禁止。嘘は禁止。すべての人を愛しましょう。過去も現在も、誰に対しても恨みを抱かないでください。許しましょう。つまり、罪を犯さないということです。
       
    

    
       
    

    
      あなたの仕事
       
    

    
      この地上で成し遂げたいことに誘惑されてはいけません。もう時間はありません。あなたの永遠の魂が危機に瀕しています。何事も、繰り返しますが、何事も今日の世界に留まる理由にはなりません。神の言葉を学び始めなければなりません。携挙はあなたへの最初で唯一の警告でした（神に近い人々は携挙が起こることを知っていました）。神は過去10年から15年の間、すべての人に警告し、御霊を注ぎ出しましたが、多くの人は耳を傾けませんでした。今こそ、あなた方が耳を傾けるべき時です。私たちは、あなたの運命を決める最後の一粒の砂粒に立っているのですから。
       
    

    
       
    

    
      政府への信頼
       
    

    
      世界の政府を信用してはいけません。彼らはNWO（新世界秩序）に支配されています。FEMA（連邦緊急事態管理庁）を信用してはいけません。食料と水を与えると主張する政府を信用してはいけません。彼らは、あなたが獣の刻印を受けるまで、あなたを閉じ込めようとしているのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      大都市
       
    

    
      都市に留まるのは非常に危険です。今すぐ脱出してください。自給自足の食糧を育て始め、電力網から離れた場所でグループ活動を行いましょう。安全な国などありません。危険のない場所などどこにもありません。都市に留まれば、標的を突きつけられるか、命を落とすかのどちらかです。また、津波や地震も頻繁に発生します（特に沿岸部）。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      第三次世界大戦
    

    
      第三次世界大戦が始まるかもしれません。今回はアメリカ合衆国の領土内で戦闘が行われる可能性があり、ロシアと中国が関与する可能性が高いでしょう。都市から脱出してください。安全を保つ唯一の方法は、イエスへの信仰です。信仰が強ければ強いほど、あなたは強くなります。揺るぎない信仰を通して、地球に降りかかるであろう出来事を恐れたり、怯えたりすることはなくなるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      嘘による欺瞞
       
    

    
      この情報を聞いていただければ幸いです。きっと多くのことを理解する助けになるでしょう。まるでSF映画のように聞こえるかもしれません。それは、そもそも真実を知らされていなかったからこそ、そう思えるのです。もし真実を知らされていたら、このことに何の違和感も感じなかったでしょう。学校、政府、書籍、ニュース、そして様々な分野の権威者たちは、私たちの人生の大半において、私たちを欺き続けてきたのです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      ポールシフト
       
    

    
      地球は近い将来（数か月から 10 年以内）にポールシフトを経験するでしょう。
       
    

    
      激変的ポールシフト仮説は、近年、地質学的に急速な地球の自転軸のシフトがあり、洪水や地殻変動などの災害、あるいは比較的急速な気候変化を引き起こしているという疑似科学的な主張である。
       
    

    
      その時まで生き延びることができれば、ほとんどの人が亡くなります。イエスに頼ることを忘れないでください。イエスに頼り、祈れば祈るほど、イエスはより一層助けてくださいます。地球には多くの変化が起こります。今すべきことを先延ばしにしないでください。イエスを知らずに死ぬなら、あなたはサタンに引き渡されることになります。これは、あなたが全力を尽くさなければ永遠の代償を払うべきことです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      王国に受け入れられるように祈る
       
      : (声に出して言う)
       
    

    
      天の父なる神よ、私はイエスの御名によってあなたに近づきます。私は自分の罪を悔い改め、神の御子イエス・キリストを信じます。キリストが私の身代わりとして私のために死なれ、三日後に復活されたことを信じます。神よ、御子を遣わし、私の負債を全額支払ってくださったことに感謝します。私は罪によってあなたから離れていましたが、それでもあなたは私を愛してくださいました。イエスが私の罪の罰を受け、私の負債を清算するために全額を支払ってくださったことを信じます。あなたの御言葉は、罪のない神聖なイエスの尊い血が私のすべての罪を償うと宣言しています。イエスが私の罰を受けてくださったおかげで、私は今自由になりました。私を責める罪はもう残っていません。私はもはやあなたの前に罪を犯していません。十字架の良い知らせと、あなたの約束を信じます。
       
      使徒行伝2:21
       
      「主の名を呼ぶ者は誰でも救われる。」
       
      あなたの赦しを祈り、今、イエス・キリストを救い主として私の人生に迎え入れます。今日、私はあなたの愛、憐れみ、平和、そして永遠の命という賜物を受け入れます。信仰によって、イエス・キリストが今私の中に生きておられることを宣言します。私はキリストにおける新しい創造物であり、私の中にイエスの命を宿す者として神から生まれました。キリストの血が私の人生からすべての罪を消し去ってくれることを信じます。あなたの憐れみによって、私の記録は清められました。あなたの御言葉に従って、私は今赦され、救われました。アーメン
       
    

    
       
    

    
      食べ物や水を求めて祈る
       
    

    
      食料が不足したら、天からのマナを祈り求めてください。マナは露のように地面に降り注ぎますが、あなたを支えてくれる食べ物です。夜と朝に布を敷きましょう。神はご自身の民に必要なものを与えてくださいます。祈るときは、グループで同じ時間に同じことを祈ると、より力強くなります。
       
       
       
      詩篇78:23-25
       
      、
       
      23
       
      彼が上から雲を降らせ、天の扉を開いたとしても、
       
      24
       
      そして、彼らに食べるためにマナを降らせ、また天からの穀物を与えた。
       
      25
       
      人間は天使の食物を食べた。天使は彼らに満腹になるまで肉を送った。
       
    

    
       
    

    
      世俗主義 vs イエス
       
    

    
      富、権力、カリスマ性、パーティーや世俗的な事柄は、神を感動させません。神が感動されるのは、他者のために善行を行うことです。自分が誰かに気遣ってもらいたいと思うように、他者を思いやることです。隣人を愛すること。誠実で、正直で、義にかなっていて、親切であること。地上にいたイエスの特質に倣いましょう。神の国に入る方法を他の人々に教え、魂を救いましょう。
       
    

    
       
    

    
      キリスト教徒の迫害
       
    

    
      なぜ世界中のキリスト教徒は迫害されているのでしょうか？それは、キリスト教徒が天国に行ける唯一の宗教だからです。サタンは、他の宗教を迫害することは自分の家を分裂させるようなものだと知っています。マタイ12章26節 サタンがサタンを追い出すなら、それは自分自身の中で分裂することになります。それでは、彼の王国はどうして存続するでしょうか？ 私はイエスがヘブライ人のもとに来て、メシアとして現れることを信じています。ヘブライ人のために計画をお持ちだと確信しています。
       
    

    
       
    

    
      神はなぜこのようなことが起こるのを許しているのでしょうか?
       
    

    
      なぜなら、彼は何十年もあなたたちの注意を引こうとしてきたが、無駄だったからです。ほとんどの人は世俗的なことに興味があり、天国では何の意味もありません。彼は皆の注意を引くために、このことを許したのです。もしそうしなければ、あなたたちは皆、死後地獄に落ちていたでしょう。彼は愛に満ちた神であり、あなたたちに「目覚め」てほしいと願っていました。地球はあなたたちの楽しみのためではなく、魂の成長のために存在しています。しかし、これまで起こってきたことは、そうではありません。
       
    

    
       
    

    
      地球を動かしているのは誰か？
       
    

    
      サタンが地球を支配してきました。
       
    

    
      イエス自身はサタンを「この世の支配者」と呼んでいます。
       
      ヨハネ16:8-11
       
      、
       
       
       
      8
       
      そして、彼が来ると、罪について、正義について、また審判について、世に明らかな証拠を与えます。
       
      9
       
      彼らはわたしを信じないから、罪を犯したのです。
       
      10
       
      義についてです。わたしが父のもとに行くと、あなたたちはもうわたしを見なくなるからです。
       
      11
       
      判断力の、なぜなら
       
      この世界の支配者
       
      判断されます。
       
    

    
       
    

    
      神は、真実を望まず、敵の嘘を好む人々の目をくらませたと私は信じています
       
    

    
      コリント人への第二の手紙4章4節
       
      、
       
      4
       
      この世の神は、信じない者たちの心を暗くし、神の像であるキリストの栄光ある福音の光が彼らに届かないようにしたのです。
       
    

    
       
    

    
      他の宗教
       
    

    
      キリスト教こそが、私たちが従うべきものです。人間は他のすべての宗教を汚してきました。例えば、ヘブライ人は自分たちのメシアがイエスであることを知るべきでした。しかし、彼らはパリサイ人（教会の信心深さや正義よりも権力に関心を持つ人々）の言うことを聞いてしまいました。
       
    

    
       
    

    
      世界のエリート
       
    

    
      エリート層は世界中の新聞やテレビ局を所有しています。彼らは大衆から真実を隠蔽しています。メディアはしばしば意図的に人々を誤った方向に導いています。今、世界はひっくり返っています。良いことは悪いこと、悪いことは良いこと。このことを理解することは、正しい方向への一歩です。彼らは暴力、腐敗、そして汚職をエスカレートさせ、それを私たちの社会の常態にしようとしています。私たちはそれを見れば見るほど、このような行動が許されると感じるようになります。私たちの道徳心は日々低下しています。
       
    

    
       
       
    

    
      心の平安を得る
       
    

    
      魂に平安を得る唯一の方法は、イエスを通してです。イエスをあなたの人生に招き入れ、祈り、聖書を読み始めましょう。十戒をはじめとする神の書にあるすべての戒律を守りましょう。罪を悔い改め、イエス・キリストが私たちのすべての罪のために死んでくださったことを受け入れましょう。恐れは神から来るものではありません。神に近づくにつれて、超自然的な平安があなたを包み込むでしょう。
       
    

    
      天国への唯一の道はイエス・キリストを通してです。他の神や偶像を通してではありません。あなたは悪魔に屈服するか、神を知るかの選択を迫られます。すべての無神論者／不可知論者は、死後、悪魔が魂を奪ったという事実に、厳しい現実に目覚めさせられるでしょう。
       
    

    
      天国と地獄があります。地獄は永遠であり、5分たりともそこにいるべきではない、卑劣で醜悪な場所です。地獄とは神の不在です。孤独で、悲しく、苦しみ、邪悪で、光も愛もなく、絶望だけが待ち受けています。この世で最悪の日を100倍にしてみてください。サタンは、あなたを自分の王国へ導くためなら、嘘さえも何でも言うでしょう。
       
    

    
      神の王国は1000年続くでしょう。そして私たちは創造主のもとに集う栄誉を得るでしょう。私たちは、あなたのどんなに壮大な夢さえも凌駕する、美しさ、音楽、交わり、学び、探求、そして創造を分かち合うでしょう。
       
    

    
      聖書の最後の書、黙示録が目の前に展開していく今、私たちはそこにいます。それを読めば、これから何が起こるのかが分かるでしょう。私たちは終末の時代に生きており、神はこの終末の時代に預言者たちに語りかけ、間もなく起こることを警告してこられました。神は公平で正義の神であり、創造された者が誰一人として地獄に落ちることを望んでいません。
       
    

    
      もしあなたの愛する人がもうこの世にいなくて、消えてしまったように見えたとしても、彼らは天国であなたを待っています。消えた人について語られる嘘を信じないでください。おそらく、彼らはトラブルメーカーだったのでエイリアンに連れ去られたのでしょう（笑）。
       
    

    
       
    

    
      疫病と疫病
       
    

    
      今後数年間、多くの疫病や伝染病が発生するでしょう。「安全だ」と言って注射を勧めてくる人たちを信じてはいけません。これらの病気は、あなたを怖がらせ、不安にさせるために作られたものです。確かに危険ですが、もっと危険なのは、あなたが神との関係を築けていないことです。祈りと神の言葉を読むことを通して健全な関係を築くことで、神の保護を祈り、イエスの血で覆われることができるでしょう。mRNA注射や最新のテクノロジーはすべて避けてください。多くの場合、それらは助けるよりもむしろ害を及ぼすために存在しているからです。
       
    

    
      Yandex.com には、MRNA テクノロジーと知っておくべきことに関する役立つ記事が多数あります。
       
    

    
       
    

    
      黙示録-終末の日
       
    

    
      私たちは聖書の最後の章、黙示録を読んでいます。読めば、これから何が起こるかが分かるでしょう。私たちは終末の時代に生きており、神はこの終末の時代に預言者たちに語りかけ、間もなく起こることを警告してきました。神は公平で正義の神であり、創造された者が誰一人として地獄に落ちることを望んでいません。聖書は、過去と未来の真実の歴史です。神は同じパターンを繰り返す傾向があります。
       
    

    
       
    

    
      地球の歴史
       
    

    
      地球の歴史と知識の多くは、悪魔によって汚されてきました。サタンの仕事は、人々を惑わし、嘘をつくことです。サタンは何千年もかけて、信奉者や指導者を高い地位に就かせてきました。ですから、私たちは皆、嘘をつかれてきたのです。テクノロジーは、私たちが教えられてきたよりもはるかに進歩しています。神は常に主導権を握っており、サタンは最終的に敗北することを忘れないでください。それは神の言葉に記されているように、必ず実現するからです。神を決して枠にはめてはいけません。神は、物理法則や、あなたが不可能だと思うことさえも変えることができます。イエスは病人を癒し、死者を蘇らせ、悪霊を追い出しました。そして、イエスは、ご自身に忠実に従った選ばれた者たちを通して、それらすべて、そしてさらに多くのことを行うでしょう。
       
      ヨハネ14:12
       
      、
       
      12
       
      まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしを信じる者は、わたしの行うわざを行うでしょう。また、それよりもさらに大きなわざを行うでしょう。わたしが父のもとに行くからです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      神はあなたが思い描いていたものとは違うかもしれない（56）
       
    

    
       
    

    
      神は愛であり、真実であり、優しさであり、謙虚であり、そして公平です。この世界において、私たちが神を想像できる範囲は限られています。私たちの心が神を制限し、閉じ込め、私たちが想像できないことを神ができないようにしてしまうのです。「神にはそんなことはできない」と言う人がいますが、それは物理法則の性質が当てはまらないからです。そもそも、それらの物理法則を作ったのは誰だと思いますか？全能の神によって変えられるとは思わないのですか？私たちはなんと愚かで浅はかなのでしょう。
       
    

    
      神は、私たちが想像したり考えたりするものとは全く違うかもしれません。もしそれが私たちの神像に当てはまらないなら、私たちはそれを意味不明なもの、あるいは存在しないものとして片付けてしまいます。私たちが無限の知恵と肥大化した自尊心によって、なぜそのような自己意識を持っているのか、興味深いことです。もしかしたら、私たちこそが宇宙の神なのかもしれません。サタンの最大の嘘は、エデンの園で私たちが神のようになれると言った時でした。私たちはともかく、何でも知っていると思い込んでいるようです。
       
    

    
       
       
    

    
      神の霊は私たちの魂を満たしたいと願っておられます。しかし、そのためには、私たちは神を招き入れ、それが何を意味するのかという先入観をすべて捨て去り、心の中に神を住まわせなければなりません。神は紳士です。神に近づくことに興味のない者には、決して入りません。なぜなら、この心は分かち合われることによって、真に互いに分かち合われるからです。私たちが罪を見れば、神も罪を見ます。私たちが聖くなければ、御霊はそれを知り、傷つきます。天の御国はあなたの中に、そしてあなたの周りにあります。神の御国は完全です。それに比べれば、私たちは決して完全ではありません。私たちの使命は、唯一の源、唯一の神、私たちが造られた存在と一つになることです。私たちは神の似姿に造られたことを忘れないでください。
       
    

    
       
    

    
      意識の変化は現実の変化です。神は光と善です。この道を歩むことで、私たちは本来の光に近づくことができます。闇とは光の不在です。それは愛の反対であり、神の不在です。神がこの世から消え去ると、悲しみ、孤独、荒涼、空虚、そして容赦のない闇に陥ります。地獄は意識にとって厳しい制限です。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      同性愛とその他の罪：神は何と言っているか？（57）
       
    

    
       
    

    
      不義に対する神の怒り
       
    

    
       
    

    
      聖書は同性愛について何と言っているか
       
    

    
       
    

    
      レビ記 20:13
       
      「男と女のように寝てはならない。それは忌まわしいこと」彼らは必ず死刑に処せられなければならない。彼らの血は彼らに責任がある。
       
       
       
    

    
       
    

    
      ローマ人への手紙 1:18-32
       
    

    
      18
       
      というのは、不義の中に真理を保とうとする人々のあらゆる不敬虔と不義に対して、神の怒りが天から啓示されるからである。
       
    

    
      19
       
      なぜなら、神について知られることは彼らに明らかであるからである。神はそれを彼らに示されたのである。
       
    

    
      20
       
      神の、見えない性質、すなわち、神の永遠の力と神性とは、世界の創造以来このかた、被造物によって知られ、明らかに認められるからである。だから、彼らには弁解の余地はない。
       
    

    
      21
       
      というのは、彼らは神を知りながら、神としてあがめず、感謝もせず、かえって空虚な思いにふけり、愚かな心が暗くなったからである。
       
    

    
      22
       
      彼らは自らを賢者と称しながら愚か者となり、
       
    

    
      23
       
      そして、朽ちることのない神の栄光を、朽ちる人間や鳥、四つ足の獣、這うものに似せた像に変えたのです。
       
    

    
      24
       
      そこで神は、彼らをも、心の欲のままに汚れた状態に引き渡し、彼らが互いに自分の体を辱めるようにされました。
       
    

    
      25
       
      神の真理を偽りに変え、永遠に祝福される創造主よりも被造物を崇拝し、仕えた者たち。アーメン。
       
    

    
      26
       
      このため神は彼らを卑しい情欲に引き渡した。彼らの女たちさえも自然の用を自然に反するものに変えたからである。
       
    

    
      27
       
      そして同様に、男たちも女との自然な関係を捨てて、互いに情欲を燃やし、男同士でみだらなことをし、その誤りの当然の報いを身に受けたのである。
       
    

    
      28
       
      そして、彼らが神を自分の知識の中に留めておくことを好まなかったように、神は彼らを不道徳な心に引き渡し、不適当なことをさせました。
       
    

    
      29
       
      あらゆる不義、不品行、悪事、貪欲、悪意に満ち、ねたみ、殺意、争い、欺瞞、悪意に満ち、陰口を言う者、
       
    

    
      30
       
      陰口を言う者、神を憎む者、悪意のある者、高慢な者、大言壮語する者、悪事を企てる者、親に従わない者、
       
    

    
      31
       
      理解力がなく、契約を破り、愛情がなく、執念深く、無慈悲な者たち。
       
    

    
      32
       
      このようなことをする者は死に値するという神の裁きを知りながら、彼らは同じことをするだけでなく、それを行う者を喜んでいるのです。
       
    

    
      コリント人への第一の手紙6章15節から20節
       
    

    
      15
       
      あなたがたの体はキリストの肢体であることを知らないのか。それなのに、わたしがキリストの肢体を取って、それを遊女の肢体とすべきなのか。決してそうではない。
       
    

    
      16
       
      あなたたちは知らないのか。遊女と交わった者は一つの体となることを。二人は一体となるのだ、とイエスは言われる。
       
    

    
      17
       
      しかし、主に結ばれた者は一つの霊となるのです。
       
    

    
      18
       
      不品行を避けなさい。人が犯す罪はすべて、からだの外に起るものである。しかし、不品行を犯す者は、自分のからだに対して罪を犯すのである。
       
    

    
      19
       
      何ですって？あなたがたの体は、神から受けて宿る聖霊の宮であり、あなたがたは、自分自身のものではないことを知らないのですか。
       
    

    
      20
       
      あなたがたは代価を払って買い取られたのです。ですから、あなたがたのからだをもって、またあなたがたの霊をもって、神の栄光を現しなさい。これらは神のものです。
       
    

    
       
    

    
      聖書は、私たちが天国で神に加わるために何が許されるのかを示す指針です。同性愛は他の罪と同じです。あなたが嘘つき、泥棒、殺人者、淫行者、あるいは同性愛者であろうと、悔い改め、それらの罪から離れるなら、神はあなたを赦してくださいます。神は、どんな罪を犯したとしても、すべての人を愛しておられますが、罪が天国に入ることをお許しにはなりません。神は創造主であり、神の言葉こそが神の本質です。私たちは皆、自由意志を持っています。しかし、もしあなたの自由意志が、神が受け入れられないとする道へとあなたを導くのであれば、神の家に住みたいと願うなら、方向転換することが重要です。
       
    

    
       
    

    
      罪を悔い改め、その罪から離れるなら、主からの赦しがあります。イエスを受け入れ、十字架上でイエスがあなたのためにしてくださったことを受け入れるなら、あなたはイエスの血によって洗われます。イエスは赦しの神です。主に謝罪し、その罪を繰り返さないでください。誰も完全ではありません。私たちは皆、罪を抱えているからです。だからこそ、私たちは悔い改め、犯した罪を正さなければなりません。神がなぜ今この地上で起こっているすべての罪によって「新しい王国」を腐敗させようとするのか、主の前に聖なる生活を送らなければなりません。神は私たちを不滅の体を持つ完全な存在として創造し、私たちが神と共にいられるようにしてくださいます。神はいかなる罪も許しません。罪はサタンの象徴です。もしあなたが罪を犯し続けたいのであれば、あなたはすでに崇拝したい神を選んだと神は感じています。私たちが肉体を持っている限り、生きている限り罪を犯さないことは不可能です。（それを成し遂げることができたのはイエスだけです。）
       
    

    
       
    

    
      許しを請う
       
    

    
      イエスは地上に肉体を持って生まれた
       
    

    
      彼は処女から生まれた
       
    

    
      彼は私たちの罪のために死んだ
       
    

    
      彼は3日後に死から蘇った
       
    

    
      彼は神の唯一の子である
       
    

    
      イエスは私たちのために罪と死を克服しました
       
    

    
      罪を悔い改め、それらから離れてください。なかなか捨てられない罪を克服できるよう、イエスに助けを求めてください。イエスはあなたの願いを聞き、助けてくださいます。しかし、あなた自身が変わり、イエスのために罪を捨てることを望まなければなりません。
       
    

    
      聖霊が私たちの人生に来られ、キリスト・イエスにおいて私たちを新しい創造物としてくださいますように祈り求めてください。聖霊は私たちに、それらを手放す力を与えてくださいます。御霊に従って歩むなら、あなたはイエスの姿にますます近づいていくでしょう。
       
    

    
       
    

    
      黙示録 21:6-8
       
    

    
      6
       
      そして彼は私に言った、「事は成った。わたしはアルファでありオメガである。初めであり終わりである。渇いている者に、いのちの水の泉から惜しみなく与えよう。」
       
    

    
      7
       
      勝利を得る者はすべてのものを相続するであろう。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となるであろう。
       
    

    
      8
       
      しかし、怖がりな者、不信仰な者、忌まわしい者、殺人者、淫行を行う者、魔術を行う者、偶像を拝む者、およびすべて偽りを言う者たちは、火と硫黄の燃えている池に投げ込まれます。これが第二の死です。
       
    

    
      神は私たち皆を愛しておられます。私たちは神の創造物です。神は私たち皆が悔い改めて罪から離れることを望んでおられます。イエスが私たちのために死んでくださったので、私たちがすべきことはただイエスを信じ、その死が私たちの罪の償いであると信じるだけです。そうすれば、私たちは救われるのです。
       
    

    
       
       
      ローマ10:13
       
      もう一度言います、
       
      「主の名を呼ぶ者は皆救われる。」
       
      イエスは私たちの罪の罰を支払い、永遠の死から私たちを救うために亡くなりました。救い、つまり「罪の赦し」は、イエス・キリストを主であり救世主であると信じるすべての人に与えられます。
       
    

    
       
    

    
      イエスが私たちの罪のために死んでくださったことを、声に出して告白し、心で信じましょう。私たちは皆、神の恵みによって救われ、信仰によって義とされます。キリストは私たちを解放してくださいました。
       
    

    
       
    

    
      神はすべての人を愛しておられます。同性愛者、姦淫者、そして不品行な者も愛しておられます。しかし、イエスは、十字架で死ななければ、私たち皆が地獄に落ちていたであろうことをご存知でした。ですから、イエスは私たちを再び完全な者へと、そしてご自身の姿へと変えるという贈り物を私たちに与えてくださいました。イエスはすべての人が天国に行くことを望んでおられますが、神の御国に入る前に、一人ひとりが自分の罪を悔い改め、神によって清められる必要があります。あなたは知らないかもしれませんが、私たちはイエスに人生を捧げるまで、今サタンとその支配下にあります。
       
    

    
       
    

    
      あなたを愛しているからこそ、天国に入るためのルールを教えてあげられる。もしあなたが気にせず、サタンの支配下に留まりたいなら、何もする必要はない。どちらにしても、私はあなたを愛している。
       
    

    
      神は愛と赦しと恵みと信仰の源です。私たちは決して罪から解放されることはありません。しかし、私たちは罪を赦されています。聖書は、私たちは神ご自身からの賜物である信仰を通して、恵みによって救われると述べています。
       
    

    
       
    

    
      嘘は人を欺く。だから真実を受け入れよう（58）
       
    

    
       
    

    
      嘘は人を欺きます。だからこそ、多くの人が欺かれています。嘘を真実だと思い込み、受け入れているからです。彼らは真実ではなく、誤りの中にいます。私たちを自由にするのは真実だけであり、嘘ではありません。だからこそ、多くの人がいまだに束縛されているのです。嘘が人を欺くため、彼らは勝利者にもならず、勝利も得られないのです。
       
    

    
       
    

    
      神の真理の御霊だけが、すべての人をあらゆる真理へと導きます。しかし、あなたは進んで従い、多くの人のように神の御霊に抵抗したり、悲しませたりしてはなりません。多くの人が欺かれ、暗闇の中にいるのはそのためです。彼らは光よりも闇を愛しています。なぜなら、彼らの行いは邪悪だからです。自分のしたいことをする方が、正しいことを行うよりはるかに簡単です。神は誰とも永遠に争うことはありません。もし彼らが真実よりも嘘を愛し続けるなら、彼らは欺瞞の中で滅びるでしょう。真の悔い改めなしには、慈悲はありません。真実を求めなさい。そうすれば、あなたはそれを見出すでしょう。嘘はあなたを滅ぼします。真実を明らかにしてくださるよう神に求めなさい。神はすべての人を愛し、気遣っておられます。誰かが滅びることは神の意志ではなく、すべての人が永遠の命を得るために悔い改めることです。神こそが唯一の道であり、真理であり、命です。嘘に欺かれてはいけません。真実を求め、真実を愛しなさい。
       
    

    
       
    

    
      嘘とは、敵であるサタンが私たちに教え込んだものです。サタンは長年かけて、私たちが嘘を信じるように仕向け、プログラムしてきました。彼の仕事は、私たちの魂を永遠に勝ち取ることです。自分が正しく、「自分たちの」神はこんなこともあんなことも期待していないと自負している人たちは、これらの嘘を語っているのはサタンだと気づくでしょう。あなたの頑固さはサタンの勝利となるのです。
       
    

    
       
    

    
      私たちはイエスの道を歩まなければなりません。彼の書物である聖書は、イエスが御国で何を望んでいるかを語っています。イエスと共に新千年王国に入ろうとするなら、罪は許されません。罪を真に悔い改めることが、彼の道に従う第一歩です。これが公平で正しいとあなたが思うかどうか議論する時間は、無駄な時間でしょう。神は宇宙、地球、人間、天使、そして考えられるすべての生き物を創造しました。神は永遠であり、決して変わることはありません。ですから、神の考えを変えることは無駄なことです。その代わりに、この時間を神がその子供たちに期待する姿へと変化することに費やすことができます。私たちは神の姿に倣うべきであり、その逆ではありません。神は何も要求しません。これはあなたの選択ですが、それは永遠の選択です。一度決断したら、二度と変わるチャンスはありません。
       
    

    
       
    

    
      今こそ、あらゆる罪を正すべき時です。「私は未婚の人と寝ることや同性愛が罪だとは信じていない」と言うかもしれません。しかし、聖書はそうではないと教えています。教皇が同性愛や同性同士の結婚は問題ないと言ったばかりで、教皇は聖書を書いたわけではないし、現在もその規則を施行しているわけでもない、と言うかもしれません。サタンは、あなたが教皇の言葉を信じていることに興奮しています。それは大衆に対する彼の立場を強化するだけです。サタンはまた、他の多くの宗教がキリスト教の核となる信条を、あなたを地獄に落とすのに十分な程度のわずかな逸脱で教えていることにも、大喜びしています。この地上での人生を捉える最も簡単な方法は、それを訓練の場と見なし、神は罪深い人間を「新千年王国」に入れることを許さないことを理解することです。神に従うためには、私たち自身が変わらなければなりません。ただ心から悔い改め、天国で永遠の命を得ることを信じてください。イエスは私たちの罪が赦されるために十字架で死んでくださいました。
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
      十戒：ルールを理解する（59）
       
    

    
      あ
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      他の神はいないということは、イエス・神・聖霊（三位一体）に祈ることを意味します。
       
    

    
      これはニューエイジ、レイキ、魔術、ヨガ、異教の神々、あるいは寄付を意味するものではありません
       
    

    
      イエス以外の誰かに助けてもらったことに感謝する
       
    

    
      2. いかなる像や偶像にも祈ってはならない。例：
       
    

    
      動物、神々、王、太陽、惑星、いかなる種類の彫刻された像も禁止。
       
    

    
      3. 神の名を使って誓ってはいけません。それは罪です。
       
    

    
      4. 聖日に仕事をしてはいけない。（真の聖日は金曜日の日没です。
       
    

    
      土曜日の日没まで）
       
    

    
      5. お母さんとお父さんを尊敬しなさい。
       
    

    
      6. 誰も殺してはいけません。これはあなた自身と、あなたの胎児も意味します
       
    

    
      7. 結婚している人と性交してはいけないのは、
       
    

    
      彼らは彼または彼女の配偶者ではありません。
       
    

    
      8. 自分のものではないものを、許可なく持ち去ってはいけません。
       
    

    
      9. 人に関して嘘をついたり、真実ではないことを言ったりしてはいけません。
       
    

    
      10. 他人の所有物や幸運を嫉妬してはいけません。
       
    

    
       
    

    
      キリスト教における性的規則
       
    

    
       
    

    
      結婚するまで性行為をしてはいけません。結婚は男女間のものです
       
    

    
      あなたは配偶者に対して忠実であるべきです。
       
    

    
      同性愛、獣姦、近親相姦は神には受け入れられません。
       
    

    
      ローマ人への手紙 1:26-28、コリント第一 6:9、レビ記 20:13 & 18:22
       
    

    
       
    

    
      その他の行動規範
       
    

    
      正義を貫く
       
    

    
      人類に対して自分を虐待してはならない
       
    

    
      酔っぱらってはいけない
       
    

    
      ののしる者、暴言を吐く者にはならないでください。
       
    

    
      恐喝者にならない
       
    

    
      愚かな欲望を追い求めてはならない。金銭への愛はすべての悪の根源である。
       
    

    
      あなたが隣人から扱われたいと望むのと同じように、隣人を扱いなさい。
       
    

    
      世界を愛するな
       
    

    
       
    

    
      持つべき良い資質
       
    

    
      1. キリスト、愛、善良、正義、敬虔、信仰、忍耐、
       
    

    
      柔和、平和、神聖、思いやり、優しさ、謙虚さ、そして与えること
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      翻訳された少数のもの:
       
    

    
      光の詩
       
       
       
      （60）
       
    

    
       
    

    
      神の怒りと憤怒の日に
       
    

    
      彼は我々に当然の報いを与えた
       
    

    
      羊として数えられるか、山羊として数えられるか
       
    

    
      報酬は正当に与えられた
       
    

    
       
    

    
      考慮されなかったことに驚いた
       
    

    
      正義の少数派の中で、
       
    

    
      彼らは頭を高く上げて泣いた
       
    

    
      なぜ私はダメなの？
       
    

    
       
    

    
      人生を振り返って
       
    

    
      物語を語ることができる
       
    

    
      彼らの富は彼らの力となった
       
    

    
      悪魔の愚か者の金で堕落した
       
    

    
       
    

    
      ルシファーと共に地球に残された
       
    

    
      物事は変わるだろうと思っていただろう
       
    

    
      しかし彼らは前進した
       
    

    
      同じものでも、さらに多くの
       
    

    
       
    

    
      悪は濃く、善は痩せていた
       
    

    
      これがすべてです
       
    

    
      それでも神はこれらの人間に慈悲をかけた
       
    

    
      多くのポータルから光を送る
       
    

    
       
    

    
      明るく輝き、義人は変化した
       
    

    
      これらの存在は、疎遠になった人々に愛を広める
       
    

    
      それぞれの器には神の一部が含まれていた
       
    

    
      人間の恐怖にもかかわらず光を与える
       
    

    
       
    

    
      神の栄光の光明の復活、
       
    

    
      地球全体に広がる
       
    

    
      最も暗い夜を照らす
       
    

    
      そして失われた者たちは光を見ることができた
       
    

    
       
    

    
      神の光が広まったと言えるかもしれない
       
    

    
      光の灯台を通して、目は今や見えるようになった、
       
    

    
      あなたにも私にも見えなかったもの
       
    

    
       
    

    
      主を讃えよ、それは語られている
       
    

    
      彼の輝きは、預言されていた救いとなった
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      マーク・ロウリー作「メアリーは知っていましたか」（拡大版）（61）
       
    

    
       
    

    
      この季節になると、私は過去を思い出します
       
    

    
      300以上のメシア預言が成就した
       
    

    
      子どもの誕生とともに、神と人間は
       
    

    
      罪からの救い主は、戦闘計画を持って生まれた
       
    

    
      罪は私たちの誕生の日から私たちの人生に戦いを挑んできた
       
    

    
      しかし今、救い主、救出者がその呪いを解くためにやって来ました
       
    

    
      この地上で私たちを父から引き離したもの
       
    

    
      我らの王であり主である神の到来によって打ち負かされようとしている
       
    

    
      ああ、メアリー、あなたの赤ちゃんがいつか水の上を歩くことを知っていましたか？
       
    

    
      メアリーさん、あなたの赤ちゃんが私たちの息子や娘たちを救うことになるということをご存知でしたか？
       
    

    
      あなたの赤ちゃんがあなたを新しくするために来たことをご存知ですか?
       
    

    
      あなたが産んだこの子は、もうすぐあなたを産むでしょう
       
    

    
      ああ、メアリーは知ってたの？
       
    

    
       
    

    
      平和をもたらした罰は彼に下った
       
    

    
      そして彼の傷によって私たちは癒される
       
    

    
      彼は父に訴え、私たちに代わって死によって裁かれる
       
    

    
      サタンはその後の結果を予想していなかった
       
    

    
      鎖は断ち切られ、捕虜は解放される
       
    

    
      抑圧され、落ち込んでいる人々は頭を上げることができる。なぜなら我々は本当に自由だからだ
       
    

    
      死ぬために生まれた者の犠牲を通して血によって封印された私たちの贖い
       
    

    
      そうすれば、あなたと私は、死に対する治療法を永遠に保証するために彼が命を捧げた命を見つけることができるのです。
       
    

    
       
    

    
      ああ、メアリー、あなたの男の子が盲人に視力を与えるということを知っていましたか？
       
    

    
      メアリーさん、あなたの赤ちゃんが自分の手で嵐を静めることを知っていましたか？
       
    

    
      あなたの赤ちゃんが天使が歩いた道を歩いたことをご存知ですか?
       
    

    
      そして、あなたが自分の小さな赤ちゃんにキスをするとき、あなたは神の顔にキスをするのでしょうか？
       
    

    
      ああ、メアリー、知っていましたか？
       
    

    
       
    

    
      全て終わりました。私の借金は全額返済されました。
       
    

    
      この魂を救うために何が必要だったのか、私は完全に理解できるだろうか？
       
    

    
      しかし私は頭を上げて自分の十字架を背負う
       
    

    
      私は血によって聖別されたので、サタンは損失を数えることができる
       
    

    
      勝利は私の生まれながらの権利だ
       
    

    
      彼の名において復活し、彼が払った代償によって悪を支配する権威を持つ
       
    

    
      私は天が大きく開かれ、神の右に座するのを見る
       
    

    
      唯一のしるし、栄光と権威を持って座する世界の救世主
       
    

    
      ああ、メアリーは知っていましたか？
       
    

    
       
    

    
      盲人は見えるようになり、死者は聞こえるようになり、死者は再び生きるでしょう。
       
    

    
      足の不自由な者は跳び上がり、口のきけない者は子羊の賛美を語る。
       
    

    
      あなたの赤ちゃんは天国の完璧な子羊だということをご存知ですか?
       
    

    
      あなたが抱いているこの眠っている子供は、偉大なる「私は在る」存在です。
       
    

    
       
    

    
      彼はアルファでありオメガであり、始まりであり終わりです。
       
    

    
      彼は私たちの友であり、救い主です。私たちと共にいるエマヌエル神です。
       
    

    
      王の王、主の主。彼は私たちの父であり、私たちを救うためにここにいらっしゃいます。
       
    

    
      ああ、メアリーは知っていましたか？
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
       
       
    

    
       
    

    
      天国に行きたいですか、それとも地獄に行きたいですか？（62）
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      友達と一緒にいたいのに、みんな地獄に行くのよ
       
    

    
      地獄では、友と再会することはできません。悪魔に引き渡されます。彼らの仕事は
       
    

    
      昼夜問わず拷問する。地獄がビールのパーティーだなんて、どこで知ったんだ？
       
    

    
       
    

    
      私は罪人であり、地獄に行くに値する
       
    

    
      私たちは皆罪人です。地獄に行くのは当然です。だからこそ、イエスは私たちのために十字架で死んでくださいました。私たちが地獄に行かなくて済むように、私たちの罪の代価を払ってくださいました。私たちがすべきことは、イエスを信じ、悔い改め、そして人生をイエスに捧げることだけです。
       
    

    
       
    

    
      突然神を信じたら友達にバカにされるかもしれない
       
    

    
      地獄に落ちて永遠に考え続ける時、きっと自分がもっと愚かだと感じるだろう。でも、幸いなことに、友達はあなたを愚か者呼ばわりしないだろう！
       
    

    
       
    

    
      一日中祈らなければならないような場所には行けないと思う
       
    

    
      天国では一日中祈っているなんて、誰も教えてくれなかったでしょう。天国の驚異と新しい出来事は、あなたを永遠に幸せにし、夢中にさせてくれるでしょう。あなたは、楽園で共に過ごせるようにしてくださった創造主に感謝したくなるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      天国について何も知らない
       
    

    
      それで、あなたは地獄を理解していて、地獄に行きたいと言っているのですか?
       
    

    
       
    

    
      今は決められない。考えたくもない。
       
    

    
      イエスを選ばなければ、自動的にサタンの王国を選ぶことになります。これは決して後回しにすべきことではありません。むしろ、最優先事項であるべきです。
       
    

    
       
    

    
      選択したらそれがトリックだったらどうなるでしょうか?
       
    

    
      ほとんどの人は善悪を知っています。あなたも人生で間違った決断をしたことがあるかもしれません。だからこそ、イエスは私たちの罪から救うために死んでくださったのです。イエスを信じることを選ぶなら、変わるために努力しなければなりません。しかし、何か意味のあることは、たいていの場合、私たち自身の努力が必要です。サタンに対しては、努力は必要ありません。いつも通りでいいのです。心の奥底で、何が正しい選択なのかを知っているのです。
       
    

    
       
    

    
      私は怖いです
       
    

    
      ええ、でもすぐに何かしないと恐ろしい目に遭いますよ。地獄なんて楽なものではありませんから！
       
    

    
       
    

    
      私は脅しには屈しない
       
    

    
      そうです。しかし、あなたが今このような状況に陥っているのは、神の方向へさらに進むことを決してしなかったからです。今、神は慈悲深く、サタンを主とするあなたの未来がどれほど悲惨なものになるかをあなたに見せてくださいました。ちなみに、あなたは永遠にサタンにひれ伏すことになるのです。
       
    

    
       
    

    
      私は些細なことで人を地獄に送るような神は欲しくない
       
    

    
      人間は幾千年もの間、神を自分たちの姿に似せようとしてきましたが、本来は逆であるべきです。私たちがルールを作るのではなく、神が作るのです。神は、私たちが天国で神のもとへ行くために守るべきルールを持っています。あなたは地上で最高の人間であり、慈善活動を行い、隣人を愛し、聖書の戒律をすべて守っているかもしれませんが、イエスを信じていないのです。聖書は、神に至る唯一の道はイエスを通してであると教えています。これは、神（神）がどのような存在であり、あなたの救いのために何をしてくださったのかを信じることを意味します。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      コーランとムハンマドとは誰か？（63）
       
    

    
       
    

    
      イスラム教徒の男性は、ヤハウェ、すなわちイエスの真実はコーランにあると主張
       
    

    
       
    

    
      コーラン114章、
       
      コーランには実に6666語ある
       
    

    
      預言者
       
      モハメッドは4回言及された
       
    

    
      イエスは25回言及されている
       
    

    
      コーランには女性の名前はどこにも出てこない
       
      名前のために
       
      イエスの母マリアム
       
      女の子のその他の名前はありません
       
    

    
      聖コーランの第3章はマリアムの章である。
       
    

    
      聖クルアーン第19章には「マリアム」がある。
       
    

    
      マリアムはマリアまたはイエスの母親の名前です
       
    

    
      それは言った
       
      マリアム
       
      彼女は罪がなく
       
      処女だった
       
      、
       
    

    
      第50章23節には、彼女は肉体を持って天国へ行ったと書かれている。
       
    

    
      イエス3章45節から55節には
       
      コーランがイエスについて述べている10の点
       
       
       
    

    
      （アラビア語のフレーズ）は、
       
      神
       
    

    
      （アラビア語のフレーズ）は
       
      神の霊
       
    

    
      （アラビア語のフレーズ）は
       
      イエス・キリスト
       
    

    
      コーランは「神の言葉」「神の精神」「イエス・キリスト」を説いている。
       
    

    
      イエス
       
      生後2日目に話した
       
    

    
      イエスは泥を鳥に変え、
       
      命を吹き込んだ
       
    

    
      イエス
       
      盲人とハンセン病人を治した
       
    

    
      イエス
       
      死者に命を与えた
       
    

    
      イエス
       
      天国へ行った
       
    

    
      イエスは
       
      まだ生きている
       
       
       
    

    
      イエス
       
      また来ます
       
    

    
       
    

    
      コーランはモハメッドについて語っている
       
    

    
      モハメッドは神の霊ではない
       
    

    
      神の言葉ではない
       
    

    
      幼い頃は話さなかった
       
    

    
      人を治したことがない
       
    

    
      老いて亡くなった
       
    

    
      息をして命を与えなかった
       
    

    
      死者を蘇らせたことはない
       
    

    
      イスラム教によれば彼は生きていない
       
    

    
      イスラム教によれば、彼は戻ってこないだろう
       
    

    
       
    

    
      どうやって
       
      神は宇宙を創造した…「言葉を通して」
       
    

    
      「言葉」は創造主または創造物である
       
    

    
      コーランは言う
       
      イエスは神の言葉である
       
      、 そして 
       
      神の言葉は創造主である
       
    

    
      つまりイエスは創造主である
       
    

    
      ムハンマドは偉大な預言者であったが、イエスが真の神であるようだ
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
      暗闇の三日間（64）
       
    

    
       
       
    

    
       
    

    
      多くの預言者や夢や幻を見た人々は、3日間の暗闇を経験しました。この暗闇は、あなたが今まで見た（あるいは見たこともない）最も暗い暗闇となるでしょう。この暗闇を見た人々は、それが感じられるほどの暗闇だと主張しています。私は、少なくとも50人の夢や幻を見た人々に話を聞いた後、彼らが神から与えられた超自然的な警告を通して経験したこと、あるいは見たことをまとめてみようと思います。
       
    

    
      いつもと変わらない一日になり、アラスカなどオーロラが頻繁に発生する場所でしか見られなかったような色彩のオーロラが空を覆い始めます。これらのオーロラは警告として世界中に現れ、その後、空から暗闇が降り始めます。この暗闇は、あなたがこれまで経験したことのない暗闇です。すぐに家の中に避難してください。ゴミ袋とダクトテープを用意し、外も中も見えないように袋を覆い隠してください。食料と水、そして利用可能なトイレ（ゴミ箱でも構いません）を用意してください。ろうそくを用意してください（光を出すことができるろうそくは蜜蝋だけかもしれません）。懐中電灯は光を発しませんし、この暗闇の中ではほとんど何も役に立ちません。地震の後は窓の外を見ないでください。地震は黙示録の第6章に当たると私は信じています。外を見ると気が狂ってしまうでしょう。あなたの家に侵入する方法を見つけようと待ち構えている悪魔がいるでしょう。彼らはあなたの友人や親戚を装って声を偽装するでしょう。信じてください。外にあるものはすべて既に死んでいます。誰にもドアを開けてはいけません。これは暗闇が本格的に始まったことを意味します。祈り、聖書の言葉を繰り返し唱え、イエスに守護を祈りましょう。主に賛美歌を歌いましょう。神とイエスに近づくほど、あなたはより良くなります。主を知らない人は、これから起こることに恐怖を感じるでしょう。この暗闇は丸3日間続きます。丸3日が経過する1分たりとも外に出てはいけません。機械式時計を持ってください。悪魔は3日経つ前に人工の明かりを灯し、中にいる人々を欺こうとするかもしれないと主張する人もいます。そうすれば、彼らは早めに人々を外へ誘い出すことができるかもしれません。
       
    

    
      正直に言うと、これは誰も買わないような駄作のように思えます。しかし、一体どうやって50人以上もの人が同じ夢や未来を予言するビジョンを持つことができるのでしょうか？ どうしてそんなことが可能なのか私には全く理解できませんが、正直に言って、私たち全員が理解していないことがたくさんあるのです。このようなことが起こる理由として、2つの可能性が考えられます。1. ニビル（惑星X）が到来し、もしこの惑星に悪魔が住んでいるとしたら（多くの人がそう主張しています）、彼らは問題を引き起こすほど近くにいるかもしれません。2. CERNが、霊界と私たちの世界を隔てるベールを破り、私たちがこれまで見たことのないものが現実の物質として現れたのかもしれません。
       
    

    
      いずれにせよ、これらの夢や幻が本当に神から与えられたものであり、これから起こることを警告するものである場合に備えてください。神は事前に警告してくださるのです。
       
    

    
      これは聖書に反すると言う人もいます。私はこれには同意しません。神は聖書の中でパターンを繰り返す傾向があります。過去に行われた事柄を用い、同様のテーマを用いるまで何百年、あるいはそれ以上待つのです。聖書には暗闇のパターンが4回にわたって3日間の暗闇というパターンを作り出しています。
       
    

    
      イエスは亡くなり、3日間墓の中にいました（3日間の暗闇）。
       
    

    
      パウロという名を持つサウロはダマスカスへ向かう途中で3日間目が見えなくなった
       
    

    
      エジプトで起こった10の災いの一つは3日間の暗闇でした
       
    

    
      ヨナは大きな魚（クジラ）の腹の中に3日間いました
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      私の生きている間には起こらないだろう（65）
       
    

    
       
    

    
      もし今起こっていることについて、もっと良い説明があるなら、ぜひ教えてください。私はこの12年間、これから起こることを皆に警告し続けてきました。しかし、誰も耳を傾けず、誰も見ようとしませんでした。嘲笑する者たちでさえ私を嘲笑しました。皆さんは皆、自分が正しいと確信し、過去2000年間と同じように全てが続くだろうと考えていました。神が聖書の中で、地球、月、星に兆候が現れると警告していなければ、おそらくそうだったでしょう。神は戦争の噂について警告していました。300以上の預言がすでに現実のものとなっていました。
       
    

    
       
    

    
      メシアを直接示す預言は300以上あります。まずは8つから見ていきましょう。そして、イエスがこれらの8つを成就する確率を見てみましょう。
    

    
      神の誕生の時（ダニエル書8章と9章のタイムラインを参照）
    

    
      彼はベツレヘムで生まれるであろう。（ミカ書 5:2）
    

    
      彼は処女から生まれるであろう。（イザヤ書 7:14）
    

    
      彼は銀貨30枚で裏切られるであろう。（ゼカリヤ書 11:12）
    

    
      彼は嘲られるでしょう。（詩篇 22:7,8）
    

    
      彼は十字架につけられるであろう。（ヨハネ3:14）
    

    
      彼は刺し貫かれるであろう。（詩篇 22:16）
    

    
      彼は悪人と共に死に、富める者と共に葬られるであろう。（イザヤ書 53:9）
    

    
      各預言の成就の推定値をすべて掛け合わせると、（2.8分の1 × 105 × 103 × 102 × 103 × 105 × 103 × 104）となり、2.8 × 1028分の1となります。ここで28は、2.8に続く暗号が28個あることを意味します。この数字を簡略化して1028分の1としましょう。この数字を書き表すと、10,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000分の1となります。
       
       
    

    
      イエスは、この世代の親しい信者たちが嘲笑されることを知っていました。これは、イエスが私たちの罪のために死ぬために来られた時に直面したのと同じことです。イエスが誰であるかを信じ、イエスが私たち全員が天国に行くことを望んでいることを気にかける人はほとんどいませんでした。そこでイエスは、再臨の前に何が起こるか、そして何に期待すべきかを概説されました。
       
      ヨエル2:28-32
       
      、
       
       
       
      わたしはすべての民にわたしの霊を注ぐ。あなたがたの息子、娘は預言し、あなたがたの老人は夢を見、あなたがたの若者は幻を見る。
       
    

    
       
    

    
      私が言っていることをなぜ信じるべきなのか、知りたいと思うかもしれません。おそらく、「なぜこれを読んで、意味を汲み取ろうとしているのですか？」と尋ねたいでしょう。おそらく、あなたは最初の選択を間違えたことを既に知っているからでしょう。人が消えるなんて、誰が想像したでしょうか？聖書が私たちの存在の真実、過去、現在、そして未来の歴史だと、誰が信じるでしょうか？
       
    

    
       
    

    
      神は愛です。神の創造物である人間は、愛する子を授けるために創造されました。私はあなたのことを知らないかもしれませんが、私と同じようにあなたにも機会を与えてほしいと思っています。なぜなら、私は無条件の愛を教えられてきたからです。隣人を自分自身のように愛しなさい。神は私たちの罪のために十字架で死んでくださいました。つまり、私たち一人一人のために苦しみ、神の恵みによって私たちのすべての罪を赦してくださったのです。もちろん、あなたはイエス・キリストを信じなければなりません。彼が処女懐胎によって肉体を持って生まれたことを知ってください。彼が私たちのために十字架上で死に、血を流し、3日後に死からよみがえられたことを知ってください。彼は神の独り子であり、あなたを愛し、永遠に天国で共にいることを望んでおられます。
       
    

    
       
    

    
      この世界、地球はもはや誰にも何も提供できません。生き残るために時間を費やすか、あなたの主であり父である神を知るか、どちらかを選ぶことができます。生き延びても束の間の休息しか得られず、最終的には死に至るでしょう。その死によって、あなたは創造主を知ることなく、サタンの所有物となってしまいます。残りはご想像の通りです。
       
    

    
       
    

    
      イエスを救世主として選び、聖書に従うなら、永遠の命が与えられます。だからこそ、サタンは世界中のキリスト教徒を殺そうとするのです。イエスと神はサタンにとってまさに厄介な存在です。真の信者であれば、その魂はサタンに与えられることはありません。また、多くの宗教がそれぞれ異なり、イエス・キリストを認めないのも、このためです。サタンは手下たちにキリスト教以外のものを広めさせようとします。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      自己満足：神はこれを許容されるのでしょうか？（66）
       
    

    
       
    

    
      この本を書き終えようとしていた時、9年以上前に神様からいただいた資料を読み返していたとき、神様に「この本は完成しましたか？」と尋ねました。すると、なぜか次の2日間、自己満足は神様の目に容認されるものなのかということばかり考えてしまいました。このテーマについて聖句はあるのか？と。神様はYouTubeを通して何度も答えてくださいます。この日も例外ではありませんでした。Bold Existenceには、このテーマについて聖句を解説したYouTubeがありました。繰り返しますが、偶然の一致などありません。多くの人がそう思っているかもしれませんが。ここに、皆さんがご自身で決断するための聖句とテキストを掲載します。私たちの決断はすべて永遠のものであることを忘れないでください。もし皆さんが取り残されたなら、永遠の魂が間違った場所に行ってしまうようなことがないように、何かを見逃さないようにしたいはずです。肉体ははかないものですが、霊は永遠です。
       
    

    
       
    

    
      ガラテヤ人への手紙 5:16 欽定訳
       
      、
       
    

    
       
       
      そこで私はこう言います。御霊に従って歩みなさい。そうすれば、肉の欲を満たすことはないでしょう。
       
    

    
        
    

    
       質問：
       
      欲望とは何でしょうか？霊と肉体は二つの異なる領域です。もしあなたが
       
    

    
      私たち全員が目指している精神においては、肉体は捨て去られるべきです。
       
    

    
      コリント人への第一の手紙 6:17-20 欽定訳
    

    
      17
      しかし、主に結ばれた者は一つの霊となるのです。
      18
      不品行を避けなさい。人が犯す罪はすべて、からだの外に起るものである。しかし、不品行を犯す者は、自分のからだに対して罪を犯すのである。
      19
      何を言っているのですか。あなたがたの体は、あなたがたのうちに宿っている、神から受けた聖霊の宮であり、あなたがたは、自分自身のものではないことを、知らないのですか。
      20
      あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから、あなたがたのからだをもって、またあなたがたの霊をもって、神の栄光を現しなさい。これらは神のものです。
    

    
      質問：もし私たちの体が聖霊の神殿であるなら、自慰行為をしているときに私たちはどんなことを考えているのでしょうか？もし私たちが聖霊と一つであるなら、私たちは聖霊との姦淫に加担しているのでしょうか？
    

    
      1コリント7:2（欽定訳）
       
    

    
      2
      しかしながら、姦淫を避けるために、すべての男は自分の妻を持ち、すべての女は自分の夫を持ちなさい。
    

    
      質問：聖書は、結婚した（伝統的な）パートナーと性関係を持つことが許されていると明確に述べています。これは、婚外交渉や自慰行為による姦淫を避けるようにという警告なのでしょうか？
    

    
      1コリント6:13 欽定訳
       
    

    
      13
      食物は腹のため、腹は食物のため。しかし神は、それらも、またそれをも滅ぼされる。体は不品行のためではなく、主のためにあり、主は体のためにある。
    

    
      質問：主が私たちの内に住んでおり、結婚外のいかなる淫行も禁じられているのなら、主は私たちの体の一部であるのに、私たちは主に対して罪を犯し、主が認めない関係を持っていることになるのでしょうか。
    

    
      マタイ5:27 欽定訳
       
    

    
      27
      あなたがたは昔の人たちから、「姦淫してはならない」と言われていたのを聞いている。
    

    
      質問：あなたの体があなた自身のものではないなら、自慰行為は姦淫になりますか？
    

    
       
    

    
      ヘブル人への手紙 12:1 欽定訳
       
    

    
      12 こういうわけで、わたしたちも、このように大勢の証人たちに雲のように囲まれているのですから、すべての重荷と絡みつく罪とをかなぐり捨て、わたしたちの前に置かれている競走を忍耐して走り続けましょう。
    

    
      質問：私たちの行いはすべて天国で見られます。裁きの日に、私たちは何かの違反を犯したとして有罪とされるのでしょうか。私たちは完璧ではありませんが、神の規則に従うことが期待されています。
    

    
      1コリント10:31 欽定訳
       
    

    
      31
      だから、食べるにも飲むにも、何をするにも、すべて神の栄光を現すためにしなさい。
    

    
      質問: 神は霊であり、自慰行為は肉によるものなので、私たちがしていることは神の栄光のためなのでしょうか?
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      シュメールの粘土板と聖書、どちらが正しいのか？（67）
       
    

    
       
       
    

    
      バビロニアとシュメールは聖書より古いもので、正しいです。
       
    

    
      シュメール人/バビロニア人、それとも聖書？
       
    

    
       
    

    
      シュメールの石板は聖書よりも古いものでした。
       
    

    
      記録が存在するからといって、正しいと思わない
       
    

    
      もしあなたがニビル星人としてこの地球にやって来て、人々を完全に支配していたら、あなたは彼らの神であり創造主だと告げませんか？今日私たちが聞かされているのは嘘と嘘ばかりです。私たちは悟りを開いた者として、できる限り多くの情報を集め、その話が正しいことを願わなければなりません。地球は丸いと言われています。しかし、本当にそうでしょうか？もし私たちが未来の世代のために巻物（いや、本です）を作るなら、私たちの現実を最も正確に解釈したものを伝えることになります。しかし、私たちの現実はどれほど正確なのでしょうか？2年前のあなたの現実はどうでしたか？今日はどうですか？2年前の私の現実と、今日の私の現実はどうでしたか？2年前に私が書いた本は全くのナンセンスでしょう。そしておそらく、2年後に私が書く本は、今日私が書いた本にも非常に欠陥があるでしょう。これが、あなたが聖書が完全には正しくないと言う理由の一つです。聖書が正しい唯一の方法は、神がそれを啓示し、預言者を通して書いた場合です。神は何でもできることを忘れないでください。宇宙のルールブックを自分の思い通りにできるなんて、神には考えられないですよね？本当に？人類がそれをどう解釈するか、それが今日の問題なのです。神は時として、敵に一時的に有利な状況を与えることがあります。これはヨブ記（聖書の一章）に示されています。神は忠実な息子ヨブにサタンのやりたいことを何でもさせるようにしました。ヨブは家族、家畜、土地など、すべてを失いました。しかし、神は最終的にヨブに、以前持っていたものを何倍も与えました。なぜ神がヨブにこのようなことが起こるのを許したのか、私にはよく分かりませんが、そうしました。人間的な言葉で理解するのは難しいことですが、神は時として物事が起こるのを許すのです。
       
    

    
      2024年現在、#2で述べたことを振り返ってみると、2013年から2014年にかけて書いたことのほぼ全てが今日でも真実です。これは、私が受け取った情報の大部分が神の啓示によるものだということを示しています。段落の配置を変えたり、文法やスペルを修正した以外は、ほとんど編集する必要がありませんでした。
       
    

    
       
    

    
      原始人から現代まで、何も変わっていません。常に誰かが支配し、誰かが従うべき存在です。神は、善良で、前向きで、公平で、愛に満ち、親切な存在です。しかし、私たちが今生きているのは、その正反対です。誰かを心から信頼できる最後の時がいつだったでしょうか？私たちは皆、神と共にいるか、今の「地獄」に留まるかの選択を迫られています。聖書には、私たちが生きているこの世界はサタンが支配していると記されています。周りを見回し、今世界中で何が起こっているかを見てください。
       
    

    
       
    

    
      自由な選択。
       
      神は、あなたが信じたくないなら、決して無理強いはしません。しかし、唯一の選択肢は、サタンの地獄の王国です。二つの選択肢しかないという基本ルールが気に入らないかもしれません。でも、それを乗り越えてください！一つは、優しい心を持つ人、つまり愛情深い人のための選択肢です。彼らは他人を思いやり、イエス・キリストを信じることで天国に行けるのです。サタンの王国は、神がいない、あるいは神を信じない場所です。暗闇、孤独、絶望、悲しみ、そして永遠に続く死が、あなたの新しい住まいとなるでしょう。地上で最悪の一日を、その感情の100倍にしてみてください。これは地獄のほんの一部に過ぎません。痛みについては、ここでは触れません。
       
    

    
       
    

    
      神は、「死」の後にたどり着く場所は二つしかないことを知っている。
       
      一つは彼の王国、もう一つはサタンの王国です。サタンは長年私たちの目と耳を開かせようとしてきましたが、社会は10年ごとに悪化しているように見えます。サタンはもう我慢の限界です。
       
      もし私たちの注意を引くために死と破壊が必要なら、
       
      そうなのよ。長い目で見れば、これまで通りのやり方を続けるよりも多くの命が救われるわ。今、あなたの注意と魂を奪っているのはサタンよ。あなたはどうするつもり？
       
    

    
       
       
    

    
      神は2008年に終末に向けて御霊を注ぎ始め、2011年から2012年にかけてさらに多くの人々を御国に導き入れたと私は信じています。その中には、信仰心さえない人々もいました。神は、人間の「作り出した」教義に教え直すのではなく、まっさらな状態から働き始めたのだと思います。
       
    

    
      多くの預言者は、まさにこの目的のために、つまり終末の時に助けるために、時の初めに特定の人々の集団が創造されたと述べています。私は彼らを「終末の民」と呼んでいます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      黙示録：終末（68）
       
    

    
       
    

    
      神は聖書全体を通して、様々な展開をしながら多くの出来事を繰り返しています。これは、神の性質やパターンに馴染みのない人々を混乱させます。そのため、多くの人が黙示録はローマ帝国を念頭に置いて書かれたと考えています。これはよくある間違いです。ヨハネは終末に言及した未来のビジョンを与えられており、それが黙示録なのです。つまり、将来何が起こるかに関する啓示です。確かに、聖書には似たようなことがたくさん出てきます。これが神の働き方です（パターン、半繰り返し、他の時代との類似点）。ローマ帝国はその時代の終わりのように見えましたが、他の多くの出来事は、終わりが起こるようには整いませんでした。1948年、イスラエルは再び国家となり、それと共に、終末が起こる前に預言が成就しました。
       
    

    
       
    

    
      黙示録の始まり
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      パトモス島にいたヨハネは、天使の訪問を受けました。天使は神からのメッセージをヨハネに伝え、「あなたが見るものを書物に書き記せ」と告げ、それを7つの教会に送りました（神はこれを、ご自身の来臨と雲の中に現れることの証しとするためでした）。また、それは今後2000年間の教会への警告でもありました。ヨハネは肉体を離れ、神を目にします。神はヨハネに恐れるなと告げ、ハデスと死への鍵を持っていると告げます。
       
    

    
       
    

    
      黙示録第二巻
       
    

    
      教会への手紙と、教会が間違っていること（神はほとんどの物語をたとえ話で語ることを覚えておいてください）この方法で概念を学び、将来に適用することができます。
       
    

    
       
    

    
      黙示録第3巻
       
    

    
      より多くの教会
       
    

    
       
    

    
      黙示録第4巻
       
    

    
      ヨハネは未来を見るために天国へ連れて行かれた
       
    

    
      ヨハネは天の玉座がどのようなものであったかを語る
       
    

    
      ヨハネは玉座を囲む動物たちとそれを守るものについて語る
       
    

    
      ヨハネは玉座で神を賛美しながら語られたことを語る
       
    

    
       
    

    
      黙示録第五巻
       
    

    
      封印された巻物を開く資格があるのは誰でしょうか？もちろん、私たちの救いのために死んだイエスだけです
       
    

    
       
    

    
      黙示録第六巻
       
    

    
      白い馬 - 審判
       
    

    
      赤い馬 - 地球から奪われた平和
       
    

    
      黒馬飢饉
       
    

    
      蒼白の馬-死
       
      剣、飢餓、疫病、獣によって
       
    

    
      第五の封印 神の言葉に忠実であったために殺された者たち
       
    

    
      第六の封印
       
      宇宙の混乱と神の怒りからの隠れ、地震など。
       
       
       
    

    
       
    

    
      ヨハネの黙示録第七巻
       
    

    
      ヨハネは最初のビジョンを見る：神の印（額に印）を持つ地上の人々は安全である
       
    

    
      イスラエルの12部族から144,000人、各部族から12,000人
       
    

    
      ヨハネは2番目のビジョンを持っています：苦難を経験する人々が信仰を持ち、自分自身を聖なるままに保つならば、彼らは安全で神と共にいられるという希望。
       
    

    
       
    

    
      黙示録第8巻
       
    

    
      1番目のトランペット:
       
      雹と火、そして血が混じり合って地上に降り注ぐ
       
      ;
       
      木と草の1/3が焼け落ちた
       
    

    
      2番目のトランペット:
       
      燃え盛る大山（小惑星？）が海に投げ込まれ、海の生物の1/3が死に、水は血のようになり、船の1/3が破壊される
       
    

    
      第3トランペット:
       
      燃える星ニビルの塵が川や泉に降り注ぎ、苦くて有毒になる
       
    

    
      第4トランペット:
       
      太陽、月、星の1/3が打撃を受け、1/3が暗くなり、夜と昼の1/3は輝かなくなった。
       
    

    
      黙示録8:5 火
       
      地面に投げ込まれる、声、雷、稲妻、地震
       
    

    
       
    

    
      ヨハネの黙示録第9巻：
       
    

    
      第5トランペット:
       
      底なしの穴の鍵が開かれ、サソリのような力を持つイナゴが、額に神の刻印のない人々を刺す。人々は5ヶ月間拷問を受ける。自殺することはできない。
       
    

    
      太陽と空気は暗くなった（開かれた地獄の穴の煙のせいで）
       
    

    
      第6のラッパ：人類の3分の1が天使によって死ぬ
       
    

    
       
    

    
      ヨハネの黙示録第10巻：
       
    

    
      第七のラッパ：ヨハネが小さな書物を食べたのは、彼が幻の内容を理解したことを意味する。七つの雷（今日まで知られていない）は、世の終わりまで秘密にされる何かを告げる。
       
    

    
      7
       
      番目
       
      神の天使の神秘は、この黙示録で予言されていなかった預言者たち（秘密の計画）に宣言されたとおりに完了するはずである。
       
    

    
       
    

    
      もっと続けることもできますが、私の言いたいことはこれで伝わったと思います。これらは、ヨハネが天国を訪れ、見せられた後の未来の出来事です。
       
    

    
      聖書の中のすべての言葉は、そこに書かれているとおりに実現します。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      反キリストが登場する（69）
       
    

    
       
    

    
      騙されないでください。ほとんどの人が騙されるような欺瞞があるでしょう。反キリストはおそらく、あなたが想像するイエスの姿に似ているでしょう。彼は皆から愛されるでしょう。
       
    

    
      彼はイエスのように話し、イエスのように行動し、イエスのように信じられるでしょう。しかし、彼は違います。繰り返しますが、彼はイエスではありません。彼は反キリストなのです。
       
      彼は破滅の男だ。騙されてはならない。何が何だか、どうすればわかるのか？その方法とはこうだ。
       
      携挙後、イエスは地球上にはいないだろう。
       
      繰り返しますが、真のイエスは地上にいて、芸を披露したり、自分の能力を誇示したりすることはありません。これは反キリストです。真のイエスは天国にいて、この地上で素晴らしいことをしているふりをすることはないでしょう。
       
      聖書には、この世界（地球）の神はサタンであると書かれています。
       
      ですから、イエス（真の神）はしばらくの間、彼に地球を支配させるでしょう。そして、多くの人々が惑わされ続けるのを許すでしょう。なぜ真の神はそうするのでしょうか？それは、あなたたちが高級車や高級住宅に浸り、神に気を取られていたからです。信仰を通してのみ、あなたたちが神に関心を持つようにと望んでいたのに、あなたたちは神を知ろうとはしなかったのです。信仰によってのみ、あなたたちは真のイエスを知ることができるのです。反キリストが行う見せかけのショーによってではありません。残されたのは悪だけです。あなたたちはサタンの「新しいイエス」から遠ざかっていなければなりません。
       
      神の御子イエス、あるいはヤシュア（別名イェシュア）・ハマシアハの御名によって神に祈りなさい。父なる神に至る唯一の道は、御子ヤシュアを通してのみです。
       
       
       
    

    
      両者は神であり、聖霊と同様に互いの中に存在します。花嫁（真の信者の残りの者）が天に召される時、聖霊は地上にいません。
       
    

    
      この時点で、どうすれば救われるのでしょうか？希望はあるのでしょうか？
       
      もちろんです。聖書（旧約聖書と新約聖書）を学びましょう。イエスを知り、彼に祈りましょう（決して偽イエスに祈ってはいけません）。
       
      おそらくRFIDチップが埋め込まれているマークは絶対に受け取ってはいけません。あなたは永遠にサタンと地獄に縛り付けられることになります。
       
      いかなる状況下でも、決して信じてはいけません。もし信じたら、すべては失われます。あなたは永遠に地獄で過ごすことになります。ヤシュアに忠実であり、他の神に祈らなかったために斬首されたら、あなたは艱難時代の聖人と呼ばれるでしょう。あなたは天国に行けます。決してヤシュアを否定してはなりません。死後、あなたは天国に行けます。神のない世界で、あなたは多くの苦しみを乗り越えなければならないでしょう。イエスはあなたが御国に来ることを望んでいます。ただ、艱難時代が始まる前に信じていた時よりも、もっと努力しなければならないでしょう。
       
    

    
      なぜ多くのクリスチャンや牧師が患難時代を乗り越えられなかったのでしょうか？
       
    

    
      それは彼らが神の戒めに従っていないからです。
       
      彼らは罪を悔い改めなかった
       
      （これは毎日行うべきです）。彼らはイエスと話し、友となることができたにもかかわらず、そうしませんでした。彼らは「なまぬるいクリスチャン」、つまり神よりも教会に興味を持つクリスチャンでした。聖書に反する結婚（同性愛）や中絶を容認する牧師は、神の目には好ましくありません。彼らはまた、会衆の救いにとって重要な話題を避けていました。謙虚になり、ひざまずき、祈り、神に叫びましょう。あなたは間違いを犯したと告げましょう。
       
      神は許す神です。
       
      今すぐ変わり、善行をし、他者を助け、戒律に従い、信仰に従い、聖書に従ってください（聖書は人間が作ったものではありません）。それは神からの啓示なのです！
       
    

    
      人生にマニュアルは付属していません（聖書全体を除いて）。これがあなたのための指示です。天国と地獄は存在します。神と悪魔は存在します。あなたの魂をめぐる争いがあります。獣の刻印はあなたを悪魔に縛り付けます。シンプルなルールですが、あなたはついにそれを信じますか？それとも信じませんか？
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      知っておくべきこと（聖書に基づくもの、そうでないもの）（70）
       
    

    
       
    

    
      エイリアンは、自分たちが神だと思わせるための策略を巡らすでしょう。彼らは悪魔の仲間です。彼らから離れてください。彼らは賢いです。誰とも付き合ってはなりません。エイリアンはあなたの友達ではありません。彼らは悪魔であり、堕天使なのです。
    

    
      聖書を読み、できるだけ祈りましょう
    

    
      神に従いなさい。すべての戒律に従いなさい。
    

    
      毎日悔い改めなさい。そして、悔い改めようとしている罪を続けないでください。
    

    
      支配者は2人だけ：神（すべて）とサタン（地球と電波）
    

    
      あなたはどちらかに属するでしょう。すぐに決断を下さなければなりません。何もしなければ、あなたはサタンの手に落ちてしまうでしょう！
    

    
      永遠とは長い時間です。傲慢、プライド、頑固、頑固さ、あるいは常に正しいという思い込みから間違った決断をすると、地獄に落とされる際に高い代償を払うことになります。今こそ、過去に騙された可能性を再検証し、初めて見つめ直す時です。あなたは自分が思っているほど賢くないのかもしれません。そうでなければ、取り残されることはなかったでしょう。真に賢く、物事をよく理解している人なら、イエス様と関係を持ち、「たとえ自分が間違っていても、何の問題もない」と考えていたはずです。もし自分が正しかったなら、天国に行けたはずです。私がしたように、自分が知っていると思っていることをすべて消し去り、ゼロから始めることをお勧めします。自分が知っていたことのほとんどが間違っていたことに気づき、ショックを受けて1ヶ月を過ごした後、私は気持ちを切り替え、すべてを新しい目で見つめ直しました。確かに、私はほとんどすべてのことを把握していると思っていた、いわゆる「中途半端に賢い」人間でしたが、それは間違いでした。私は成功したビジネスマンでしたが、お金は成功の尺度に過ぎず、すべてではないことを知りました。しかし、成功が天国に持ち帰れないなら、何の意味もありません。天国の成功と地球の成功は正反対です。
    

    
      できるだけ健康を維持する方法。様々な疫病や病気などが起こるでしょう。コロイド銀は万能薬になるらしいですよ。ワニ口クリップ、9ボルト電池、蒸留水、銀貨があれば簡単に作れます。呼吸器系のトラブルには、マルレインティーが効果的です。マルレインは多くの場所で育つ天然ハーブです。
    

    
      霊的な戦い方を学びなさい。あなたが直面しているのは、善なる霊と悪なる霊の戦いです。この戦いは、あなたの口から発せられる言葉によって戦われます。「私の近くにいるすべての悪魔を縛り、地獄の穴に投げ込み、二度と戻ってこないようにします。イエスの名において（私たちには力はありません。力はイエスを通して与えられるからです）。あなたは私に対して何の力もありません。私はイエス・キリストの名において（あるいは彼の与えられた名前において）あなたを縛り、地獄の穴に投げ込みます。悪魔はイエスの名を憎み、イエスの血が（言葉によって）彼らにかけられることを憎み、主を賛美することを憎みます。これが悪魔を追い払う方法です。銃、ナイフ、そして物質世界の武器は役に立ちません。決して恐れてはなりません。これは悪魔を助け、あなたを邪魔するからです。悪魔に、あなたは神の子であり、彼らに対して権威を持っていると言いなさい。
    

    
      誰もがキリスト教徒になり、全身浸礼を受けるべきです。イエスをあなたの主であり救い主であることを決して否定してはいけません。たとえそれが死を意味するとしても。たとえ人々から隠れようとして、彼らに尋ねられたとしても。（本当に）
    

    
      もしあなたが「世に」いて、お金や権力に執着しているなら、あなたは神の新しい御国への備えを全くできていないのです。あなたは世の雑多なもの、特典、楽しみ、罪、そして時間の無駄遣いから抜け出さなければなりません。使える時間はすべてイエスと共に過ごし、イエスの一部となる必要があります。
    

    
      これまでに見たことのない経済崩壊が起ころうとしています。
    

    
      食糧不足はどこでも問題となるでしょう。
    

    
      おそらく中国とロシアによる米国侵略が起こるだろう。
    

    
      携挙後に統治する世界政府が存在するでしょう。
    

    
      携挙後には世界を支配する一つの宗教が存在するでしょう。
    

    
      ポールシフトの大きな変化があります。
    

    
      獣の刻印は、売買を希望するすべての人にとって必須となります。（セクションを参照）
    

    
      神の土地（イスラエル）を分け合えば、神も私たちの土地を分けてくださると教えられました。メキシコ湾から五大湖に至るまで、ミシシッピ川が何百マイルもの幅で大地を分断するという夢や幻を多くの人が見てきました。
    

    
      プエルトリコに隕石が衝突するという幻覚や夢を多くの人が見てきました。隕石が衝突すると、東海岸からアパラチア山脈まで津波が押し寄せます。この津波は世界のほぼ全域を巡り、沿岸部で多くの被害と死者を出すでしょう。
    

    
       
    

    
       
    

    
      神はあなたの心を知っている（71）
       
    

    
      神はあなたの考え、魂、行いを読むことができます。神に至る道はまっすぐで狭い道です。その狭い道こそがイエスへと導く道です。狭い道とは、より困難で、より正義に満ちた、より優しい選択を意味します。この道を進むのはより困難で、命を失うことさえあるかもしれません。いずれにせよこの人生は終わり、永遠の人生はすぐそこです。キリストには死はありません。非キリスト教的な音楽を聴くのをやめましょう。テレビを見るのをやめましょう。すべてのメディアは、真実を私たち全員から隠している同じグループによって所有され、運営されていることを理解する時です。エリートたちは、大衆（テレビ、音楽、ゲーム、映画、学校）が無関心になるようにプログラミングしています。あなたを眠らせるプログラミングをやめましょう！私たちは誰も完璧ではありません。私たちは皆、多くの欠点を持っています。
       
    

    
      私たちは終末の時を迎えています。周囲の状況が悪化した時こそ、人間として真の自分を示す時です。優しさや思いやりを示すことも、利己心や人間性の欠如を示すこともできます。今日では、ほとんどの教会で日々の悔い改めは教えられていません。サタンは大喜びです！神は日々の悔い改めを期待しています。なぜなら、アダムとイブの罪ゆえに、私たちは皆罪人だからです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      イエスを信じ、悔い改める（72）
       
    

    
       
    

    
      あなたに子供がいるとしましょう。もし子供があなたに話しかけなかったら、あなたの言うことを全く聞かなかったら、家庭内でのあなたのルールを全く守らなかったら、あなたはどう感じるでしょうか。あなたはその子供が感謝の気持ちを持っていないと感じるかもしれません。その子供とは一切関わりたくないと思うかもしれません。イエスはまさにこのように感じています。イエスは、あなたが受けるべき苦しみを背負って死んでいったにもかかわらず、感謝されていないと感じています（私たちは皆、アダムとイブのせいで罪を犯して生まれてきたのです）。
       
    

    
      。
       
    

    
      神は、規則、階層、天使、惑星などを備えた宇宙全体を創造しました。それは神の「宇宙」であり、「神のルール」です。「私をありのままに見てくれない神はいらない」と主張したとしても、神のルールや規則は変わりません。神は私たちに多くを求めているわけではありません。神は私たちに認められること、そして許しを求めることを求めているのです。多くの人は「でも私は善良な人間だし、謝ることは何もない」と言うかもしれません。神の天界は私たちの世界とは全く異なる仕組みになっています。あなたはわがままで、息を止めて何も悪いことはしていないと言い張っていればいいと言いたいところですが、それは嘘になります。宇宙は誕生以来、全く問題なく機能してきました。神は決して変わりません。私たちの主はルールを変えることはありません。なぜなら、この世代は甘やかされ、利己的で、謙虚とは程遠く、言葉さえ見つからないほどになっているからです。変わらなければならないのはあなたです。もしあなたがそれを拒むなら、それは「自由意志」と呼ばれます。神の意志に従わない「自由意志」は、あなたを地獄に落とします（教会に通い、慈善活動に熱心で、ハエ一匹も傷つけたことのないような素敵な人でさえも、これに含まれます）。人生で犯した過ちを悔い改めることは、赦しを求めることです。悔い改め、赦しを求める（心からそう思う）とき、私たちの体はまるで「清らかで純粋な状態」にリセットされるかのようです。もし数日後、ちょっとした嘘をついたり、母親に腹を立てたり、隣人が買ったばかりの車に嫉妬したり、道を歩いている人に情欲の目で見たりしたらどうなるでしょうか。私たちは悔い改める必要があります。（悔い改めとは、言葉だけでなく、実際に行動の方向性を変えることです。）これらはどれも、神の「聖書」において罪とみなされています。そのため、私たちは神の目に罪人となります。これらの戒律は太古の昔から存在しています（十戒と、生きる上での戒律）。イエスはルカによる福音書13章3節でこう言われました。「いいえ、そうではありません。しかし、悔い改めなければ、あなたがたも皆同じように滅びます。」また、ルカによる福音書16章13節ではこう言われました。「しもべは、二人の主人（神かサタンか）に仕えることはできません。どちらか一方を憎んで他方を愛し、どちらか一方に親しんで他方を軽んじるからです。あなた方は神と富とに仕えることはできません。」
       
    

    
       
    

    
      イエスがあなたの罪のために死に、そして死後3日で墓からよみがえられたと信じることこそ、神がご自分の子供たちに求めている承認です。私にとって、これはかなり素晴らしい取引だと思います。神はあなたが毎日悔い改め、父親のように接することを期待しておられます（実際、神は父親なのですから！）。もしこれがあなたにとってあまりにも重荷であるなら、神は1000年間続く「千年王国」にあなたを招き入れようとはされないでしょう。
       
    

    
       
    

    
      この地球を支配しているサタン（神ではありません）は、地獄は存在しない、私たちは自分自身であり、正しいと思うことをするべきだと言っています。彼の最新の提案は、宗教における統一です。すべての宗教が団結し、互いに愛し合うことで、地球上に平和と調和がもたらされるのです。聞こえは良いですが、これもサタンの策略です。すべての人に一つの宗教が認められるのは「聖書」の場合のみであり、サタンはそれを知っています。他の宗教はそれを無効にします。地球の法廷と同じように、天国にもルールがあります。それらはずっと明白な視界にありました。あなたはただそれを読んで従うだけでいいのです。そう、それは聖書なのです！
       
    

    
       
    

    
      神は、暗闇が御国に侵入することを望んでおられません。利己的で自己中心的な人、高慢で傲慢な人、嘘つき、謙虚でない人、そして神の掟に従わない人は、神の新しい御国には歓迎されません。もし神が地上の汚れを欲しがるなら、ただここに来てサタンの側につくでしょう。しかし、そんなことは起こりません。神はあなたを愛しており、あなたが神の御国のために選択することを望んでおられます。あなたは、これは大した選択ではないと思うかもしれません。しかし、これらの決断と修正は、あなた自身にしかできないのです。ただ神に助けを求めてください。ひざまずいて神に叫び、神に誓う覚悟があることを伝えてください。そして、申し訳ない気持ちを伝えてください。
       
    

    
       
    

    
      宇宙とその中の法則は、おそらくこのように創造されたのではないでしょう。しかし、これらは人類の誕生以来、存在し、従われてきた（あるいは従うべきだった）法則なのです。地球の人々がもはや修復不可能な状態になった時、神は聖なる創造物を取り戻すために再び来られます。これはノアの時代、ソドムとゴモラの時代、そして聖書の他の時代にも行われました。サタンは長年、これらの秘密を私たちから隠してきました。私たちが聖書は私たちには当てはまらないと考える時、サタンは勝利します。真実を超えるものはありません。私たちが神の法則を信じなければ、サタンが勝利し、私たちの魂を手に入れます。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      神を恐れるべきでしょうか？（73）
       
    

    
       
    

    
      聖書のどこにも、神の戒めに背いても罰を受けないなどとは書いてありません。神はあなたを地獄に送る力を持っているので、神を畏れなさいと書いてあるのです。
       
       
       
      マタイ10:28
       
      28
       
      体を殺しても魂を殺すことのできない者どもを恐れてはなりません。むしろ、魂も体も地獄で滅ぼす力のある方を恐れなさい。
       
    

    
       
    

    
      同時に、神は優しく、赦し、愛に満ちた神でもあります。多くの教会が描く神はまさにこれです。教会では、畏れるべき神を信じるなら、それに応じて寄付金も減ります。多くの教会は、私たちが仕えているのは優しく、慈しみ深く、赦しに満ちた神だと教えようとする傾向があります。神は私が述べたすべての善であり、それ以上のものですが、同時に畏れるべき存在でもあります。
       
    

    
       
    

    
      あなたは上司を恐れますか？先生を恐れますか？政府を恐れますか？もし答えが「はい」なら、それは彼らがそれぞれあなたに何かを「期待している」からだと結論付けるかもしれません。本当に彼らを恐れる必要があるのは、彼らがあなたに頼んだことをあなたができない時だけです。先生はあなたに課題を与え、あなたの時間と労力を費やす学習をさせます。政府はあなたが稼ぐすべてのお金に税金を払わせようとします。彼らはまた、国民を規律正しく保つための法律も持っています。あなたは「去年、還付金として受け取った10ドルを申告しなかった」と思うかもしれません。これは、将来起こるかもしれない影響を心配させるかもしれません。また、隣人が4本もホースを持っていたので、あなたは本当に気にしたり気付いたりするだろうと思ったので、隣人のホースを「奪って」しまいました。
       
    

    
       
    

    
      そして、上司はあなたが自分のできる最善の方法で仕事をすることを期待しています。給料をもらっている間はインターネットサーフィンをしたり、他の従業員と噂話をしたりせず、これまで先延ばしにしてきた電話をかけたり報告書を書いたりすることを期待しています。
       
    

    
       
    

    
      模範的な人間であるとき、政府、上司、先生を恐れますか？おそらく全く恐れることはないはずです。なぜなら、あなたは期待されていることを実行しているからです。本質的には、選択を迫られたとき、あなたは常に自分の行動を選択する自由意志を持っています。期待されていることを行わず、罰を受けることで、それらへの恐れを抱き続けることもできます。あるいは、求められたことに全力を尽くして行うこともできます。そうすれば、ルールと課題に従うことで期待されていることを行ったことになるので、恐怖は自然と最小限に抑えられるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      「神を恐れるべきか？」という問いに答えてください。その答えは、あなたが神の「聖書」に定められた規則と戒めに従っていない場合のみです。
       
    

    
       
    

    
      伝道の書 12:13 欽定訳
       
    

    
      13
       
      全体の結論を聞いてみましょう。
       
      神を畏れ、その戒めを守りなさい
       
      なぜなら、これが人間の全義務だからである。
       
    

    
       
    

    
      ペテロ第一 2:17 欽定訳
       
    

    
      17
       
      すべての人を敬いなさい。兄弟愛を愛しなさい。
       
      神を畏れよ
       
      王を敬いなさい。
       
    

    
       
    

    
      黙示録 14:7 欽定訳
       
    

    
      7
       
      大きな声で言うと、
       
      神を畏れよ
       
      、
       
      そして彼に栄光を捧げる
       
      神の審判の時が来たからです。天と地と海と水の源を造られた方を拝みなさい。
       
    

    
       
    

    
      ルカ12:5 欽定訳
       
    

    
      5
       
      しかし、私はあなたがたが誰を恐れるべきかを前もって警告しよう
       
      : 殺した後地獄に投げ込む権威を持つ者を恐れよ。
       
      そうです、私はあなた方に言います、彼を恐れなさい。
       
    

    
       
    

    
      サムエル記上 12:14 欽定訳
       
    

    
      14
       
      もしあなたがたが望むなら
       
      主を畏れ、主に仕え、その声に聞き従い、主の戒めに背いてはならない。
       
      そうすれば、あなたたちも、あなたたちを治める王も、あなたたちの神、主に従い続けるであろう。
       
    

    
       
    

    
      申命記 10:12 欽定訳
       
    

    
      12
       
      イスラエルよ、今、あなたの神、主があなたに求めているのは、
       
      あなたの神、主を畏れ、そのすべての道に歩み、主を愛し、心を尽くし、魂を尽くしてあなたの神、主に仕えなさい。
       
    

    
       
    

    
      詩篇 19:9 欽定訳
       
    

    
      9
       
      その
       
      主への畏れ
       
      清く、永遠に続く。
       
      主の裁きはことごとく真実かつ正しい。
       
    

    
       
    

    
      列王記下 17:34 欽定訳
       
    

    
      34
       
      彼らは今日に至るまで、昔の慣習に従っている。彼らは主を畏れず、その定めにも、その法にも従わず、主がイスラエルと名付けたヤコブの子らに命じた律法と戒めにも従わない。
       
    

    
       
    

    
      詩篇 118:4 欽定訳
       
    

    
      4
       
      それを知らせましょう
       
      主を恐れよ、その慈しみは永遠に続くと言いなさい。
       
    

    
       
    

    
      ルカ12:5 欽定訳
       
    

    
      5
       
      しかし、私はあなた方に誰を恐れるべきかを前もって警告しよう。
       
      殺した後で地獄に投げ込む権威を持つ者を恐れなさい。そうです、私はあなた方に言います、彼を恐れなさい。
       
    

    
       
    

    
      がある 
       
      他にも数百の例
       
      でも、要点はお分かりでしょう。あなたの教会は、神が期待していた働きをしていなかったのかもしれません。
       
    

    
       
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      アイドル (74)
       
    

    
       
    

    
      十戒の一つに、偶像崇拝をしてはならないという戒めがあります。偶像崇拝は、自分にとって神を「象徴する」像にひれ伏すというシンプルな行為です。祈るべきは神、イエス以外にはありません。古代の人々は、雄牛、雌牛、仏像、石像、彫刻など、神を象徴するものを探しました。イスラエルの民がエジプトから脱出した際に、神が紅海を分けた際には、ひれ伏すための金の子牛まで作られました。偶像崇拝は罪です。私たちには神はただ一人しかおらず、その神に祈るべきです。中には、様々なスポーツに没頭し、すべての時間を奪われる人もいます。神は、後付けではなく、常に第一でありたいと願っています。神よりも愛するものがあれば、人生において再評価する必要があります。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      あなたはどの宗教に従うべきですか？（75）
       
    

    
       
    

    
      教会とは、イエス・キリストの御名のもとに二人以上の人が集まる場所です。建物の中である必要はなく、どこでも構いません。
       
    

    
       
    

    
      世界には22の主要な宗教があります。真理である宗教は一つだけです。他の宗教はすべて正当な宗教ではありません。サタンがそれらを推進しているのです。確かに、それらすべてには部分的には真実が含まれています。しかし、あなたがイエスに完全に従っていなければ、あなたの宗教は正当なものではありません。聖書は、神があなたに何を期待しているか、そして神の子としてふさわしい行いがどのようなものかを教えています。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      祈りの目的（76）
       
    

    
      祈りの目的は何でしょうか？祈りは天使を呼び覚まし、霊界であなたのために戦わせます。霊界と地上界があります。まもなくこれらの領域は混ざり合い、残念ながら私たちはこれまで隠されていたもの（ベールが薄くなる）が見え始めるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      例えば、私たちが敵と戦うとき、それは人々と戦っているのではなく、霊的な戦いを戦っているのです。私たちは、これらの人々の反キリスト的な性質を支配している悪魔と戦っているのです。これはサタンとキリストの戦いです。私たちができる最善のことは、神が人々の目と耳を開き、この世の真の神が誰であるかという真実を彼らが知ることができるように祈ることです。例：キリストとその規則に従う善良な人は、彼らの内に神が宿っています。罪（サタン）とその規則の欠如に従う悪人は、彼らの内にサタンが宿っています。
       
    

    
       
    

    
      近い将来、さらに多くの悪魔を見ることになるでしょうが、彼らは罪を犯している人を見つけるのが大好きです。これが、悪魔がその人に入り込む許可を与えるのです。もしあなたが嘘つきなら、嘘を専門とする悪魔があなたの中に住み着くことを望んでいて、彼らはあなたを説得して、より多くの、より巧妙な嘘をつかせることができるようになります。これは、彼らが利用できる、あなたの罪に対する「彼らの解決策」のようなものです。祈り、悔い改め、そして罪から離れていることが、最終的にあなたの中に住む悪魔を追い出すでしょう。あなたは彼らを放棄するか、彼らから解放される必要があるかもしれませんが、「清潔」でいることは、彼らが入り込み、留まることを望む「住まい」を提供するものではありません。
       
    

    
       
    

    
      神はすべての祈りを聞いてくださいます。実際、これらの祈りは神の玉座の部屋に届き、甘い香りを放ちます（神はその香りによって、あなたが何を祈っているのかを識別できます）。その香りは神を喜ばせ、栄光をたたえます。神に罪を告白する祈りは、神に罪を償い、すべての悪霊があなたの体から去るように祈ることを可能にします（時には、悪霊の解放が重要な場合もあります）。これが、悔い改めが非常に重要である理由の一つです。
       
    

    
      。
       
    

    
       
    

    
      許し
       
       
       
      （77）
       
    

    
      許しは、取り組むべき大きなテーマです。確かに、本書の多くの章でこのテーマに触れていますが、ここではより深く掘り下げてみたいと思います。
       
    

    
       
    

    
      聖書は他人を許すことについて何と言っていますか？
       
       
       
    

    
       
    

    
      マタイによる福音書 6:14-15 欽定訳
       
    

    
      14
       
      もしあなたがたが人々の罪を赦すならば、あなたがたの天の父もあなたがたの罪を赦して下さるであろう。
       
      15
       
      しかし、もしあなたがたが人々の罪を赦さないならば、あなたがたの父もあなたがたの罪を赦して下さらないであろう。
       
    

    
       
    

    
      コロサイ人への手紙 3:13 欽定訳
       
    

    
      13
       
      互いに忍び合い、もし争いごとがあっても、互いに赦し合いなさい。キリストがあなたがたを赦して下さったように、あなたがたも赦し合いなさい。
       
    

    
       
    

    
      コロサイ人への手紙 1:13-15 欽定訳
       
    

    
      13
       
      神は私たちを暗黒の力から救い出し、その愛する御子の王国に移してくださいました。
       
      14
       
      私たちは、キリストの血による贖い、すなわち罪の赦しを受けているのです
       
    

    
       
    

    
      エペソ人への手紙 4:31-32 欽定訳
       
    

    
      31
       
      すべての無慈悲、憤り、怒り、叫び、悪口、およびすべての悪意を、あなたから捨て去りなさい。
       
      32
       
      互いに親切にし、思いやり深くなり、神がキリストによってあなたがたを赦して下さったように、互いに赦し合いなさい。
       
    

    
       
    

    
      詩篇 138:7-8 欽定訳
       
    

    
      7
       
      たとい私が苦難のなかを歩んでも、あなたは私を生き返らせてくださいます。私の敵の怒りに向かってあなたの手を伸ばしてくださいます。あなたの右の手は私を救うでしょう。
       
      8
       
      主は私のことを成し遂げてくださいます。主よ、あなたの慈しみは永遠に続きます。あなたのみ手のわざを捨てないでください。
       
    

    
      多くの人が許しの問題で地獄に落ちます。他人を許すにしても、自分自身を許すにしても、神の子たちは自分に対して不当な行為をした人を許すように教えられています。つまり、何が起ころうとも、たとえそれが人生を台無しにしようとも、たとえ愛する人を殺されようとも、あなたは許さなければならないということです。
       
    

    
      これは地上で私たちが学ぶ最も難しい教訓の一つです。許すに値しないとみなす人を許すのは、時に受け入れがたい試練となることがあります。私が知るクリスチャンの少なくとも25%は、現在、許さないという罪を犯していると思います。彼らが改心して許さない限り、天国とは別の場所にいることになるのです。
       
    

    
      もし誰かを許すことが「ほとんど不可能」だと感じるなら、ひざまずいて神に祈りましょう。あなたの心を癒し、その人のあなたに対する過ちを完全に許せるよう、助けてくださるように。必要であれば、一日二回、あるいはそれ以上、その人を許せるようになるまで祈り続けましょう。あなたが誰かを許したかどうかは、街でその人に会った時に、悪意や憎しみが全く感じられないかどうかで分かります。挨拶はするけれど、一緒に昼食をとる必要はない。もしそうすることができれば、あなたはその人を許したのです。
       
    

    
      健全で永続的な人間関係を築くには、赦しが何よりも重要です。イエスは十字架上で父なる神と共に私たちの罪の代価を支払ってくださいました。イエスはあなたのためにその赦しを買い取ってくださいました。それはあなたが解放され、すべての罪から赦されるためです。今こそ、あなたから罪を赦される必要があるすべての人を赦す時です。
       
    

    
      他人を許すなら、あなたの罪も神に許されるということを忘れないでください。これはかなり良い動機だと思います。
       
    

    
       
    

    
      安息日 - 休息の日 (78)
       
    

    
       
    

    
      信じられないかもしれませんが、安息日は十戒の一つです。この安息日は神にとって非常に大切な日です。神は6日間創造し、7日目に休まれたという例えを私たちに示されました。
       
    

    
       
    

    
      出エジプト記 20:8-10
       
      「安息日を覚えて、これを聖別しなさい。六日間は働いて、あなたのすべての仕事をしなければならない。七日目はあなたの神、主の安息日である。その日にはいかなる仕事もしてはならない。」
       
    

    
      安息日は正式には金曜日の日没から土曜日の日没までです。安息日は決して「ユダヤ人だけの日」ではありませんでした。安息日の起源は天地創造にまで遡ります。
       
    

    
      創世記 2:2-3 NKJV
       
      「第七の日に神は御業を終え、そのすべての御業を離れて第七日に休まれた。神は第七日を祝福し、聖別された。神が創造し、造られたすべての御業を離れて休まれたからである。」
       
    

    
      マルコ 2:27 NKJV
       
      「安息日は人のために定められたのであって、人が安息日のために定められたのではない。」安息日は人の必要を満たし、霊的な休息と神への礼拝のために設けられました。神は戒めの例として、ご自身に休息を与えられました。
       
    

    
      レビ記 23:3 NKJV
       
      「六日間は仕事をしなさい。七日目は厳粛な休息の安息日、聖なる集会である。その日にはいかなる仕事もしてはならない。それはあなたがたの住まいすべてにおいて主の安息日である。」
       
    

    
      イエスは土曜日に定期的に神殿を訪れました。
       
    

    
      ルカ4:16 NKJV
       
      「イエスは育ったナザレに来られた。そして、いつものように安息日に会堂に入り、聖書を朗読するために立ち上がられた。」
       
    

    
      出エジプト記 31:13 NKJV
       
      「イスラエルの人々に告げて言いなさい。『あなたたちは必ずわたしの安息日を守らなければならない。これはわたしとあなたたちとの間のしるしであり、わたしがあなたたちを聖別する主であることを、あなたたちが知るためである。』」
       
      聖別する、というのは神聖にするという意味です。
       
    

    
      エゼキエル 20:20 NKJV
       
      「わたしの安息日を聖別しなさい。そうすれば、それはわたしとあなたとの間のしるしとなり、わたしがあなたたちの神、主であることをあなたたちは知るようになる。」
       
    

    
      安息日を守ることは、宇宙を創造した神への忠誠のしるしです。また、安息日は聖書の神を異教の神々と区別するものでもありました。
       
    

    
      マタイ5:17-19 NKJV
       
      「だから、これらの戒めの最も小さいものの一つでも破り、また人々にそう教える者は、天の御国で最も小さい者と呼ばれるでしょう。しかし、これを守り、また教える者は、天の御国で偉大な者と呼ばれるでしょう。」
       
    

    
      この聖書の一節は、イエスが今日に至るまで私たちに安息日を守ることを期待していることを示しています。
       
       
       
      マタイ24:20-21
       
      「また、あなたがたの逃亡が冬や安息日にならないように祈りなさい。そうなると、世の初めから今に至るまで、かつてなかったような、また、これからも決して起こらないような大きな苦難が来るからです。
       
      ここで彼らは苦難について語っており、あなたの逃避は冬や安息日には行われないかもしれないと言われています。これは、安息日が常に守られるべきであることを示しています。
       
      。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      2014年の教会への手紙（79）
       
    

    
       
    

    
      教会の皆様へ（この手紙は2014年1月にロサンゼルスの教会に宛てて書かれたもので、名前は省略されています）
       
    

    
       
    

    
      1. 終末の日が急速に近づいていると私は信じています。周りを見回してみてください。世界はかつてないほどの混乱に陥っています。会衆をこれから起こることに備えるために、もっと多くの説教が必要です。携挙に備え、傷跡を残さないようにしなければなりません。祈りと悔い改めの大切さを知る必要があります。多くの人は、たまに悔い改めれば十分だと考えているかもしれませんが、私はそうではないと確信しています。
       
    

    
       
    

    
      2. 神は私たちの罪を赦してくださるということを、私たちは皆、心に留めておく必要があります。しかし、私たちが他人を赦せないなら、なぜ神は私たちを赦したいのでしょうか？多くの人は、この問題を軽視し、向き合いたがりません。このテーマについて、特別な授業を開くのも良いかもしれません。
       
    

    
       
    

    
      3. 会衆に獣の刻印について話す必要があります。これは聖書に記されており、間もなく施行される予定です。
       
    

    
      このテーマは非常に重要であり、早急に調査する必要があります。そうでなければ、世界中でどれだけ説教しても何の効果もないでしょう。獣の刻印とは、RFID（無線周波数識別装置）の皮下チップのことです。現在、右手か額に埋め込まれています（聞き覚えがありますね）。もし私が善悪、天国と地獄、神と悪魔を信じていなかったら、このテーマは決して取り上げられなかったでしょう。私たちは現在、作物の不作、動物の死、放射能の拡散、そしてあらゆるものを死滅させる激しい気温変動により、世界的な飢餓の危機に瀕しています。ほとんどの国は破産の危機に瀕しており、人々は街頭で政府に抗議しています。
       
    

    
       
    

    
      なぜこのRFIDマイクロチップについてニュースで何も耳にしないのでしょうか？もしあなたが悪魔で、新聞やメディアを支配していたら、人々を罠にかける罠を仕掛けていると人々に告げるでしょうか？権力者たちが全てを準備しているのです。この刻印を受ければ、体内の化学変化が起こります。神はこれを悪魔への忠誠とみなすでしょう。一部の地域や場所では、この刻印はすでに現実のものとなっています。
       
    

    
      ロサンゼルスのダウンタウンでは、お金と引き換えにチップの埋め込みを勧めている。
       
    

    
      国内の一部地域では、母親は赤ちゃんにチップを埋め込むのに25ドルを受け取っている。
       
    

    
      囚人と仮釈放者はチップの取得が義務付けられている
       
    

    
      フードスタンプを受け取り続けるために、人々はチップを埋め込むことになる
       
    

    
      ウォルマートはすでにオバマケア用のハンドスキャナーを導入している（ハンドスキャナー…うーん）
       
    

    
      リストは日々増え続けています。
       
    

    
      サタンはあなたの通常の敵ではありません。主流メディアがこれから起こることを明らかにしてくれると思っているなら、あなたは騙されています。神は、敵は賢いと警告しています。
       
    

    
      終末の預言の前に残された聖書の預言:
       
    

    
      7年間の平和条約の承認（署名は未だ完了していない）が必要です。ジョン・ケリー国務長官は2014年4月までにこれを完了させるべく取り組んでいます。
       
      (明らかに、これは 2024 年までにまだ達成されていません)。
       
    

    
      ダマスカスは廃墟となるでしょう。現在、この地域では緊張が高まっており、いつ爆発してもおかしくありません。ここはロシアが決して手放したくない戦略的地域です。過去5ヶ月で既に2件の爆弾攻撃が発生しています。
       
    

    
      3番目の神殿の建設がまもなく始まります。現在、協議が行われています。
       
    

    
      もうすぐです。終末が始まる前に完了しなければならない3つのこと、これがすべてです。もし間違っていたら、訂正してください。他に完了すべきことがあれば、お知らせいただければ幸いです。
       
    

    
      聖書には700以上の預言が記されており、その成就の統計的な確率は計り知れないほどです。神は過去、現在、そして未来を知り尽くしています。聖書は、過去、現在、そして未来の出来事を神が記録したものです。
       
    

    
      ハルマゲドンは私たちの生きている間には決して起こらないという信念のために、最後の3つが永久に保留されていると本当に思っていますか？神への信仰は不可欠ですが、神が私たちに送る兆候も同様に重要です。
       
    

    
      会衆に無茶苦茶に聞こえないように、この件をどのように提起すればいいでしょうか？私ならこう切り出します。説教はこう始まります。「会衆の中に、近い将来に起こると信じていることを話している人がいます。彼らの意見を詳しく調べているわけではありませんが、万が一、彼らの警告に少しでも根拠があるなら、教会に知らせる必要があると感じています。そうすれば、もし実際に起こった場合、教会は自ら判断を下し、自ら決断を下すことができます。」
       
    

    
      おそらくこの手紙は私の名前を伏せて会衆に読み上げられるでしょう。
       
    

    
      教会の使命は魂を救うことです。これは、人が行う説教の中で最も重要なものになるかもしれません。獣の刻印が迫っています。教会は、私が完全に正気なのか、神から遣わされたのかを会衆が判断するまで、このことを知らせるのを先延ばしにすることができます。1年前には、今のようなことを教会に手紙で伝えることになるとは夢にも思っていませんでした。おそらく、この情報を広めるには最も不向きな候補者だったでしょう。神は、御業を行うために、非常に意外な人々を選ぶと言われています。
       
    

    
      マイクロチップの発明者の一人は、このチップが体内で損傷した場合、使用されているリチウムのせいで治癒しない腫れ物ができてしまうだろうと公に語った。
       
    

    
      聖書にはこうあります。
       
    

    
      黙示録 13:16 そして、彼は、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての者に、その右の手か額に刻印を受けさせる。
       
    

    
      黙示録 13:17 獣の名の刻印、またはその名の数字を持つ者以外は、だれも買うことも売ることもできなかった。
       
    

    
      黙示録 16:2 そして、第一の者が出て行って、その鉢の中身を地に注ぎ出した。すると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々に、悪臭を放つひどい腫れ物ができた。
       
    

    
      黙示録 19:20 そして、獣は捕らえられ、獣の前で奇跡を行い、獣の刻印を受けた者たちと、獣の像を拝む者たちを惑わした偽預言者も捕らえられた。そして、この二人は生きたまま、硫黄の燃える火の池に投げ込まれた。
       
    

    
      あなたの人生は、歴史のこの時期のために準備されてきたことを忘れないでください。
       
    

    
      どうやら、何も偶然ではないようです。
       
    

    
       
    

    
      人生で起こるすべての出来事には理由がある、とよく言われます。21歳の時、私は大酒を飲みました。神様は私を地獄の旅へと連れて行き、その前兆として捉えたのです。ただの悪い経験、恐ろしい夢、あるいは悪夢と呼ぶ人もいるかもしれません。でも、私はそうではないと分かっています。
       
    

    
       
    

    
      最近、ある人に自分の体験を話しました。決して自慢できるような話ではありません。彼女は19歳の時に出産中に亡くなり、その後生き返ったのです。信じられないことに、私たちは二人とも同じ体験をしました。二人とも、うめき声​​や鯨のように飛び上がるような音を立てながら、湖のような火の穴（見渡す限り死体）から逃れようとする死体の海を見ました。私たちはそこにいた間、同じ感情を抱きました。絶望、孤独、希望のなさ、絶望、苦悩、そして今まで感じたことのないような悲しみ。これらは、私たち二人にとって、今日に至るまで忘れられない思い出のほんの一部です。彼女には25年前、私には39年前の出来事です。まるで昨日のことのように感じます。だからこそ、私はこのメッセージを伝え、私が何年も前に訪れた場所に不必要に人が行かないように祈るよう召されたのかもしれません。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
      この本をダウンロードするか、USBメモリに保存して、残された方々のためにお手元に置いてください。この情報によって多くの命が救われる可能性があります。この情報をお伝えするために最善を尽くしましたが、私も人間（AIではありません）なので間違いはつきものです。常にすべては主に確認を求めます。私は多くのことを与えられ、多くのことが期待されています。この愛の業を、ご自身、ご親戚、ご友人など、この業を望むすべての方々に捧げます。最も重要なことは、皆さんが知らないかもしれない、あるいは復習する必要のあるかもしれない神の掟を、今こそ理解するチャンスが与えられるということです。
       
    

    
       
    

    
      この出版物をダウンロードして、少額の寄付をしたい場合は、
       
    

    
      教会やウェブサイトがサーバー上にアップされていたり、無料で入手する方法を教えてくれたりしている
       
    

    
      いただければ幸いです。
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
    

    
       
       
    

    
       
      リンの証しと神が彼女の人生を変えた方法（2）
       
    

    
       
    

    
      2012年、YouTubeで見たある事柄に疑問を抱き始めました。磁北は過去100年間変化し続けてきたものの、ここ10年間で飛躍的に変化していることを知りました。なぜだろう？と自問自答し始めました。また、空に浮かぶケムトレイル（飛行機が作った線で、散った後に雲のように見えるもの）をじっと見つめ、なぜそこにあるのかと自問しました。ケムトレイルは私たちの健康に悪影響を与えるものではありません。政府はなぜ認めていないのでしょうか？太陽、星、月も観察し始めました。月が歪んでいるのはなぜでしょうか？星の写真で水や大気が写っているのはなぜでしょうか？ジェシー・ベンチュラは、地下数百マイルにわたるトンネル構造を特集したテレビ番組を放送していましたが、なぜでしょうか？私の疑問はすべて、決まりきった答えで、中身のない答えばかりでした。時には素晴らしいように聞こえる答えが返ってくることもありましたが、もしそれらの答えが実際にはもっと詳しく調べる必要があるものだったらどうでしょうか？調べるたびに、より深い穴に落ちていくようでした。もう、抜け出す術はありませんでした。やがて、私が何十ものテーマについて研究してきたことはすべて聖書に帰結することが明らかになりました。しかし、私は信仰心がありませんでした。そこで、黙示録を読み始めました。するとすぐに、その意味が分かりました。私たちは終末の時代に生きており、小惑星や隕石が地球に衝突し始めると予想されていました。YouTubeでナンシー・リーダー、ニビル（惑星X）、ロバート・ハリントンの動画を見て、これらの隕石が地球に衝突しても安全かもしれないと彼らが主張する大まかな地域を見つけました。それから、カナダ国境近くで、水域から十分離れた土地を探し始めました。しかし、この時、何かが私を捕らえました。物件を探しているうちに、それはほとんど執着のようになってしまいました。ぴったりの場所を見つけるまで、私は止まることができませんでした。おかしなことに、このすべてが始まる前は、生きるか死ぬかなんてどうでもいいと思っていました。この地球でやりたいことのほとんどをやり遂げたと感じていました。いや、死にたいと思っていたわけではありません。ただ、どうでもよくなっていたのです。しかし今、突然、安全な場所を探すことに夢中になっていた。それは家族のためかもしれないし、誰かのためかもしれない。確信は持てなかった。物件を探し続けるうちに、様々な知識がどんどん増えていった。積み重なっていくパズルのピース全てが、近い将来、非常に悪いシナリオを描き出すことになると確信していた。
       
    

    
       
    

    
      ついに買いたいと思っていた物件を見つけました。夫は私が頭がおかしくなったと思ったようです。なぜ州外に？よくわからないけれど、この物件は買わなければならないと彼に言いました。空港からこの物件を見に行く途中、車を運転していると二重の虹が見えました。時速60マイル以上で運転しながら写真を撮り始めました。たぶん5秒ほどのバーストで6枚ほど撮りました。この時から事態はおかしくなり始めました。物件を購入しカリフォルニアに戻ってから、運転中に撮った写真を見返しました。6枚のうち4枚には、2つの虹の間に隕石が落ちていました。うわー、こんな偶然があるなんて。私はまだ、それほど奇妙だとは思いませんでした。でも、これで私の魂（精神）は安らぎを得たので、これで私の探求は終わりだと思いました。
       
    

    
       
    

    
      もう「神様のこと」は全部やめようと思っていました。でも、神様は私にそんなことは望んでいませんでした。カリフォルニアに戻るとすぐに、心の奥底で（声には出さずに）何度も「洗礼を受けなさい、洗礼を受けなさい」という声が聞こえてきました。何度も洗礼を求められることに疲れ果てていた私は、生まれ変わる必要があることを本能的に知っていました。なぜなのか、分かりませんでした。生まれ変わったクリスチャンとはどういうことなのかさえ分かりませんでしたが、洗礼を受けなければならなかったのです。宗教心もなく、教会にも行かず、子供の頃に洗礼を受けている人が、なぜ洗礼を受ける必要があると感じるのか、不思議に思いました。しかし、このしつこい思いは、私を駆り立て続けました。まるで磁化された場所に近づく磁石のように。その方向に引き寄せられ続けるのです。ついに、これ以上考えるのに耐えられなくなりました。教会に電話すると、その日に洗礼を受けられることが分かりました。準備はできていると思っていたのに、つい口から「聖書に厳密に従って教えていますか？」と尋ねてしまいました。彼らは、聖書に完全に従わないと言いました。私は感謝の意を表し、心の中で聖書のみに従う教会に行く必要があると悟りました。ハリウッドにある教会を見つけましたが、洗礼を受けるまでには数週間かかると言われ、その前に少し勉強する必要があると言われました。私は洗礼を受ける気はありましたが、それでもできるだけ早く受けたいという切迫感は残っていました。
       
    

    
       
    

    
      教会へ行き、牧師から素晴らしい教えを受けました。牧師は数時間かけて、聖書の特定の箇所について私に理解を深めさせてくれました。彼は、今はパウロとなっているサウロについて教えてくれました。聖書の中では、名前が頻繁に変更されているように思えました。私は、近い将来何かが起こるのではないかと心配しており、それは良くないことだと牧師に伝えました。牧師は私の家族と同じように私を軽蔑し、他のクリスチャンに教えてきたことをそのまま教え続けました。2000年もの間、人々はイエスの再臨を信じてきたし、近いと考えるのは当然だと言いました。しかし、牧師の「近い」と私の「近い」は同じではありませんでした。
       
    

    
      私は洗礼を受け、今も毎週教会に通い、聖書の勉強を続けています。数ヶ月間そうして、近い将来に起こるであろうことを、会衆や牧師たちに警告しようとしました。しかし、しつこく訴えるほど、人々は耳を貸さなくなっていきました。私は中年の危機を経験しているのでしょうか？兄は脳腫瘍だと思っていました。彼は全く本気でした。私は彼に、検査費用を払うなら、検査を受けに行くと言いました。私は自分が安全だと確信していました。兄は妹のためにお金を使うはずがないからです。
       
    

    
       
       
    

    
      私は YouTube をどんどん観て、神が作ったグループ、つまりウォッチマン、預言者、夢想家、そして YouTube で自分たちのビジョンを語る人たちがいることを知りました。
       
    

    
      私は、自分と同じような人たちの小さなコミュニティの声に耳を傾けました。「神様がYouTubeを使っているの？」とあなたは言うかもしれません。まあ、当時は書店は人気がなく、新聞は過去のもの、雑誌はオンラインでした。ソーシャルメディアこそが、最も活用しやすい手段だったのです。なぜダメだったのでしょう？石板が使われなくなったことを神様は耳にしたのでしょう。神様が怒るなんて心配しないでください。神様は素晴らしいユーモアのセンスをお持ちですから。私は教会に通い始めました。聖書に書かれている通りに教えられているか確認しました。新しくてより良い聖句は求めませんでした。規則を曲げることも、修正することも、ニューエイジを唱えることも、宗教を組み合わせることも受け入れられませんでした。神様はその点を非常に明確に示していました。私にとっての「キリストのような人」とは善良な人でしたが、天国に行くためには、それだけでは次のスペースシャトルのチケットを手に入れることはできませんでした。
       
    

    
       
    

    
      昼夜を問わずYouTubeを見て、午前3時まで起きていました。夫と寝る前に見るテレビ以外は、一切見ないようにしました。私のすべてが変わりました。もはやリンではありませんでした。陰謀論者、聖書の説教者、そして終末論者になっていました。ほとんどの人は、私が現実とは一体何なのかに幻滅したと言うでしょう。来るべき主についての私の独り言に耳を傾ける人は多くありませんでした。もし耳を傾けたとしても、それは娯楽としてでした。彼女はどうなったのでしょう？以前はごく普通の人でした。何か重大なことを知るのは非常に気が滅入り、それを心の中に閉じ込めておく必要がありました。神は私たちが世界に知らせることを望んでいました。私たちはそうしましたが、嘲笑され続けました。神は私たちがどう見られるかを知っていたのです。なぜなら、彼自身も地上にいた時、同じような嘲笑を受けたからです。人々は、なぜ神はよりによって私をこの群れに加えることを決めたのかと尋ねました。ホームレスの支援をした以外に、私には答えがありませんでした。私には特に特別なことはなかった。ただ、普通の人より少しだけ人のことを気にかけるタイプだった。「YouTube教会」とでも呼ぼうか、それが私の時間のほとんどを占めていた。聞けるものはほとんど何でも聞いていた。聖書にはこう書いてある。
       
      使徒行伝 2:17
       
      、
      「終わりの日に、わたしはわたしの霊をすべての人に注ぐと、あなたがたの息子、娘は預言し、あなたがたの若者は幻を見、あなたがたの老人は夢を見るであろう」と神は言われる。
       
      。」
       
    

    
       
    

    
      YouTubeでもいいじゃないか、と思ったのです。神は全知全能の神です。情報をすぐに広める唯一の方法は電子的な手段だと神はご存知でした。だから、YouTubeこそが私が惹かれるプラットフォームのようでした。神には、ほぼ毎日レッスンを行う人が数人いました。彼らはイエスについて、そしてイエスがどのような方で、どのような方なのかを教えました。目標は、たとえ誰かがあなたを騙そうとしても、神を認識できるようにすることでした。あなたは、自分の主であり救い主であるイエスを、誰かが神だと主張するのではなく、イエスの実在性によって見分けることができるでしょうか？私は昼も夜も、神、宗教、聖書、聖書の物語についての知識を広げてくれるものは何でも読み、聞き、見ました。他のYouTuberとは、時々コメントする以外、ほとんど交流していませんでした。
       
    

    
       
    

    
      神は信じられないほど素晴らしいことを知りました。YouTube上のすべての預言者、見張り人、夢想家、幻視者を、まるでオーケストラのように組織していました。ある週は皆津波について語り、次の週は全く違う話題になることもありました。「YouTube教会」が絶頂期にあった頃、神は教会に毎日50以上の預言を与えていました。これらの夢と幻は毎日公開され、膨大な情報源となりました。神は見張り人や預言者に警告することなく、何もしないからです。各人は特定の役割や主題を持ち、視聴者に情報を提供していました。洗礼に関する情報に特化したチャンネルもあれば、神の差し迫った再臨を理解するのに役立つタイムラインを提供するチャンネルもありました。また、解釈を必要とする夢や幻に関するチャンネルもありました。
       
    

    
      神の警告の唯一の問題は、それが実際の出来事より何年も前に告げられることがあったことです。イエスの再臨を待ち望んでいた多くの人々は、待つことに疲れ、徐々に彼の導きから背を向けていきました。
       
    

    
       
    

    
      40年近く教会の運営に携わってきた私は、この教会は多くの人々の心に同時に入り込むことができる神、あるいは神格によって運営されなければならないことを知っていました。これは、壮大な規模の災害を目撃したふりをする、無作為な人々の集まりであるはずがありません。ほとんどの信者はYouTubeで人生の体験談を語るように言われました。これは多くの信者にとって大変なことだったに違いありません。信者の多くは、問題を抱え、かつて神によって救われた人たちでした。また、この世とそのすべてからゆっくりと引き離されなければならない人たちもいました。神は、私たち皆が世俗から離れ、霊の中に留まるように望んでおられました。私たちは、主が間もなく再臨されるという知らせを広める必要がありました。過去2000年間、ほとんどのクリスチャンが主の再臨を唱えてきたため、これは困難なことでした。主が今再臨されることは、以前と何が違うのでしょうか？いい質問ですね。私には、「YouTube教会」時代に引き込まれた個人的な経験以外に、その答えがありませんでした。磁石のせいでそうすることになったと誰かに言うだけでは不十分です。
       
    

    
       
    

    
      2014年半ば、私は詩や、残された人々への手紙、携挙されなかった人々が知っておくべき事柄を書き始めました。私自身は気づいていませんでしたが、神が私にこれを専門にさせたのだと信じています。昼夜を問わずこれらの執筆に取り組み、他の人々の助けになるであろう配布資料をたくさん作りました。どこに配布すればいいのか、どうしたらいいのか全く分からず、引き出しにしまい込んだままでした。
       
    

    
       
    

    
      祈りはしていましたが、長時間ではありませんでした。神様は様々な方法で多くの人に語りかけてくださることを知っていました。当時、神様の声を直接聞いたことはありませんでしたが、YouTubeを通して多くの答えを得ていました。たいてい夜、神様に質問をしていました。翌朝になると、たいていいつも見ているYouTubeチャンネルの1つで、詳しい説明が返ってきました。神様が私の知りたいことを知り、インターネットを通して答えてくださるなんて、滑稽なくらいでした。信じられない！
       
    

    
       
    

    
      北の土地に戻り、差し迫った災難に備えて、修繕や修理をしました。この施設を使うかどうかは分かりませんでしたが、とにかく修繕を続けました。もし全てが間違っていたら、夫が気に入れば別荘として使うか、売却して利益を得ることもできるだろうと考えました。当時、私はカリフォルニアで住宅のリフォーム工事をしていたため、2014年中に何度か修繕のためにカリフォルニアに通いました。夫はようやく物件を見学し、購入に断固反対していたにもかかわらず、気に入ったと言ってくれました。夫が実際に物件を見ることなく、私は購入したのです。控えめに言っても、私の夫はかなりのんびり屋です。
       
    

    
       
    

    
      2024年現在、私は朝に40分、夜に20～30分祈りを捧げています。神の声を2回聞きました。1回は3日間断食中に神の声を聞きたいと祈った時、もう1回は神からの警告としてでした。強風の中、高速道路を走行中、神は「イエス様、私を救ってください」と声で私に告げました。そこで私は「イエス様、私を救ってください」と祈りました。すると数秒後、時速70マイルでトラックの横を走行していた時、箱が私の車の下、車輪の一つに当たりました。車に少しへこみはありましたが、無事に脱出できました。
       
    

    
       
    

    
      ボランティアとして活動していたホームレス施設で、イエスを通して多くの人々を癒す経験をしました。人間の体に宿る悪魔に遭遇し、霊的戦いを学びました。2023年を通して、神は天国へ行きたいと願う人々を助けるための預言的な言葉を私に与えてくださいました。神の国へ行きたいと願う人々のために、「レフト・ビハインド・インストラクション」の2冊を無料で提供します。
       
    

    
       
    

    
      2014年には、多くのYouTuberが3日間の暗闇について語っていました。おそらく100人以上が同じ暗闇について語っていたでしょう。それは、多くの預言者が同じことを語ったということです。そこで私はこの暗闇に備え始め、この暗闇が地球に訪れた時にホームレスの人たちが居場所を持てるようにしたいと思いました。私はこれが起こると確信していました。私の事業は38年続いた後、つい最近閉鎖されました（神は私が今の時代にもっと注意を払うように望んでいたのだと思います）。私は2000平方フィートの建物を所有しており、必要に応じて路上生活者を住まわせることができました。3日間の暗闇の中で屋外にいるのは非常に危険です。ホームレスの人たちは路上生活者から離れた場所を見つける必要があり、そうでなければ命を落とす可能性が高いことを私は知っていました。私はそれをかなり真剣に受け止めました。母の建物（私の住居がある場所）の隣に建物を持っている兄が、3日間の暗闇の間、自分の建物を使えると言ってくれました（ただ、私が誤った情報を得ていると思って、そんなことは絶対に起こらないだろうと思ったからです）。
       
    

    
       
    

    
      数週間後のある日、私は彼のレンガ造りの建物に入り、どうしたら使えるようにできるか見回しました。すると彼は私に出て行けと怒鳴り散らし、誰も「彼の」レンガ造りの建物を使うつもりはないと言い出しました。私はひどく苛立ち、息を切らしながら隣にある母のコンクリートブロック造りの建物まで戻りました。ふと聖書を開き、指を当てて読み始めました。すると、暗闇について、そして人々を避難させることについて書かれた箇所がありました。つまり、それは三日間の暗闇で何が起こるのかを最もよく表していた箇所でした。また、ある人々は光に変わったとも書かれていました。本当に驚きました。
       
    

    
       
    

    
      その夜、家に帰りましたが、まだ兄にかなり腹を立てていました。YouTubeで神からのメッセージを持っている人を見つけました。聞いてみることにしました。彼女は18歳未満で、YouTubeで彼女の姿を見るのは初めてでした。彼女は、神がレンガ工場に入ってはいけないと言った、レンガ工場は持ちこたえられない、と言っていました。床から立ち上がった後、これは私の想像ではないと確信しました。こんな突飛なメッセージを、一体若い女の子が伝えるなんて？一体何人の人に当てはまるんだろう？今まで見たことのない新しい預言者が、本当に私にメッセージを持っていたなんて。私はウサギの穴の奥深くへと入っていきました！
       
    

    
       
    

    
      ある日は神に断食について、そしてなぜ断食が必要なのかを尋ねました。また別の日には、祈ることのメリットは何なのか、聖書は特定の方法で解釈する必要があるのか​​、と尋ねました。家族は祈られれば艱難を免れるのか、と尋ねました（夫は私が守ってくれているから心配する必要はないと冗談を言っていました）。その他にもたくさんの具体的な質問をしましたが、神はYouTubeで2日以内に75%の確率で答えてくれました。ほとんどの場合、番組全体が私が興味を持っているトピックに費やされていました。
       
    

    
       
    

    
      毎月、破壊がいつ始まるかと妄想するYouTuberのグループが現れた。私たちの多くはそれを信じ、盲目的に従うだろう。おそらく、この狂気が終わることを皆が願い、祈っていたからだろう。かつては尊敬されていた私たちも、今や周囲の信頼を失いつつあった。
       
    

    
       
    

    
      私たち全員にとって辛い時期でした。知り合いや会った人の99.9%が、私たちを変人、誤解している人、あるいは狂人だとさえ思っていたからです。元の生活に戻って、神とのこの出来事を忘れられたらどんなに良かったでしょう。しかし、神は私たちが神に従うべきであり、神より先に進んではいけないことを理解するのに十分なヒントを与えてくださいました。神は私たちが神に集中し、ほとんどの人が浸りきっていた世俗的な物事から抜け出すことを望んでいました。
       
    

    
       
    

    
      その間に、私はニビル系の一部と思われるものの写真をたくさん撮りました。「惑星X」は、独自の太陽系軌道にある多くの惑星、太陽、月、彗星のシステムの一部であり、私たちの太陽系に接近して大きな混乱を引き起こすと言われています。写真を撮っていましたが、他の人に何を見せても、違いはありませんでした。私が知らないことの証拠として、どの科学者も自慢したくなるような答えが常にありました。政府が私たちに何かを伝えなければ、それは存在しないかのようでした。私は決して真剣に受け止められず、私が提供している情報には何のメリットもありませんでした。控えめに言っても、非常にイライラしました。神は聖書に、聞く耳を持ち見る目を持つ人々のために言っています。私は今、これが何を意味するのか理解しました。真実を見極められない人々のために、透明ベールが存在する可能性はあるのでしょうか。
       
    

    
       
    

    
      一度、車を駐車していて、特に何も考えていなかったとき、突然、カメラを取り出して今すぐ写真を撮ろう、と思いつきました。それで、実際に撮りました。すると、すばらしい写真がいくつも撮れました。太陽の写真を撮りましたが、太陽は 55% しか出ていません。太陽が少なくとも 85% 覆われたので、さらに写真を撮り続けました。太陽が完全に現れるまで、1 分以内に 7 枚の写真を撮りました。また別の時には、カメラをめぐって天使と格闘しているような気がしました。このときも、写真を撮る気はありませんでしたが、いじっているうちに、レンズが想像以上に遠くまで出てきました。それで、写真を撮ることにして、太陽を 3 つ続けてと、ニビル (縞模様の惑星) を撮れたと思います。まるで、天の父のために星や太陽、月を記録するのが私の仕事のようでした。今では 10,000 枚以上の写真を撮り続けています。おそらく、世界最大の「レンズ異常」コレクションでしょう。少なくとも、私の家族の中の技術者たちは彼らをそのように特徴づけるでしょう。
       
    

    
       
    

    
      艱難が始まったらどうすればいいのか、役立つヒントを1ページにまとめ、書き続けました。悪魔と戦うにはどうすればいいのか、神は創造物として私たちに何を期待しているのか。作品が完成するまで、夜中の3時まで書き続けました。神のなすべき仕事のために、私の睡眠パターンは完全に変わりました。書くことは決して好きではありませんでしたが、今ではプロの1ページ書きマシンになっていました。ある日、私は神に声を張り上げて（初めてのことですが）、こう言いました。「なぜ夜中ずっと書かせているのに、私はほとんど何もしていないのですか？どうか私を助けてください。」
       
    

    
       
    

    
      私は自分の願いを忘れ、執筆を続けました。一週間も経たないうちに、ホームレスの列に並んで服を配り、チラシを配りながら、神は近い将来に再臨すると伝えていました。すると、一人の若いホームレスの男性が私のところにやって来て、自分も終末期が来ていることを知っていて、2010年に大学に通っていた時に神が現れ、大学を中退して自分のために伝道するようにと告げたと話してくれました。彼の名前はジョーダン。彼はまさにその通りに行動し、ロサンゼルスのグリフィスパーク山中でテント暮らしをしながらも、ホームレスでありながら神の働きを喜んで行っています。グリフィスパークはホームレスの列があった場所から8キロ以上も離れています。ジョーダンは、神に導かれて列に並んだと言いました。私たちが出会ったのは、彼がホームレスの列に並んで2日目のことでした。私はたまにそこにいるだけでした。
       
    

    
       
    

    
      ジョーダンが伝道している間、一緒に文書を配ろうと思いました。そこで、時間と場所を決めました。ジョーダンに会う前、私は神が、数ヶ月間空になる予定のアパートをホームレスの人に貸し出すようにと告げているように感じました。大規模な改修が必要な二世帯住宅がありましたが、主が今にも戻って来られると確信していたので、工事を始めるまで数ヶ月待つつもりでした。なぜ、大した理由もなく、こんなに費用のかかる工事をするのでしょうか？当時は、ジョーダンがその二世帯住宅に住むよう招かれるとは知りませんでした。ですから、伝道と文書配布のための最初の集まりで、彼はとても取り乱している様子でした。アリのせいでテントがめちゃくちゃになってしまい、その朝、神から今日引っ越すようにと告げられたと言いました。これを聞いて、私はジョーダンこそ、短期間アパートに住まわせるべき人だと確信しました。ジョーダンと私はキリスト教徒として良き友人となり、平日はノースハリウッドの地下鉄・バスターミナルで説教とパンフレット配布をしていました。2～3時間かけて人々と話をし、これから起こることを伝えました。きっと何千人もの人が、私が精神科の助けが必要だと思っていたに違いありません。ジョーダンと私はこれを約3ヶ月続けました。ジョーダンは私の作業員が工事をしている間、二世帯住宅に住み続けました。彼が引っ越しを余儀なくされる1週間前、地下鉄近くのパティオで夕食をとっていた時、ある男性がジョーダンが説教者だと気づきました。彼は私たちと一緒に座るようにと誘ってきました。彼は、ある裕福なクリスチャンが彼と他の信仰深いクリスチャンに家を開いてくれるまでは、ホームレスだったと話していました。彼はジョーダンを招待し、その週末、ジョーダンはその家に引っ越して、地元のショッピングセンターで説教をするように言われました。イエスは再びジョーダンの住居問題を解決し、私たちは別れましたが、今でも連絡を取り合っています。ジョーダンはそこで9ヶ月間暮らし、その後、ハワイで同じグループの人々と共に説教を始めました。こんな偶然があるでしょうか？二度続けて住居を提供されたホームレスを何人知っていますか？ジョーダンは私や他の人に住居を頼んだことはありません。神は不思議な方法で働くと言うのは正しいです。
       
    

    
       
    

    
      地下鉄駅やバス停でパンフレットを配っていると、神様から与えられた夢や幻を見た人がたくさんいました。核の破壊や津波の夢を見た人もいましたが、一番印象に残ったのは、携挙の夢を見たという5歳の女の子でした​​。とても可愛らしい夢でした。同じ頃、私のテナントの一人を訪ねたところ、彼女の夫が隕石と雲の中の神様についての終末の夢を見たと話してくれました。彼女も私たちも終末の時だと知っていました。
       
    

    
       
    

    
      ジョーダンはハワイとフロリダに数回訪れ、東海岸や西海岸にも何度か行き、今も主のために説教を続けています。旅の途中には、数々の非現実的な話があり、突然家を見つけることもあります。
       
    

    
      主がもうすぐ戻ってくることを、私は今でも知っています。ニビルが空で存在感を増し、ケムトレイルに隠れることもそう遠くないことを知っています。誰も私を信じてくれなくても、私は自分が正気だと知っています。これらの偶然は、ただの偶然ではないはずです。ジョーダンは、私たちが人生で偶然だと思っていることは、全くの偶然ではないと説教するように神から命じられたと言っていました。
       
    

    
       
    

    
      主よ、この数ヶ月間、ジョーダンと、そして私に話せる人を与えてくださり、ありがとうございます。あなたに仕える機会を与えてくださり、ありがとうございます。終わりの時に私を目覚めさせ、あなたが適切と思われる方法であなたを助けることができるようにしてくださったことに感謝します。
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          Left Behind Instructions: Making it to Heaven - Japanese
        


        		
          16 主御自身が、大声と、御使のかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、天から下って来られます。そして、キリストにあって死んだ人々が、まず最初に復活します。 17 それから、生き残っている私たちが、彼らとともに雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。
        


        		
          黙示録 7:13-15 欽定訳
        


        		
          13 すると、長老のひとりがわたしに答えて言った。「白い衣を着ているこの人たちはだれですか。どこから来たのですか。」 14 そこでわたしは彼に言った、「主よ、あなたはご存じです」。すると彼はわたしに言った、「これらは大きな苦難を逃れてきた者たちで、その衣を小羊の血で洗って白くした者たちです」。 15 それゆえ、彼らは神の御座の前にいて、その神殿で昼も夜も神に仕える。そして、御座に座しておられる方が彼らの中に住まわれる。
        


        		
          黙示録 14:9-11 欽定訳
        


        		
          9 第三の御使も彼らに続いて、大声で言った。「もし獣とその像を拝み、額や手に刻印を受ける者がいれば、 10 彼らは神の怒りの杯に混ぜ物なしで注がれた神の怒りのぶどう酒を飲むであろう。そして聖なる天使たちと小羊の前で火と硫黄で苦しめられるであろう。 11 彼らの苦しみの煙は、永遠に立ち上る。獣とその像を拝む者、また、だれでもその名の刻印を受ける者は、昼も夜も休むことがない。
        


        		
          申命記 32:30
        


        		
          30 ひとりが千を追い、ふたりが万人を追い払うにはどうすればいいだろうか…
        


        		
          使徒行伝 2:17 欽定訳
        


        		
          17 神は言われる、「終わりの日に、わたしはわたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがたの息子、娘は預言し、若者は幻を見、老人は夢を見るであろう。
        


        		
          黙示録 13:16-18 欽定訳
        


        		
          黙示録 14:9-11 欽定訳
        


        		
          黙示録 19:20 欽定訳
        


        		
          黙示録 16:2 欽定訳
        


        		
          マタイ10:32-33 、 32 だから、わたしを人々の前で公にする者は、わたしも天にいますわたしの父の前で公にするであろう。 33 しかし、だれでも人々の前でわたしを否む者を、わたしも天にいますわたしの父の前で否むであろう。
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